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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　大切な人







　言ってみれば──世界に意味なんてないんだ。

　物語に意味なんてないんだ。

　意味があるとすれば君だ。

　君にだけ意味がある。

　君が生きている物語。

　僕が生きている物語。

　二人が一いつ緒しよに生きている物語。

　それだけに、意味がある。




　なのに、なぜ君は死んだのか。

　それじゃ全部が台無しなのに。

　許さない。

　それは絶対許さない。

　すべての世界がだめになっても。

　すべての物語がだめになっても。




　なにもかもが、おまえの欲エ望ゴじゃないかと言われても──




　それだけは決して、許さない。







　第一章　悪魔と悪魔







　毒。

　毒が体に巡めぐる。

　それを感じながら、

「くそ」

　と、無表情のまま、フェリス・エリスは呟つぶやいた。

　彼女はいま、ガスターク帝てい国こくの刺し客かくたちに捕つかまり、毒を受けてしまい、人ひと質じちになってしまった。

　もしも解げ毒どく薬を渡わたしてほしければ、ライナとシオンに、手紙を渡せ──などと言われて、彼女はいま、走っている。

　ライナがいるはずの、宿へ。

「まったく……ライナの奴やつがいつも私と一緒にいれば、あんな不覚は取らなかったのに」

　手紙を握にぎりしめながら、彼女は走っている。

　たぶん。

　おそらく、状じよう況きようはとても悪い。

　毒は致ち死し性で、時間がきたら自分は死ぬだろう。

　そしてそれを交こう渉しよう材料に、ガスタークの奴らはライナやシオンをゆすってくるはずだ。ガスタークの奴らはあくまで、「話し合いがしたいだけだ」などと言っていたが、いままでの奴らの行動を見る限り、そんな生やさしい相手ではないはずだった。

　だからきっと、不利になる。

　自分のせいで。

「私の、不覚のせいで……」

　それに少し、彼女はもの悲しい気持ちになる。せっかくライナと、シオンと、自分の三人が揃そろって、これから昔のように笑い合って──馬ば鹿かみたいに笑い合って、やっと一緒に前に進めるんじゃないか、と思ったところなのに、妙みような横やりが入ってしまった。

　おまけにいま、自分は死ぬかもしれない状況に追い込まれてしまって。

「…………」

　彼女は走りながら、ガスタークから渡された手紙へと目を落とす。

　手紙を、開くかどうか、悩なやむ。
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　ライナとシオンに渡してくれ、と言われたが、しかし、人質を取られたせいで──私を、守らなきゃいけないと気負い込んで、あの二人が窮きゆう地ちに立たされてしまうのは、嫌いやだった。

　だから、

「……さきに、読むか？」

　と、彼女は呟く。

　ライナがいるはずの宿へ向かいながら、思考を巡らせる。

　ガスタークからの手紙を読んで、もしもどうにもできないような、到とう底てい受け入れられないような提案が書かれていたら……

「黙だまって、死ぬか……」

　などと、言ってみる。

　そしてもしもそれを自分が選せん択たくした場合の、ライナの顔を、想像する。

　シオンの顔を想像する。

　もしくは、ライナが同じ状況に立たされた場合に、自分に黙って勝手に死のうとしたら、自分はどうするか？　というようなことを想像して、彼女は首を振ふる。

「……ああ、ああ、だめだ。やはりだめだ。ちゃんとみんなに相談しよう。だめだ、これは」

　と、彼女は小さく笑う。

　そうじゃなくてももう、この手の状況は何度も、何度も経験して、彼女ははらわたを煮にえくり返らせているのだ。

　勝手に世界を背負って、なんの相談もなく泣きそうな顔でいなくなったシオンや。

　自分はバケモノだと泣いて、家出してしまうライナや。

　なんの相談もなく遠くへいってしまった兄様のことを、思い出して、

「……まったく、男どもはなぜ、安易にそんな決断ができるんだ？　馬鹿じゃないのか？」

　愚ぐ痴ちるように、彼女は言う。

「だから私は、ちゃんと相談しよう。みんなで考えればきっと、いい考えが浮うかぶ──と、いうのを、証明してやろう」

　そう言いながら、自分の首にそっと触ふれる。ガスタークからの刺客に毒を注入された部分に触れ──ほんの少しだけ死を意識しながら、しかし、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　と、自分に言い聞かせる。

「私たちなら、大丈夫だ」

　商店街を抜ぬける。

　人ひと気けの少ない通りへと入る。

　宿が見えてくる。

　ライナがこのローランド帝国のかつての首都、レイルードにおいて、いつも滞たい在ざいしている宿は、その通りの路地を入った場所にある。

　だが、その前に、通りの向こうから馬車が走ってくるのが見える。

　質素な作りの馬車──という、貴族が乗らなそうな馬車を見ただけで、そこに誰だれが乗っているかが、わかる。

　この国の王だ。

　フェリスは宿へと入る路地の入り口で足を止めて、馬車を見つめる。

　すると馬車が止まり、中からやはり、思っていた通りの人物が降りてくる。

　気高さを感じさせる銀ぎん髪ぱつに、意志が強そうな金の瞳ひとみ。

　完全無欠の英えい雄ゆう王おうシオン・アスタール──と、呼ばれている、しかし実際のところは完全でも無欠でもなんでもない、ライナや、私がいないとなにもできないような、ただのシオンだ。

　そのシオンをフェリスは見つめる。

　するとシオンがこちらの姿を見つけて、嬉うれしそうに笑う。

「や、フェリスもちょうどいま、宿にきたの？」

　彼女はうなずく。

「ああ」

「ウィニットのだんごは食べれた？」

「うむ」

「美お味いしかった？」

「当然のことを聞くな。だが、いまはそれどころではない」

「ん？　っていうと？」

　だが、フェリスは答えず、宿のほうへと目を向け、

「とりあえず、中にいくぞ。ライナとシオン、二人に話がある」

「なになに？　なんか、ちょっと雰ふん囲い気き緊きん迫ぱくしてない？　なにかあった？」

　それにフェリスは路地へと入っていきながら、言う。

「さっき、ガスタークの刺客に襲おそわれた」

「はぁ？」

　シオンが驚おどろいたような声をあげるが、無視で続ける。

「そして毒を受けた。解かい呪じゆしてほしければ、勇者と悪あく魔まに、手紙を渡せ──だそうだ。だからいまから手紙を三人で読むぞ」

「って、ちょちょ、待ってよ。それって……」

　と、背後からシオンが慌あわてて追いかけてくるが、フェリスは宿の入り口の扉とびらを開ける。中に入る。

　階段を駆かけ上がる。

　ライナの部屋の扉を、ノックなしで開いて、

「いったい、いつまで寝ねているつもりだ、おまえは！」

　と、叫さけんでみる。

　そしてライナの部屋の中に、入る。

　だが、

「…………」

　そこには、ライナの姿はなかった。

　ベッドメイクされていない布ふ団とんに彼女は触れる。

　冷たい。

　つまり、もうずっと前から、ライナはここにはいない──ということで。

「…………」

　少し、胸むな騒さわぎがした。前もこうやって、ライナはいなくなったのだ。

　いや、もちろん、食事に出たとか、散歩している、というようなことは、あるかもしれない。なにせ久しぶりのローランドなのだ。あの、万年寝ているだけしか取り柄えのないライナだって、外を歩いてみようかな、と、思うようなことはあるかもしれない。

　フェリスは踵きびすを返す。階段を降りる。宿の女将おかみに聞く。

「おい女将」

「はいはい、なんだいフェリスちゃん」

「ライナはどこへいった？」

「んー？　出かけたけどねぇ」

「いつごろ？」

「もう、何時間も前だけど……フェリスちゃんとこの宿にきて、フェリスちゃんが出ていってから、すぐに出たよ」

　それにフェリスは、顔をしかめる。

　胸騒ぎがさらに強くなる。

　ライナは、長旅で疲つかれたから、少し昼寝する、と言ったのだ。

　だからフェリスはその間に、久しぶりのウィニットのだんごを買いにいき、戻もどってきたら二人で王宮へいくぞ、ということになっていたはずなのだ。

　なのに、ライナは出かけたのだという。

　それも、何時間も前に、出ていったのだという。

　シオンも宿に入ってくる。

「おい、フェリス、大丈夫か？」

　フェリスは顔をあげる。そして言う。

「ライナが、いない」

「それが？」

「ライナがまた、いなくなったのだっ！」

　その言葉に、シオンが目を細める。少しだけ低い声こわ音ねで、

「おい、フェリス。落ち着け。少しおかしいぞ」

「ん？」

「おまえ、ガスタークの奴やつらに、毒を盛られたんだよな？」

「ああ、そうだ」

「その影えい響きようが、もう出てるんじゃないか？　感情の起き伏ふくがいつもより大きいぞ」

「いや、私は平気だ。それよりもライナが……」

　が、遮さえぎって、シオンが言う。

「おい女将。食しよく卓たくの椅い子すを借りるぞ。フェリス、おまえはとりあえず、座れ」

「しかし……」

「しかしじゃない。ライナは俺が見つける。ガスタークへの対処も、毒への対処も俺がする。だから落ち着け。ひとまず座れ。座ってだんごのことでも考えろ」

　それにフェリスは、思考を止めた。

　そして頭の中に、だんごの形を浮かべる。さっき食べた、ウィニットだんご店の味を思い出し、

「……ふむ。なるほど。確かにだんごのことを考えたら少し、落ち着いてきた」

　するとシオンが笑ってうなずく。

「それは、よかった。じゃあダイニングへいこう。ちゃんと座って、今後について考えるぞ」

　と、シオンにうながされて、座る。

　落ち着いてはみたが、相変わらず胸騒ぎは、消えない。それが毒のせいなのか、それともライナがいなくなってしまったことへの不安なのかは、わからない。

　シオンがこちらを見て、言った。

「……状じよう況きようを確かく認にんしよう。おまえはガスタークからの刺し客かくに襲われた」

「ああ」

「いつ？」

「ついさっきだ」

「奴らはなんて言っていた？」

「おまえと、そしてライナ──いや、『勇者』と『悪魔』に話がある、と」

「『勇者』と『悪魔』──つまり、あいつらもそっちの世界の話に興味があるってことか。で、交こう渉しようしたいって？」

　それに、フェリスはついさっき、リルや、スイ、クゥ、リーズとか呼ばれた男が言っていた言葉を思い出して、うなずく。

「ああ、たぶんそうだと思う」

　シオンが言う。

「よし、それはわかった。おまえは手紙を預かってるんだよな？」

「うむ」

「渡わたせ。中を見て、対処する」

「だが」

「心配するな。いまさらもう、俺はおまえらに隠かくしごとをしない」

「あ……」

「一いつ緒しよに、中を見よう。俺と、おまえと、ライナの三人で、この世界と一緒に対たい峙じするんだ」

　なんてことをシオンは言って、フェリスは驚く。

　本当にシオンは、自分たちに心を許してくれたようで、彼女は少しだけ微笑ほほえんで、手紙を取り出して、渡す。

　シオンが手紙を開く。

　目を落とす。目線を走らせる。

「私にも見せろ」

　とフェリスが言うと、手紙はあっさりこちらに渡される。

　その手紙の中には、簡潔な文体で、『同盟の申し入れ』『会談の申し込み』『会談場所と時間の指定』、そしてフェリスに入れた毒が、ただの興こう奮ふん剤ざいであり、人ひと質じちを取らなかったことによる、自分たちの友好的な態度を知ってほしいなどという内容が書かれていた。

　その手紙から顔をあげ、フェリスは言った。「これはつまり、いま、私の中には毒が入っていない、ということか？」

　シオンはうなずく。

「奴らの言うことを信じればね」

「事実だと思うか？」

「どうかな。もちろんいまの状況でフェリスを殺すことには意味がないと思うから、事実だとは思うが」

「じゃあ、問題ないのか？」

　が、シオンは難しげな顔をする。

「だけどこれは国家と国家の化かし合いだし、希望的観測で決めつけるのも怖こわい。だから、検査しよう」

「しかし、そんな時間は……ライナの行ゆく方えが」

　だがそこで、シオンは首を振ふった。

「たぶん、大だい丈じよう夫ぶだ。おまえと同じように、ガスタークの奴らに襲われたんじゃないかっていうのが一番の心配だったんだが……その手紙を見る限り、ないだろう。純じゆん粋すいな同盟の申し入れだ。拉ら致ちや殺害が目的なら、こんなまわりくどいことはしない」

　確かに、そうだ。

　それにさっき自分を襲おそった奴らの動きも、本気で戦うつもりがあるようには見えなかった。

　殺す力がある──だが、殺さない。なぜなら、同盟したいから。

　毒も、実はただの興奮剤だったのだという。この胸騒ぎは、どうやらそのせいなのだという。

「……ずいぶんと、なめられたものだな」

　フェリスは自分の、どきどきと鼓こ動どうする胸に触ふれる。さっきからずっと、ライナがいないことが不安で不安で仕方がない自分に、

「……まったく、なんなんだ、これは」

　苦しげな吐と息いきを、漏もらした。

　シオンがその、フェリスのほうを見下ろして、

「毒じゃなかったとしても、入れられた薬は抜ぬいたほうがいい。検査しよう──といってもたぶん、そこは急がなくてもいいと思うけどね。もし毒だったとしても、人質としての価値を考えると会合までどうこうなるとは思えないし……もし毒だったとしてもそもそも簡単に解けないから人質になるんであって、となると、結局調べても仕方ないってところもあるから。だからそっちは大丈夫として、ライナのことだ」

　それにフェリスは顔をあげる。

　するとシオンが続ける。

「だが、ライナのほうも、俺は心配してない。この状況で、家出とかはもう、しないと思うし」

「……本当か？」

　フェリスはシオンを見る。

　シオンがうなずく。

「ああ。だって、この状況で家出すんなら、そもそも俺んとこにくんなよって、話になるだろ？」

「……ふむ」

「わざわざ一人で頑がん張ばってる俺のところにきてさ、逃にげるなーとか、一人で戦うなーとか騒さわいどいてさ、なのに突とつ然ぜん家出とか、そりゃないだろ」

「うむ」

　フェリスは、うなずく。

　するとシオンは続けた。

「だから、そこは心配しなくていいと、思ってる。俺やフェリスにこき使われないように、どっか別の場所で昼寝してるとかまであると思う」

　確かにそう言われると、そんな気もしてきた。あいつは万年寝ね坊ぼ助すけで、やる気なしなし甲か斐い性しようなし君なのだ。

　なのにここのところちょっと気負って、頑張りすぎていたので、三人に戻ったことに安心して、サボり癖ぐせがまた出てきたのかもしれない。

　そしてそれなら、

「……いい。それなら、いいが……シオン」

「ん？」

「ライナは、おまえがいない間、かなり頑張っていたのだ」

　と、フェリスは言った。

　するとシオンが少しだけ目を細めて、こちらを見て、言った。

「そうか」

「ああ、そうだ。おまえを取り戻すと言って。追い詰つめられていたおまえに気付けなかったことを責めて……ずっと、頑張っていた」

「わかってる」

「だからきっと、あいつは……」

　外で昼寝していたりは、しない──と、彼女は最後までは、言わなかった。

　だが、シオンが、言った。

「すぐに捜させよう」

　そして宿の外へ顔を出し、馬車にいる部下に、シオンがなにかしらを命じようとする。

　だがそこで、

「フェリスさん、いますか？」

　宿の入り口から、知っている声がする。だが、そいつはここにいるはずがない男の声だった。

　フェリスは立ち上がる。声のほうを見る。するとそこにはやはり、彼がいた。

　トアレ・ネルフィが。

「なぜ、おまえがここにいる？」

　と聞くと、トアレとフェリスに挟はさまれたシオンが、聞いてくる。

「ん？　フェリス、知り合いか？　彼は……」

　そこで、シオンもそこにいるのが誰だれなのか、わかったようだった。

「……トアレ・ネルフィ皇子」

　するとトアレがシオンを見て、笑う。

「ああ、これはこれは、お久しぶりです、シオン・アスタールさん。確か、ライナさんの従い兄と弟こですよね？」

　という言葉で、シオンが初めてネルファ皇国に忍しのび込んだときについた噓うそを、フェリスも思い出した。

　もちろんいまは、シオンが何者かをトアレは知っている。

　なにせシオンは、自分の国を滅ほろぼした南大陸の支配者なのだから。

　シオンはそれに少しだけ困ったように苦く笑しようし、それから頭を下げて、

「……これは……あのときは噓をついて、申し訳ありません」

　するとそれに、トアレが首をかしげて、言う。

「はは、そこを謝りますか。人の国を残ざん虐ぎやくに滅ぼしておいて……さすがに謝るところが違ちがいすぎると思いますが」

「…………」

　シオンの顔が、それにあっさり、歪ゆがむ。

　だがトアレはそれに、にっこり笑い、

「なんて、冗じよう談だんです。話は聞いてます。あなたは必要なことを、一生懸けん命めいしていただけだ。みんながそう。みんなが──神とかいうよくわからない奴やつらに振り回されていた」

「……だが」

　と、言いかけるシオンに、トアレがシオンを睨にらみつけて、言った。

「だが？　頑張れば回かい避ひすることができた、とでも言うつもりですか？　殺す必要のない人間を、潰つぶす必要のない国を、頑張らなかったせいで……趣しゆ味みや快楽で壊こわした、と？」

「いや、そんなことは……」

「なら不用意に謝らないでください。それは、消された国や人間に対して、失礼だ」

　しかしそれに、シオンは首を振る。

「最善は、尽つくした。私ができうる限りはやったつもりです。ですが──結果は出なかった。それを謝りたい」

　するとトアレが笑って、言う。

「結果はいまから出す、でしょう？　一人で戦ったけどだめだった。でも、今度は、みんなで──人間みんなで、神に挑いどむ。なら、きっといけると思います。僕が知ってるローランドのみなさんは、とても優ゆう秀しゆうですしね。ですから、一緒に頑張りましょう、シオン・アスタール陛下」

　という、言葉に、シオンは少しだけ驚おどろいたような、それからあきれたような顔になり、振り返ってきて、言う。

「……なぁフェリス。なんなの、こいつ。俺なんかよりも、すごく王様向きなんだけど」

「うむ。トアレはいい子ちゃんだからな。おまえのような変態仕事狂きよういじめっ子大王とは違うのだ」

「俺の通り名、長いなぁ」

「けなされるべきポイントがたくさんあるからな」

「うーん」

　というのに、トアレが笑う。

　それから宿に入ってくる。そして懐ふところから一枚の紙を取り出して、言う。

「あの、ライナさんから伝言があるんですが」

　それにフェリスとシオンは、顔を見合わせる。

「なんだ？」

「いやー、ライナさん、ひどいんですよ。僕を利用するだけ利用して、殴なぐって気絶させたりして」

「あいつはいつもそういう奴だ。そんなことより、伝言を教えろ」

　と、手を差し出す。

　トアレが紙を渡わたしてくる。

　するとそれは、フェリスとシオン宛あての伝言だった。

　紙には、こうある。

『親おや父じの研究室の見学を一人でしたいから、さきにいってるね～。しばらくしてからきてください。場所はトアレが知ってます。入り口は閉まってると思うけど、きたらわかるから、あー、まあ、とにかくきてよ。じゃ、そういうことだから』

　などと、汚きたない走り書きが紙に躍おどっている。

　だが、つまり無事、ということだ。

　フェリスはほっと、胸をなで下ろして、再び椅い子すに座る。

　そして、ライナの気持ちはわかる、と、思う。なにせあいつは、つい最近、父親を亡なくしたばかりなのだ。独りで、父親が残してくれたものと向き合いたい、という気持ちはわかる。

　だから、

「……なるほど。じゃあ、ライナに少し、時間をやるか。私は検査に──」

　が、それを遮さえぎって、トアレが言った。

「あ、それと一つ、僕、謝らなければいけないことがありまして」

　フェリスは言葉を止めて、トアレを見る。

「なんだ？」

　すると彼は言った。

「いや、あの、ライナさんに頼たのまれて、拘こう束そくしたルシルさんの身み柄がらを、こっそり僕がローランドに運んでいて……」

　フェリスは立ち上がった。胸むな騒さわぎの正体が、わかった気がした。

　ルシルは──兄様は、ライナの父親を、殺したのだ。

「トアレ、おまえ……」

　それにトアレが少し慌あわてて、弁解した。

「ライナさんは、復ふく讐しゆうはしない、と言ってました。そんなやる気はないし、いまさらフェリスさんやシオンさんを裏切るようなことはしない、と」

「それを信じたのか？」

　という言葉に、トアレがあっさりうなずく。

「……はい。信じました。仲間なので」

「…………」

「そしてみなさんは、どうしますか？」

　なんて問いかけを、してくる。

　ライナを信じるか、信じないか。

　それは愚ぐ問もんだった。いつだって信じている。あいつがどれだけ怠なまけ者で、恐こわがりで、寂さみしがりで、すぐに逃にげ出してしまうような奴だったとしても、それでも、あいつのことは信じている。

　だが、

「信じる信じないの問題じゃない。私はいつも、あいつのそばにいてやる必要があるのだ」

　と、言った。

　すると横でシオンが、

「じゃあ俺も」

　などと言うが、フェリスはシオンを睨にらんで、

「おまえもすぐいなくなる弱虫じゃないか」

「いやー、もう、そんなことないようにするよ」

「信じられんな」

「あはは」

　シオンは笑ってから、トアレに言った。

「じゃあ、トアレさん。案内してくれるかな？　俺たち、ライナの意向とか、全然気にしてやるつもりないから」

「そうだ。全然気にしてやるつもりはない。あいつが独りでいたいといっても、独りにしてやらないのだ」

　という言葉に、トアレが笑う。

「それで、いいと思います。じゃあ、いきましょう。リューラ・リュートルーさんの、研究所へ」

　そして三人は、宿を出た。




　　　　◆




　父の研究室。

　父が残してくれた手書きの、膨ぼう大だいな魔ま術じゆつ書しよ。それらに囲まれながら、ライナ・リュートはやる気なく猫ねこ背ぜで床ゆかに座り込んでいた。

　書類。

　書物。

　それらを床に乱雑に広げ、ぺらぺらとめくる。

　次々現れる、天才にしか考えつかないような複雑な魔術式の群れを読み込んでいく。

　そこにはたとえば、『光燐くうり』をゼロから開発していたときのことが書かれていた。

『稲光いづち』──とかいう、よく知らない魔ま法ほうを開発していたときのことが書かれていた。

　その『稲光いづち』を、無詠えい唱しようで、魔ま方ほう陣じんを描えがかず作り出す方法について、なんていう、いまの魔導技術とはかけ離はなれた、ちょっと異常なことまで書かれていた。

　どれもすぐに真ま似ねできるようなものではなかった。人が触ふれてはならないような研究を、普ふ通つうじゃ考えつかないような思考展開アプローチで閃ひらめき、思いつき、書き留められていて。

「……親父これ、ちょっと天才すぎるだろ……」

　と、床に座ったまま、とんとんっと踵かかとで床を蹴けってみる。

「……こう、こう、こうして、こうか？」

　ライナは足を何度か踏ふみ鳴らして、指先を魔法を放ちたい方向へと舞まわしてみる。

　脳内だけに魔方陣を描き、実際に描くはずだった魔方陣を無理矢理省略して──




「『稲い死づ光ち』！」




　と、呪じゆ言ごんだけを、唱えてみる。

「…………」

　だが、なにも起きない。魔法は発動しない。ライナはその、なにも起こすことのできない自分の指先を見つめ、

「……こりゃ、俺は親父と違ちがって二流だなぁ」

　なんてことを、しかし、なぜかちょっとだけ嬉うれしそうに言って、笑う。

　そして。

「…………」

　父親が書いた古文書の走り書きを指で撫なでて。父親の筆ひつ跡せきを確かめるように文字をなぞって、

「……あと少し。あと、もう少しだけでいいから」

　親父と、一いつ緒しよにいたかったな──なんてことを、思う。

　もちろんそれは叶かなわない夢だが。むしろ、会えないと思っていた相手に。存在しないと思っていた相手に、会えただけでも奇き蹟せきといってもいいのだが、それでも、

「もう少しだけ、わがまま言いたかったな」

　なんて言って、ライナはへらへら笑う。

　それから再び書類へ目を戻もどす。

「たぶんこれ、普通の呪言じゃなくて、真言法とかいうのにアクセスして発動すんだよな。でも、真言法って、なんだ？　そもそも人間が使っていい技術なのか？」

　とりあえず、指を宙空に舞わす。魔術書に書かれている情報を、見よう見まねで描いてみる。

　無詠唱、無魔方陣で使える『稲い死づ光ち』ではなく、通常の呪言と魔方陣で描ける、『稲光いづち』のほうだ。

　みるみるうちに指が魔方陣を描いていって、

「お？　なんだ？　なんか初めての魔法なのに、妙みようにスムーズに書けるぞ。なんでだ」

　なんて呟つぶやきながら、『稲光いづち』が完成する。どうやらこれは、稲いな妻ずまを生み出す魔法らしい。

「えー、あ～、じゃ、撃うつか。求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」

　刹せつ那な、魔方陣の中央に、稲妻の塊かたまりが生まれる。そこから稲妻が放たれる。

　放たれるさきは、やはり研究室の中の端はじにある、小さな球体だ。どうやらその球体は魔法を吸収し、さらに研究室自体の動力源にしているらしく、つまり、この研究室は魔法撃ち放題だった。

　そこへ向けて、ライナは稲妻を放つ。

　かなり正確にコントロールできる。

　便利そうな魔法だった。

「…………」

　だが、わかったのはそれだけじゃない。この魔法を撃った瞬しゆん間かん、なぜか頭の中に、妙な記き憶おくが浮うき上がってきてしまった。

　それは、いままで自分が、この『稲光いづち』を、何度も、何度も、撃ったことがある、という記憶。

　いや、かつてこの魔法が、ローランド帝てい国こくで最もスタンダードな上級攻こう撃げき魔法だったこと。だがそれを、勇者の力を手に入れたシオンが、漆しつ黒こくの剣けんで存在ごと世界から消してしまったことを、思い出して。

「……おっと、なんだよこれ。俺、この魔法使えたのか」

　なんて、少し驚おどろいてライナは言う。

　どうやら、神からの影えい響きようが遮しや断だんされたせいで、勇者に消されたはずの『稲光いづち』の存在もこの世界に戻り始めているらしい。

「ってか、魔法の存在ごと消すって、どんな力だよ」

　と、ライナはあきれる。

　そしてその、『勇者』や『悪あく魔ま』、『女め神がみ』といった、神と呼ばれるバケモノどもがこの世界に再び戻ってくる前に、なんとか人間たちで手を結んで、態勢を立て直す必要がある、という決意を新たにする。

「さて、少し急がないとねぇ」

　と言って、ライナは顔をあげる。

　すると彼の目の前──部屋の中央には、十じゆう字じ架か状の拘こう束そく具ぐがあった。

　この十字架も父リューラ・リュートルーが残してくれたもので、ここに磔はりつけにすることさえできれば、神すら殺すことができるのだという。

　そしてその、神を殺せる拘束具に、いま、一人の男が磔にされている。といっても、磔にしたのはライナなのだが。

　男はとても美しい顔をしていた。

　艶つややかな金色の髪かみに、フェリスによく似た青い瞳ひとみ。

　その男を見上げ、ライナは言った。

「じゃ、ルシル。そろそろ話そうよ」

「…………」

「まだ、口を開く気にならない？　そんな黙だまってても、ま～るでいいことないと思うけどね」

「…………」

　ルシルは、冷たい瞳でこちらを睨む。

　さっきからずっとこうだった。

　もうリューラがかけた拘束の呪のろいは解いたので、喋しやべれるはずなのだが、一言も話さない。

　ライナは床に座ったまま後ろに手をつき、だらしなくくつろいだポーズでルシルを見上げて、笑う。

「別に、いいけどね。どうせ全部、話すことになるだろうし」

「…………」

「だってその、なにも話さないぞ、っていうガキみたいな態度は、永遠には続けられないだろう？　なんせ七か月しか神々からの干かん渉しようは遮断できないんだ。なら、馬ば鹿かじゃない限りその間にやりたいことがあるはずで……で、おまえは馬鹿じゃないから、やりたいことがきっとあるだろうし」

「…………」

「でも、残念なことにおまえの力じゃその、十字架の拘束具は解けない、と。つまり、おまえは俺たちに協力するしかない──っていう展開にどうせなるんだから、さっさと話せば？」

「…………」

　だが、ルシルは話さなかった。

　ライナは肩かたをすくめる。しばらくルシルを見つめる。見れば見るほど、ルシルはフェリスに似ている。

　その、フェリスの兄を見つめ、ライナは言った。

「……おまえさ」

「…………」

「フェリスが、好きなの？」

　それで初めてほんの少し、ルシルが反応した。

　だが、気にせずライナは続ける。

「初めて会ったとき、おまえ俺に言ったよな。俺たちは呪われた血が流れているバケモノで、フェリスは人間だ──と」

　とそこで、ライナは思い出す。それはもう、かなり前の記憶だった。自分がまだ、ローランドにいて、なにもわかっていなかったころの記憶。

　フェリスの屋や敷しきへいき、ルシルに会ってしまったときの記憶。

　ルシルはあのとき、こんなことを言っていた。

『フェリスは、化物じゃない？　は、はは。そう。そうさ。よくわかってるじゃないか。フェリスは人間だ。呪われた血が流れている私や……そして君とは違う……』

　さらに、こうも言っていた。

『呪われた血から……彼女はもう、解放されているのだから。私の血も。そしておまえの血も。彼女に入ることはない。そんなことは、私が許さない』

　いまならわかる。

　ルシルがなにを言っていたのか、わかる。

　それは、悪魔の話だ。

　悪魔という名の、忌いまわしい神の話だ。

　ライナと、ルシル・エリス。

　それはもとは、一つだった。

『寂しがりの悪魔ライナ・エリス・リード』という一いつ匹ぴきの悪魔が、勇者に力を貸すために自分を引き裂さいて、喰くわせるのだ。

　その片割れがライナに。

　もう片方を、ルシルが受け継ついでいる。

　正確には、リューラに無理矢理受け継がされた、というのが正しいかもしれない。ルシルがどういう手順で悪魔に取り憑つかれたのかはわからないが、少なくともライナは、そうだった。

『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪いを受けて生まれた子供は、大半が成人前に暴走して死んでしまう。だからその呪いを防ぐために、『複写眼アルフア・ステイグマ』の呪いの根本を防ぐことができるよう、悪魔の片割れをライナに喰わせたのだ。

　そしてライナは、悪魔になった。

　ルシルと同じ、悪魔になった。

　だから何度も、何度も、何度も暴走したのに、死ぬことなく、いまも生きている。

　そう。自分の話はわかっている。父が──リューラ・リュートルーが自分を愛してくれているせいで、自分は悪魔になった、というのは、わかっている。

　だが、ルシルはなぜ、悪魔になったのか？　それを知る必要があった。

　だから、聞いた。

「まず、これを聞かせろ。おまえは、フェリスを守るために、道を踏ふみ外したのか？」

　ルシルは答えない。

「それでフェリスは、救われたのか？」

　ルシルは答えない。

「なにか言えよ、ルシル。もうすぐフェリスがここにくるぞ。その前に、あいつに聞かれたくないこととかあったら、俺が聞いてやるから、言ってみろ」

　それに一瞬、ルシルの瞳が揺ゆれる。フェリスに聞かれたくないこと──という言葉に、反応したようだった。

　ルシルが口を、開く。

　こちらを見つめ、

「……もう二度と、フェリスを守るために私が道を踏み外した、などと口にするな」

　などと、言う。

　ライナは半眼でルシルを見上げ、うなずく。

「じゃ、やっぱフェリスのためなのか」

「…………」

　無言。だがそれは、つまりは肯こう定ていだ。もしも違ちがうのなら、それをフェリスに聞かれたところで問題ないはずだから。

　ライナは聞く。

「ライナ・エリス・リード。それが、悪魔の名前のはずだ。で、おまえらの家はエリス家。つまり、おまえらは悪魔になる可能性を持って生まれる家系なのか？」

　そう聞くと、ルシルが少しだけ顔をしかめて、答える。

「……そうだ」

「じゃあ、フェリスも悪魔になる可能性が」

「それを排はい除じよするために、私は人であることをやめた」

「どうやって？」

　するとルシルが薄うす笑えみを浮かべて、言う。

「は、はは、どうやってって、やったのはおまえの父親だぞ。まだ幼い私のところへきて、言ったんだ。妹を救いたければ、人であることを捨てろ──と。捨てるなら、力をやる、と」

　ライナは目を、細める。

　ルシルが続ける。

「で、私の中に『神ル喰シいル』を入れた。それ以来、私はあらゆる神を喰い続けている。悪魔の因子を持って生まれる、エリス家に近づく神を。フェリスや、イリスに近づく神を。二人の中の神を」

「じゃあ、おまえは家族を守るために犠ぎ牲せいになったのか？」

「…………」

「おまえがそれをしなければ、フェリスたちはいったい、どうなるはずだった？」

「…………」

「それをフェリスは、知ってるのか？」

　その問いに、ルシルは暗い瞳をこちらに向けて、言った。

「知る必要、ないだろう？　こんな暗い、汚きたない、バケモノの話など、あいつが知る必要は……」

　が、ライナは首を振ふった。ライナは指を一本立てて、言う。

「まず一つ。あいつは俺たちを、バケモノとは言わない」

「黙れ、バケモノ」

　が、ライナは黙らない。指をもう一本立てる。

「もう一つ。結局俺らは頑がん張ばりきれなかった。だから、みんなが詳しよう細さいを知る必要があるタイミングになったろ、これ。神からの干渉があと、七か月だけ遮しや断だんされるんだ。なら、いま、俺たち人間がちゃんと手を組んで──」

　しかし遮さえぎってルシルは言う。

「はっ、人間？　人間だと？　前も言ったけど、醜みにくい化物が……なぜそんな叶かなわぬ夢を見る？　私や、君の、汚く血ち塗ぬられた化物の手が、いったいどこに届くというんだ？」

　なんて、言われる。

　昔はそれに、ひどく傷ついた。

　人ではないと言われることに。

　生きている価値がない、化物だと言われることに。

　だが、もう、その時期は終わってしまった。

　自分は愛されて生まれてきたのだ。

　フェリスや、シオン、キファや、ミルク、仲間たちに支えられていま、ここに立っているのだ。

　何万人も、何十万人も殺して、悪あく魔ま王と呼ばれてさえ、いまだ、平然と生き延びていて、いまさら、

「……そんな言葉ではもう、俺ってば傷つかないんだよねぇ」

　にやにや、笑う。

　そして立ち上がる。

　手を、伸のばす。

　ルシルの、首に。初めて会ったときにされたように、今度はルシルの首を絞しめてやる。

　ルシルは、苦しそうには、しない。

　ただ、笑ってこちらを見上げ、

「なんだよ。父親を殺されて、怒っ……」

　などと言ってこようとするが、ライナはさらに手に力を入れて、ルシルの言葉を止める。

「ぐっ」

　と、ルシルの喉のどが狭せばまり、うめき声が出る。

　ライナはそれを見つめて、言う。

「ほら、苦しいだろ？　ずいぶんとおまえ、人間らしくなっちゃってるじゃん。前はあんなに人間離ばなれしてたのに」

「…………」

「もう、認めろよ。神からの干かん渉しようがないいま、おまえはただの、人間なんだよ。もう、強がる必要はないんだ」

「…………」

「それに、さっきの言葉聞いてわかったけど、おまえ、前の俺みたいに、一人で気負いすぎだよ。化物だ。醜い化物だ。だから誰だれにも手が届かない。夢を見る資格がないって、思ってんだろ？　でも、それ違うぞ。おまえは人間だ。俺も人間だ。いや、人間かどうかなんてもう、どうでもいい。だが、少なくとも、生きる価値はある」

「…………」

「なぜか？　そりゃ、おまえが死んだら、フェリスが泣くからだ。妹が泣くからだ。で、俺らが生きてる価値なんて、それだけで十分なんだ。誰かが泣いてくれるなら、生きる価値がある。頑張ればどこにだって手は届く。どんな夢だってみていい」

　するとルシルが、首を絞められたまま、苦しげな声こわ音ねで、

「戯ざれ、言ごと、だ」

　そう言った。

　そしてそれに、ライナはやはり、笑って答えた。

「そうだよ。だからどうした？」

「…………」

「そんなの、わかってる。全部が、戯れ言だ。こんなに化物なのに、生きたいって叫さけんで。認められたいって怒ど鳴なって。誰かのそばにいたいとか、誰かを守りたいとか願って。人の命まで奪うばって手は血で汚よごれて──それでも、愛されたいんだ。それはすげぇわがままだってわかってるし、それを戯れ言って言うなら。道どう化けだって言うなら、そりゃ、そうだよ。でもだからどうした？　それが人間で、俺とおまえは、人間だろう？」

「…………」

　ライナはそこで、ルシルの首から手を離す。一歩下がる。

　するとルシルが言った。

「……は、ははは、化物が開き直ったところで……」

「みっともない？」

「そう」

　だが、ライナはそれに、悲しげに、しかし自信満々に笑って、言った。

「みっともなくて、いいよ」

「…………」

「みっともなくて、いいんだよ、ルシル。しょうがねぇだろ？　俺たち、力が足りないんだから、みっともなくしかやれないんだ」

「…………」

「それともなんだ？　おまえはいままでスマートに、妹を守れてたのかよ？　フェリスはおまえのことを心配してたぞ？　兄様はなにも話してくれないって。いっつも一人で抱かかえ込んで、なにも教えてくれないって」

「…………」

「おまえ、全然うまくやれてねぇよ。俺もいままで自分がしてたことを考えると偉えらそうにできる立場じゃないけど、でも──」

　そこでライナは、ルシルの胸をどんっと手の平でたたいて、言った。

「まだ、間に合う。兄貴なら、フェリスのそばにいてやれ。で、俺らと仲間になって、一いつ緒しよに世界をどうにかしようぜ」

　と、言った。

　その言葉が、ルシルに伝わったかはわからない。彼の心に触ふれることができたかはわからない。

　だが、ルシルはそれにこちらを見つめて、うなずいた。

「……いいよ。わかった。じゃあ、おまえに手を貸そう」

「あ、ほんとに？」

「ああ。だからこの、拘こう束そく具ぐを解いてくれ」

　という言葉に、ライナもにっこり笑って、うなずく。

「いっやー、さすがにそれはねぇよルシル。解いた瞬しゆん間かんに、俺のこと殴なぐって逃にげるんだろう？」

「…………」

「だからまだ解けない。おまえが心から俺たちに協力する気になるまで、解けない」

「はは、永遠にそんな日はこないよ」

「じゃあ一生そこで十じゆう字じ架かになってろよ。で、俺たちがみんなで世界を救うところを、見てろ」

「…………」

「ああ、あと、これからフェリスやシオンがきて、みんなでおまえに自白の魔ま法ほうとか使ったりして、もうね、いじめ倒たおす予定だから、喋しやべっときたいことがあったら、さきに喋っとくべきだと思うよ」

「…………」

　やはり、ルシルはもう、口を開かなかった。

　だが、十分だ。

　こいつは仲間だと、わかったから。フェリスを守るために命をかけた──それがわかれば、十分だった。

「なあ、ルシル」

　ルシルは返事をしない。だが、気にせずライナは続ける。

「ほんとに、自白の魔法がかかっちゃって、そこでフェリスに聞かれたくないこととかがあったら、いまのうちに言っとけよ」

「…………」

「それを聞くために、俺はいま、おまえに先に会ってんだ。おまえが聞かれたくない部分は、フェリスが立ち会わないようにしてやるから」

「…………」

　だが、ルシルは、答えなかった。しかしそれでも、よかった。一応、聞くはきいた。

　ライナはうなずいて、踵きびすを返す。

「じゃ、ここで待ってろ。フェリスとシオンを呼んでくる。おまえから情報を集めて、俺たちは前に進む」

　そのまま研究室を出ようとすると、背後からルシルの声がした。

「おい、ライナ・リュート」

　ライナは足を、止める。振り返る。

　するとルシルがこちらを見つめて、言ってくる。

「……おまえは本当に、この世界をどうにかできると、思ってるのか？」

　ライナはそれに、あっさり答える。

「思ってるよ。ってか、しなきゃいけないんだろ？　なら頑がん張ばる──くらいには、思ってる」

「…………」

「あと、全員がそれぞれ、今日まで必死に頑張ってきてさ。おまえや、シオンが、勝手放題に頑張ってきてさ──でも、だめだった。じゃあもう、いままでのやり方は、だめなんだろ。なら次にいくしかねぇだろ？」

　それにルシルは、薄うすく笑う。

「次……次、ねぇ」

　ライナも笑い、

「あ、馬ば鹿かにしたなこのヤロ。でも、やるしかねぇだろ。でさ、みんなで頑張って、それでだめなら、死ぬしかない」

「…………」

「でもそれを、俺はもう、後こう悔かいしないと思うんだよね。みんなで頑張ったんなら、仕方ねぇじゃん？」

「はっ、ずいぶんと刹せつ那な的だね、君は」

　という言葉に、ライナはまた、笑う。

「だって他に、やりようねぇだろ？」

「…………」

「あとさ、いい加減に、適当に、でも、本気で仲間が大事とか、家族が大事とか叫んじゃってるほうが、むしろ神様にも怖こわがられると思うんだよねぇ、最近。ってか、実際おまえがそうだろ？　俺のことがもう、怖くて怖くて仕方ないだろ、ルシル・エリス」

　という問いに、しかし、

「…………」

　また、ルシルは黙だまり込んでしまった。

　とそこで、

「……ライナ！　ライナはいるか！」

　地上のほうから、声がするのが聞こえた。

　澄すんだ、綺き麗れいな、女の声。

　フェリスの声だ。

　ルシルが目を上げる。

　ライナも振ふり返って、

「きたな。じゃ、ルシル。覚かく悟ごしてろよ。きっとおまえ、フェリスに愛されてるから、滅め茶ちや苦く茶ちやにされるぞ」

　と言うと、そこでルシルが、

「はぁ……」

　と、ずいぶんと人間らしいため息をつく。そして、

「……まったく。あまりに馬ば鹿か馬鹿しすぎて、確かに君らのことが、怖くなるよ」

　と、呟つぶやいたのが聞こえて、ライナは笑った。







　第二章　兄と妹







　指を振り回す。

　光が舞まう。

　するとそれに反応して、研究室の扉とびらが開いた。

　開いた先にはシオンと、フェリス、トアレがいる。

　そしてその、姿が見えた瞬間、フェリスが動いた。拳こぶしが突つき出され、それがライナの顔面にあたり、

「ってなると思ったけどねぇえええ！」

　ライナは、吹ふっ飛んで倒れた。

　その彼に、フェリスが言ってくる。

「勝手にいなくなるとは、いったいどういうことだ！」

　ライナは殴られた頰ほおを手でさすりながら、怒おこっている相棒を見上げる。

「いや、一応トアレに、伝言残していったつもりだけど」

「だが私に噓うそをついたではないか」

「あ～」

「まったく、こういう噓が世界を滅ほろぼすとなぜわからない！　私は知っているのだぞ。ほんの暇ひまつぶしのつもりで始めたギャンブル。ちょっと負けた。でもまだちょっとだ。次で取り返せばいい。次で。次こそは。やめてあなた！　それは子供のおむつ代なのよ！　うるせぇええ！　俺に口だしするんじゃねぇええ！　と、叫さけぶクズなおまえ。やがて世界はおまえのギャンブル依い存ぞん症しようのせいで滅びた。完！」

　と、フェリスがひとしきり長文で一人芝しば居いをやりきり、どうだとばかりにこちらを見てくる。

　そしてライナはそれを、半眼でぼんやり見上げながら、

「……なーんか、おまえのそれも、懐なつかしいなぁ。昔、ローランドにいたときはよく見たけど……ってか、こう、世界が滅ぶまでの途と中ちゆう過程がすげぇ省略されてたんだけど、どうなってんの？」

　するとフェリスがこいつは馬鹿かと言わんばかりの顔で、

「おまえは馬鹿か？」

　とまんまの言葉を言う。

「至し極ごくシンプルな話だったろう」

「そうかな？」

「そうだ。まず第一段階として、おまえがクズだという前提がある」

「あるのか～」

「で、第二段階として、おまえがクズすぎて世界が滅んだ。な？　わかりやすいだろう？」

「うーん。ま、いいけどさぁ」

　というのに、横でシオンが笑いながら研究室に入ってくる。

「おまえら、仲いいなぁ。なんか俺まで懐かしい気分になったよ」

　それにライナは立ち上がりながら、言う。

「いやいや、こんな感じのフェリスは、ちょっと久しぶりなんだぜ？　おまえに会えて、はしゃいでんだよ」

　というのに、フェリスが少しだけ憮ぶ然ぜんとした声で、言う。

「なぜ私がシオンに会ってはしゃぐ？　私がはしゃぐ理由は一つ。今日はウィニットだんごを食べれたからだ」

　そして手に持っていた小包を見せてくる。

　ライナはそれを見て、聞く。

「だんご？」

「ああ」

「うまかったか？」

「うむ！　世界が引っくり返るほどの出来だった。やはりだんごはウィニットに限るな！」

　と、満足げな彼女に、ライナは微笑ほほえむ。

「そりゃ、よかった」

　その、彼女の顔を彼は、見上げる。

　はしゃぐフェリスを。

　だんごが美お味いしいと嬉うれしそうにするフェリスを。

　だが、彼女が緊きん張ちようしているのを、知っている。もう、長い付き合いなのだ。彼女がどういう口調で喋しやべって、どういう表情になるのかで、なんとなく、どんなことを考えているか、伝わってしまう。

　ライナは立ち上がってから、言う。

「なあ、フェリス」

「ん？」

「ルシルにかかってた拘こう束そくの魔ま法ほう、解けたよ」

　フェリスはこちらを見る。

「そうか」

　とだけ、言う。

　気にしていないとばかりに、声は冷たく澄み渡わたる。

　わかりやすいほどに彼女は、平静を装よそおう。

　だからライナは、言ってやる。

「緊張する必要、ないよ。いま、ルシルは普ふ通つうの人間だ」

「…………」

「あと、なんかおまえのこと、好きっぽいぞ」

　瞬しゆん間かん、フェリスの瞳ひとみが揺ゆれる。ルシルよりもずっとずっとわかりやすく、彼女の感情は動く。

　フェリスがこちらを見て、顔が少し、泣きそうに歪ゆがむ。

「だ、だが……兄様は、おまえの父親を」

　遮さえぎって、ライナは言った。

「気にしてない。ってか、前も言ったろ。ルシルをこんな境きよう遇ぐうにしたのは、俺の親おや父じだ」

「しかし」

「はいはい、だーまれって。俺は気にしてない。ルシルはフェリスのことちゃんと好きっぽいし、おまけに神からの干かん渉しようがなくなって、人間に戻もどっちゃってる。っとなると今後、俺たちがやることはなんだと思う？」

　するとそれに、横にいたシオンが突とつ然ぜん、楽しそうに両手を上げて、

「いままで偉えらそうにされたぶんを、取り返してやる～！　ってのは、どう？」

　ライナとフェリスはそれに、二人でシオンのほうを見て、笑った。

「そうそう。それでいこう」

　続いてフェリスも、うむっとうなずいた。まだ、少し緊張しているようだったが、もう問題ないだろう。

　彼女が泣くようななにかがあれば、守ればいい。彼女がしてくれたみたいに、側そばで守ってやればいい。

　ライナは振り返り、ルシルを拘束している部屋を指差して、

「じゃ、いこうか」

　と、言った。




　　　　◆




　ルシルがいる部屋には、フェリスが先頭で、入った。

　入るなり、フェリスが言った。

「……兄様」

　声はやはり、緊張していた。

　ルシルが顔をあげる。

　フェリスをつまらなそうに見つめる。

　やはり無言。

　だが、彼女は一歩前に進んでもう一度、言う。

「兄様。なにか、話せ」

「…………」

「兄様はいったい、一人でなにをやっているのだ？」

「…………」

　フェリスが、拘束されているルシルのすぐ、そばまで近づいていき、

「なぜ、私に話してくれない？　兄様は昔から、そうだ。私を子こ供ども扱あつかいして、なにも話してくれない」

　だが、やはりルシルは無言のままだった。

　その、フェリスの背後。部屋の入り口で、ライナはシオンに言う。

「なぁ、シオン」

「ん？」

「おまえ、ルシルと一いつ緒しよにずっといたんだよな？」

「ああ」

「それってなんで？」

「さぁ」

　それにライナはあきれるようにシオンを見る。

「さぁって、おまえ」

　するとシオンは苦く笑しようしながら、言う。

「だって、ルシルは自分にとって都合のいい話しかしてくれないしさ。ただ、エリス家はそもそも、勇者に選ばれた傀かい儡らいを、管理監かん督とくする一族らしいよ」

「傀儡って、おまえのこと？」

「そそ。おまえが牢ろう屋やに入ってる間が、一番その争いが凄すごかったかな。王族の誰だれが、一番『勇者』の因子を取り込んでも狂くるわないですむか、っていうので争ってて──」

「おまえが選ばれた？」

「そう。でも所しよ詮せん歯車。勇者に取り込まれて、意識が朦もう朧ろうとして──苦痛と戦うので必死だったかな。だから……」

　と、ルシルのほうを見て、シオンは言った。

「ルシルの目的や、抱かかえてる闇やみまでは、気が回らなかったなぁ。でもたぶん、あいつは俺に似たタイプじゃないかと、思う」

　などと言うので、ライナは笑った。

「あ～、一人で抱え込む系？」

「それそれ」

「でも、あいつの目的は……」

　というと、シオンがうなずいて、言った。

「フェリスを救いたい──だろ？」

「あれ、それは知ってんの？」

「まあ、言葉の端はし々ばしから、そうじゃないかなぁくらいは、わかったから。誰かがローランドの闇を受け入れなければならない。自分がやらなければ、別の誰かが犠ぎ牲せいになってしまう。なら……」

「自分が犠牲になればいい？　なんか、どっかの誰かさんみたいだな」

「誰？」

「おまえだよ」

　ライナが言うと、シオンは笑う。

　ライナはそれに一つうなずいて、

「まあ、そうか。なら、大だい丈じよう夫ぶだな」

「ん？」

「フェリスとルシルを、この部屋で二人っきりにしても、大丈夫かなってこと」

　するとそれに、シオンが即そく答とうした。

「そりゃ、大丈夫だろ。ルシル、シスコンだし」

「はは」

　ライナは笑って、一歩後ろに下がった。

　そして、久しぶりの兄妹きようだいの再会を見つめて、言った。

「おーい、ちょっと、いいかな？」

　それにルシルとフェリスが、こちらを向く。

　ライナは続ける。

「ルシル。さっきさ、俺、言ったじゃん？　フェリスはおまえを心配してるって。おまえが勝手に死んだり、消えたりしたら、きっと泣いちゃうって。でも、俺は泣かない。別に俺にとってはおまえは大切じゃない」

　それに、なんの話をしているかわからない、という顔を、兄妹がする。

　だがライナは笑って、続けた。

「だから、おまえとの約束も守ってやらない。おまえがフェリスに聞かれたくないって言ってたことも、おもしろそうなら平気で言っちゃう」

　瞬間。

　ルシルの目が大きく見開かれたのがわかったが、無視してライナは言った。

「なぁフェリス。聞いてくれ。ルシルは……」

「やめろ！」

　ルシルが怒ど鳴なるが、気にせず言った。

「フェリスやイリスを守るために、人間でいることを、やめたんだってさ。で、今日までずっと、一人で戦ってたんだって」

　それに、フェリスの体がびくっと、震ふるえる。彼女はルシルのほうを見上げる。だから、彼女がどんな顔をしているのか、わからない。

　ルシルの顔が歪む。そしてフェリスのほうを見下ろす。

「……兄様」

　と、言ったときのフェリスの声が、少し震えているのが、わかった。

　ライナはそれに微笑ほほえみ、それからさらに一歩、下がる。

　そして研究室を、出る。

「んじゃ俺ら、一時間後に戻るから、久しぶりの家族の再会を楽しんでよ」

　扉とびらを、閉める。

　すると横から、シオンが楽しそうに言ってくる。

「なぁライナ」

「んー？」

「おまえ、しばらく見ない間に、すごい性格悪くなってない？」

「えー、どこが？」

「だっていまの、ルシルにとってはすごい拷ごう問もんだろ」

「そう？　でもあれが、一番二人にとっていいと思うんだけど。家族は、隠かくしごとなく一緒にいるのが一番だよ」

　なんて言葉に、シオンが笑う。

「そういうふうに、お父さんに教わった？」

　それにライナは、自分がいまいる、父が残してくれた研究室を見回してから、うなずく。

「ああ、うん。そうだな」

　そして振ふり返る。

　するとトアレも嬉うれしそうにこちらを見ていて、

「いいシーンですよねぇ。兄妹の再会」

「だろぉ？　ほらほら、トアレも俺のこと性格いいって言ってるぞ、シオン」

　それにシオンが、笑う。

「自分で性格いいとかいう奴やつは、たいてい悪いよ」

「それおまえのことだろ」

「そうそう。なにせ僕ちん、英えい雄ゆう王おうだからねー」

　なんて言いながら、シオンは懐ふところから手紙のようなものを取り出す。

「で、まあ、ルシルのことはフェリスに任せるとして、次の話なんだけど」

　ライナは手紙を見下ろして、言う。

「なにそれ？　誰からの手紙？」

　シオンが答える。

「ガスターク」

「へぇ。もうきたか」

「ん？　もうきたって……ガスタークがくるっておまえ、わかってたの？」

　それにライナは、答える。

「ヴォイスに、同盟の申し込みをするようにって頼たのんでおいたから。でも、ヴォイスの奴、失敗したんだな。ガスタークの奴ら、スフェルイエット民国とは結ばず、ローランドと結ぶことにしたのか」

　と、言うと、シオンが手紙を開く。

「いや、手紙の内容は、俺とおまえが一緒にいることを知ってる内容だったぞ。『勇者』と『悪あく魔ま』に話がある──って」

「ほう」

「おまけにあいつら、フェリスを襲おそって毒を入れて、手紙を俺とおまえに届けさせた」

「あ？　なんだそりゃ？　それ、いつの話だよ」

「ついさっき」

「じゃあフェリスの奴、毒入れられてんのか？　なんでそれ早く言わないんだよ」

　と、ルシルがいる部屋に戻もどろうとするのを、シオンが止める。

「まあ、ちょっと待て。手紙を読めよ」

「ん？」

　渡わたされた手紙に、ライナは目を落とす。するとそこには、同盟したい、ということと、そのための最初の会談の場所と時間、そして、フェリスをいつでも殺せたのに、そうしなかったことによる信用の担保について、書かれていた。

　フェリスに打ち込んだものも、毒ではなく、ただの興こう奮ふん剤ざいだという。

　ライナはそれを見つめ、

「……ああ、なるほどね。もしもその、興奮剤だ、っていうのが噓うそだったとしても」

　シオンはうなずく。

「ああ。会談までは、フェリスの命に問題はないだろう。というか、フェリスを人ひと質じちに取るつもりなら、毒なんて打ち込まずに、拉ら致ちすればいい」

「まあね」

「だから、ガスタークが言ってきていることは、信じられると思う」

「まあ、それもわかる。だが、それでも、フェリスを傷つけたのは、むかつくな」

　と、低くライナは言った。

　シオンもうなずく。

「それは同感だな。敵地に潜せん入にゆうしてるせいで奴らも余よ裕ゆうがないんだろうが──さて、仲よくやれるかな」

　手紙で指定されている会談の予定日は、明後日あさつてだった。

　旧首都レイルードの外れにある、森の中。軍勢を引き連れていくことができない、隠れる場所が多い場所。

　罠わなをはるのも、たやすいだろう。

　ライナはシオンに、聞く。

「これ、どうする？　誘さそいにのって、いくか？」

　するとシオンが少し考えるような顔になる。

「うーん。まあ、これはみんなと相談して決めよう」

「みんなって？」

「ローランドのみんな」

　その、シオンの言葉に、ライナはシオンを見る。

　おそらく、ラッヘル・ミラーや、ルーク・スタッカート、クラウ・クロム、カルネ・カイウェルといった面々のことだろう。

　その辺とは面識があるし、実力があることもわかっているが、

「……いまもフロワードとか、いんの？」

　と聞くと、シオンはこちらを見て、言った。

「フロワードは、おまえの国でヴォイス・フューレルと交こう渉しようすると言って出ていったきり、帰ってきてないな」

「え、そうなの？」

「ああ。たまに、もう少し帰るのが延びる、っていう報告はあるんだが、いったいなにしてるんだか。だがまあ、それはいまはいい。とりあえず、少し時間があるなら、王宮へいこう。みんながおまえを待ってる」

「……俺を？　あいつら優ゆう秀しゆうすぎる上に頑がん張ばり屋ばっかりだから、全然会いたくないんだけど」

「はは。さあ、いこう」

　と、シオンが踵きびすを返す。

　どうやら、ローランドの、やる気もあって優秀な奴らが、ライナのことをいまかいまかと待っているらしい。

　それに、

「……なーんか、急にやる気が萎なえてきたなぁ」

　と言いながら、ライナたちは研究室を出た。




　　　　◆




　場所は変わって、王宮。

　王の間。

　昔はここに、よくきた記き憶おくがある。

「…………」

　ライナはその、いまは誰だれも座っていない玉座を見上げる。

　そして、思い出す。

　かつてそこに座り、一人で戦っていたシオンのことを。それを、まるで他ひ人と事ごとのように思っていたことを。

　やる気がある奴が頑張ればいいって、あのときは思っていた。心のどこかでそう、思っていた。

　もちろん、シオンのことは好きだし、シオンがなにかやりたいなら、それはきっと未来に繫つながっていくものだろうから手伝おう、と、思っていた。

　でも、所しよ詮せんそれは他人事。

　人の夢。

　その中心に、自分が立とうだなんて責任感はなくて。いや、それを背負うだけの価値が、自分にはないとか言い訳して逃にげ回って。

　だから再びここに戻ってくるのに、こんなにも時間がかかってしまった。

　あのとき、もっともっとたくさん、シオンの背負う重荷を肩かた代がわりするだけの勇気があれば。

　決意があれば──

「なにか、変わってたのかなぁ」

　なんてことをふと、思う。

　もちろん、そんなことにはなんの意味もないが。あのころは知らないことが多すぎたし、いまよりも自分を愛すことができなかった。

　でも、それでも、

「俺がもっと優秀なら……」

　もっと死人も少なく、誰も傷つかず、ここまでこれたんじゃないか？　なんてことを、ちょっとだけ思って。

　だがそこで、シオンが背中を、どんっとたたいてくる。

「なんだよ？」

　と振り返ると、シオンが笑って言う。

「それ、俺みたいな発言だぞ？」

「ええ？　ああ～……確かになぁ」

　と、ライナが苦く笑しようすると、シオンはやはり笑って言う。

「だから俺に言わせろよ」

「は？　言いたいの？　んじゃ、言ってみ？」

　するとシオンが真しん剣けんな顔で胸を押さえ、

「く、くそ……俺に……俺に力がもっとあれば……」

　なにやら、迫はく真しんの演技だった。

　ライナはそれに噴ふき出して、言った。

「うおー、なんだよそれ。すげぇシオンぽいぞ」

「ま、そりゃ俺だしね～」

　と、シオンが疲つかれたように、笑う。

　そしてそれで、わかってしまった。

　やっぱり、後こう悔かいの必要なんて、ないということを、他人がやるのを見て無む駄だだとわかってしまった。

　純じゆん粋すいに、力がなかったのだ。

　お互たがい、力がなかった。

　その中で、少なくとも最善だと思うことをやろうと、頑張りはしていたのだから。

　もしも本気さが足りなかったとすれば、自分が弱いと認めて、仲間に助けを求める気持ちが少し、足りなかったことくらいで。

「…………」

　とそこで、王の間に、他の、ローランドの面々が入ってくる。

　ルーク・スタッカートが。

　ラッヘル・ミラーが。

　二人にはもう、何度か会ったことがあった。

　ルークとは戦場で。

　そしてラッヘル・ミラーに至っては、ジェルメ・クレイスロール訓練施し設せつという、ライナが子供時代に初めて戦せん闘とう訓練を受けた場所で、会ったことがあった。

　当時からしかめ面つらで、頭の切れる男のように見えたが。

　その、ミラーがこちらを見て、言う。

「ガキが、ずいぶんと背が伸びたな」

　いつの間にやら、身長でミラーを抜ぬいてしまっていたようだった。当時見たときは、教師のジェルメ・クレイスロールすらまるで相手にならない、化物に見えたが──

　ライナはそれに、肩かたをすくめて、答えた。

「いやぁ、よく寝ねるようにしてたせいかな？　発育がよくてさぁ」

「吐ぬかせ。精神はガキのままで、ずいぶんと逃げてたのを知ってるぞ」

　相変わらず、顔も口調も厳しい。いったい、なにが楽しくて生きているのだろうか？

　ライナはシオンのほうを向いて、言った。

「……なーんか、怒おこられんなら、帰りたいんだけど」

「ははは、俺も怒られてばっかりだよ」

　とそこで、ミラーが手に持っていた書類の束をこちらに、投げつけてくる。

　ライナはそれを、受け取る。ずっしりと重い。

　ミラーが言う。

「時間がない。こちらの情報はそこにまとめてある。読め。で、おまえらの持ってる、俺たちが知るべき情報を教えろ。共有化したら、それぞれやるべきことを、やるべきだけやって進む」

　ライナはその、書類を開いてみる。

　中には出だしから、エリス家の中にある、『勇者』の死体についての調査報告書──などという、これ以上ないほど重要な情報から始まってしまっていて、

「……おいおい、これ、立ち読みできるレベルの話じゃないだろ」

　するとミラーが言う。

「だからまだ読まなくていい。おまえらの情報を共有化しろ」

「つっても、なにから話したら……」

　が、遮さえぎってミラーが言った。

「まず、おまえは何者だ？　悪あく魔まとはなんだ？　おまえの中になにがいる？　悪魔の目的はなんだ？」

　と、あまりに核かく心しんの部分を立て続けに聞いてきて、ライナは慌あわてる。

「ちょちょ、待てよ。そんな一気に聞かれ……」

　しかし、それも遮られる。ミラーが、言う。

「別に答えなくていい。こちらで勝手に調べる」

「へ？」

「ルーク。やれ」

「はいはい」

　と、ルークが、動いた。

　かすかに、指先をくるっと舞まわす。

　そしてそれで、なにが起きるのかはもう、わかっている。

　目に見えないほどの細い糸が、王の間中にいつの間にか張り巡めぐらされている。

　それが浮うき上がる。

　ライナを拘こう束そくしようと、襲おそいかかってくる。

「って、なんだよ！　話が違ちがうじゃねぇか」

　ライナは一歩、下がる。

　だが、ルークはその、すべてを見通しているはずだった。というか、そういう奴やつなのだ。常人では考えられないほど何手も、何十手もさきまでシミュレートして、未来をコントロールしてしまう。

　動き自体はそれほどでもないのに、まるでライナの右足が初めからそこにくる、とわかっていたかのように予測されて、足に糸が絡からみつく。

　左手が。

　首が。

　そこでシオンにも、なにが起きているのかわかったのか、

「おい、いったいどういうことだ」

　動こうとする。

　しかしミラーがその、シオンの腕うでをつかみ、関節を極きめる。

「少し、動くな」

「ぐっ」

　シオンは抵てい抗こうできない。

　ライナは残った左手を上げる。指を舞わす。光の魔ま方ほう陣じんを描えがこうとして、しかし、その手も糸につかまる。

「くっそ」

　油断した。

　全員が見知った相手で、襲ってくるだなんてまるで思いもしなかった。

　なのに相手は、罠わなを張り巡らせていた。意識を集中すれば、気付く。王の間中に、魔術トラップが張り巡らされているのに、気付く。ライナがどんな行動をとろうと対応できるように、異常なまでに大量のトラップが張り巡らされている。

　ルークが言った。

　にこにこと薄うすく笑いながら、

「抵抗しても、無理ですよ。このためにずいぶんと長く、私たちは準備をしていますから」

　準備。

　準備をしている。

　つまり、ライナがこの場で使いそうな魔法や、動きは、すべて予見されていた、ということだ。

　だから一度、彼は抵抗をやめる。

　おそらく抵抗すればするほど、ルークやミラーの術中にはまっていってしまうだろうから。

　だからすべてをやめ、それから、対策を頭の中で再構築する。ルークたちが知らないような、なにか。

　普ふ通つうじゃない、なにかを考える。

　自分ができそうな、なにか。

「……あ～、じゃあ、なんだ。ちょっと別のやり方でいくか」

　言いながら、頭の中に、もう一度あれを展開させてみる。

　さっき失敗した、魔法。

　脳内だけに描く、光の魔方陣。

　複雑な、難解な、真言法と呼ばれる言語で描かれた魔術式。

　指を動かさず、空間ではなく、頭の中で魔方陣を完結させてから、拘束されていない左足をたんたんっと踏ふむ。

　そして──

「『稲い死づ光ち』」

　と、呟つぶやく。

　刹せつ那な、ライナの眼前に、巨きよ大だいな雷かみなりの塊かたまりが生まれる。

「おっと、今度は成功した」

　ライナは笑う。

　逆にルークの目が、珍めずらしく驚おどろいたように開かれる。

「これは、まず……」

　だが、言葉はそこまで。

　もう遅おそい。

　ライナの生み出した『稲い死づ光ち』が、雷を周囲にまき散らす。

　糸を焼き切る。

　態勢を立て直すことに成功する。

　立て直してしまえば、こちらのものだった。ルークも、ミラーも、もともとの強さは彼には及およばないのだ。

　ただ、頭が切れる。

　異常に頭が切れる。

　勝てる状じよう況きようを整えてからしか襲ってこない。

　だからこそ、厄やつ介かいなのだが──

「自由に動けんなら、負ける気がしないなぁ」

　ライナは目を開く。

『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動する。

　目に浮かび上がった五方星で周囲を見回す。

　魔術トラップの位置をすべて把は握あくして、あえてその、トラップの中へと、入る。

　理由は簡単。

　ルークは魔ま法ほうが得意なライナ用に、原始的な物理トラップも仕し掛かけてくることが多く、それにはまらないために、あえて魔術トラップの位置を把握して、それを踏む。

　魔術トラップは、見つけてしまえば彼にとっては、

「解くのは簡単だからねぇ」

　と、ライナは足あし下もとで発動しようとする魔術トラップの魔方陣に、左手だけで介かい入にゆうする。起動コードを切除し、別の部分につなぎ替かえ、敵に対して発動するトラップに組み替えていく。

　さらに右手では、空間に光の文字を描き込んでいく。身体能力を上げるための、かつてエスタブール王国の魔法騎き士し団から奪うばい取った魔法だ。

　そしてそれだけでは終わらない。

　頭の中には再び、『稲い死づ光ち』の魔導式を起動する。

　一度成功してしまったので、今度はさっきよりも速く、効率的に、正確になるように、脳内で組み上げる。そしてそれが、彼は得意だった。好きだった。魔法が、好きなのだ。

　足で床ゆかをとんとんっと踏み鳴らす。

　それがこの魔法にとっての、唯ゆい一いつの予備動作。

　その、同時に三つの魔法を組み上げていくライナを見つめ、ルークが言った。

「これは、すごい……」

　続いてミラーがしかめ面つらのままこちらを見て、言った。

「……はっ、化物だな。蛙かえるの子は、蛙ということか」

　リューラのことを、言っているのだろう。

　だがライナは笑って、答える。

「おまえら、親おや父じを知ってんのか？　でも、俺は親父に比べたらたぶん、凡ぼん人じんだぞ」

　するとルークが笑った。

「魔法を三つも同時起動して、さらに詠えい唱しようなし、魔方陣なしで魔法を発動しておいて、凡人？　さすがにそれはないでしょう」

　などと言われて、ライナは答える。

「じゃあ、俺と親父、どっちが強かったよ？」

　と聞くと、ルークとミラーは一度、顔を見合わせて、同時に答えた。

『リューラ・リュートルー』

「ほらぁ」

　ライナはそれにまた、嬉うれしそうに笑う。

　父親が天才なことは、わかっているのだ。だから別に、父よりも弱いと言われて、嫌いやな気はしない。

　だがまあ、そんなことはいまはどうでもいい。

　魔法が完成する。

　三つ同時に完成する。

　ライナは、にやりと笑って言う。

「さって～、でもまあ、親父よりは弱いっつっても、最近俺、ちょっと強くなることに本気だから、前よりは強いよ。おまえら二人で、俺をなんとかできるかな？」

　が、ミラーはそれに首をかしげ、言う。

「別に、どうにかする必要を感じない。くだらない話し合いをショートカットしようとしただけだ。抵抗するなら、おまえよりもさきに、シオンのほうをやる」

「へ？」

　と、答えたときにはもう、ルークが懐ふところからナイフを出している。それを突つき出す。シオンの、ほうへと向けて。

「ちょ、待……！」

　が、あっという間の出来事だった。

　ルークの持つナイフが、シオンの胸に刺ささった。







[image: ]







　おそらくは、心臓だ。

　普通なら、死ぬ。

　ライナはそれに驚き、状況を理解できず、

「お、おまえら、なにやってんだ！」

　と、思わず前に足を踏み出した。

　すると物理トラップが発動した。床からごく原始的な、縄なわのようなものが伸のび、足に巻き付く。それを切断するのは簡単だった。魔法を使えば、簡単だった。

　だが、そんな暇ひまはない。

　いま、目の前で、シオンが殺されたのだ。

　心臓を刺されて、殺されてしまったのだ。

　それについて、ライナは叫さけぼうとしたが、しかし、当のシオンはといえば──

「……って、全然痛みないんだけど、俺なにされてるの、これ」

　などと、悠ゆう長ちようなことを言っていて。

　さらに横でミラーがうなずき、言う。

「ふむ。ここまでは研究者たちの言葉通りだな。ルーク、もっと深く刺してみろ」

「そうですね。じゃ、シオンさん、いきますよ？」

　という確かく認にんを取る。

　シオンは苦く笑しようしながら、

「いや、いきますよ？　って確認取られても、怖こわいだけなん……」

　が、無視してルークはナイフを入れた。

「おまけに話してる途と中ちゆうで深く刺すしさ～」

「痛いですか？」

「いや全然。無感覚。これ、なに？」

　なんて話が、どんどん進んでいく。

　少なくとももう、まるでライナと戦う気はなさそうで。

　彼はあきれ顔でその、ルークと、ミラーと、シオンのほうを、見る。

「……あの、おまえらいったいなんなの？」

　という質問に、しかしルークは、

「じゃあシオンさん。いまから少し気絶させますが、いいですか？」

「って俺の質問は無視かよ！」

　と、ライナは怒ど鳴なる。

　が、奴やつらはそれを、やはりあっさり無視する。

　ミラーが言う。

「馬ば鹿かにお伺うかがいを立てる必要はない。さっさとやれ」

　それにシオンが笑う。

「というか、胸にいきなりナイフを刺しといて、いまさら気絶させますがいいですか？　って聞かれてもなぁ。ま、でも、おまえらのことだから、これには重要な意味があるんだろ？」

　するとルークが答える。

「ええ。とても大切な。ただどんな実験もそうですが、失敗したら死ぬ可能性は、ある。安全確認なんかまるでされてない実験ですし。ですから一応、なにか言い残すこと、ありますか？」

　と、シオンは問われ、少し考え込むような顔になってから、言った。

「ああ～、そうだな。あ、そうだ。ガスターク帝てい国こくの間者スパイが──」

　が、遮さえぎってミラーが言う。

「把握している。おおよその潜せん伏ぷく地もわかっている。同盟したいらしい。利のあるものなら、それもいいだろう。他には？」

　それに、シオンは疲つかれたように笑い、こちらを振ふり返ってきて、言った。

「ほら、こいつらのこの優ゆう秀しゆうさどう思う？　いっつもこうなんだよ。こんな奴らの上に立って王様やってた俺に、同情したくなるだろ？」

　と、言ったところで、

「他に言い残すことがないのなら、もう逝いってください」

　ぐるんっとルークがナイフを回した。

「あ……」

　とだけシオンは言って、その場に倒たおれた。意識が、なくなる。いや、死んだかもしれない。

　だが、そのどちらかがわからないので、これが感情を昂たかぶらせるべき出来事なのかどうかすら、わからない。

　ただちょっと、不安になるだけで──

「あ、あの、まさか殺したり、してないよね？」

　と、ライナが聞くと、ミラーがこちらを見て、言う。

「そんな無む駄だなことを、なぜ俺たちがする？」

「いや、まあ、しないとは思うけどさ……ええと、じゃあ、なんだ」

　と、ライナはシオンの胸を、見る。

　一本のナイフ。

　それをどこかで、見たことがあるような気がする。いやそれどころか、それで一度、彼は刺されたことがある気がする。

　それはローランドでの出来事だ。

　胸に刺され、一度、殺された。

　あのときは、あれが何者によるものか、わからなかった。

　いや、記き憶おくを操作されていたのだ。

　記憶が消えてしまうような、呪のろいを受けていたのだ。

　だが、いまは違ちがう。

　いまはもう、思い出すことができる。

　あの、ナイフを使っていたのは、

「……親父か」

　リューラのことを、思い出す。

　さらにその、ナイフによって刺されたせいで、自分は、自分の意識の闇やみの奥底──さらにそのさきの、神の世界と触ふれ合う部分に、飛ばされた。

　そこには『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる化物と。

　その、『複写眼アルフア・ステイグマ』から彼を守り続けてくれていた、母親が棲すんでいた。

　そしてそこで、ライナはまた、母に守られることになるのだが──

　しかし、いまはそれはどうでもいい。

　ライナはナイフを見て、

「……それ、異界にいくためのナイフか？」

　と、聞いた。

　するとルークがもう一本、ナイフを取り出す。

「あ、ライナさんは知ってるんですね。どこかで見たことがあるんですか？　これ、最新技術のはずなんですが」

　ライナはそれに、うなずく。

「親おや父じに──ええと、リューラ・リュートルーに、刺されたことがある」

　するとルークが少し、驚おどろいた顔になる。

「はぁ……それはまた、すごい話ですね。リューラさんはいったい、どれくらい未来の魔ま導どう技術まで先取りしていたんでしょう」

　というからには、そのナイフは、こいつらが作ったもの、ということだった。それもおそらくは、つい最近完成したのだろう。

　ライナは聞いた。

「じゃあ、おまえらはそれを、独自に開発したのか？　親父の研究とか、見ずに？」

　ルークは答える。

「リューラさんは私たちには、なんの知識も教えてくれませんでしたから。ライナさんには、なにか残してくれたんですか？」

　という問いに、研究所のことを答えようかどうか、悩なやむ。シオンはともかく、こいつらのことを信用していいかどうかは、ちょっとまだ、わからなかった。なにせ、頭が切れすぎるから。

　だが、横からミラーが言う。

「当然、あの子こ離ばなれができない男は、息子むすこに知識を残してるだろう。そうじゃなくてもさっき……」

　それにルークが、うなずく。

「魔ま方ほう陣じんなしで、魔法使ってましたしねぇ。で、いま一いつ瞬しゆん、情報公開を渋しぶりましたよね、彼」

「渋ったな」

「やっぱり、味方じゃないんですかねぇ？」

「さてな。別に信用したいとも思わないが。どうせこいつは人ひと質じちを切り捨てられない。なら人質を取って脅おどせば、すぐに吐はくだろう。だからたいした問題じゃない」

　などとこんな具合に、こいつら相手だとなにも話さなくても、話がぐいぐい進んでいってしまう。

　それをライナはあきれ顔で見つめて、

「……もしかしてあの……さっき攻こう撃げきしてきたのって……」

　遮って、ルークが言った。

「あ、いまごろ気付きました？　あなたにリューラさんがなにか知識を残してるんじゃないかっていうのを、試ためさせてもらいました」

　と、こんな調子なのだ。

　もう、本当にこいつらを相手にするのは、疲れる。それも、最も一いつ緒しよになってほしくない二人が揃そろってしまっていて、その二人が交こう互ごに言ってくる。

　ルークが言った。

「で、やはり知識を残してましたよね？　よかったです。あとで場所を教えてください。その研究所も、私たちがすべて調べます」

「えーと」

　続いてミラーが言う。

「ああ、抵てい抗こうしたら、シオンの腕うでを一本、麻ま酔すいなしで落とすからな。それが嫌いやなら言うことを聞け。抗こう弁べんは聞かない。無駄な話をする気はない。別におまえとおままごとをやりにきたんじゃないんだ」

　それに、ライナはもう、完全な半眼で二人を見て、

「……いやー、あー、ええと、とりあえず俺から言いたいことは、腕落とすって、シオンはおまえらの王でもあるのよ？」

　なんて言ってみるが、それをミラーが鼻で笑う。

「だから？　腕がなくとも王はやれる。その証しよう拠こに、ガスタークの王は神に体を捧ささげてるらしいじゃないか。だが、あの勢いだ。最近弱よわ腰ごしのシオンがやる気を出すためにも、それくらいやるのは問題ない」

　って、問題ありまくりだろ！

　なんて突つっ込こみが通じる相手がもう、どこにもいなかった。どう思うこれ、と、共感してくれる仲間もいない。

　するとミラーの横で、ルークがほんの少しだけ苦笑しながら、言った。

「あ、いや、ライナさん。ちなみにいまのはたぶん、冗じよう談だんですけどね。ミラーさん、冗談が下手なので」

「って、どっからが冗談で、なにが冗談じゃないの？」

　と言ってみるが、ミラーの表情は変わらない。

　横でルークが笑いながら、言った。

「で、話は戻もどるんですが」

「戻るのかよ！」

「ナイフです。神に取り憑つかれた人間の内面へ。異界へといく、ナイフ」

　と、手に持ったナイフを、掲かかげる。

　ライナがそれを見ると、ルークが続けた。

「私たちはリューラさんのような魔術の天才じゃないので、最近やっと、これを作ることができました。どの知識を引用し、研究して作れたかというと──ええと、ライナさんは、エリス家に『勇者』の死体がある、ということは共有化されていましたか？」

　その問いに、ライナはうなずいた。

　それは、知っている。なぜそんなものがフェリスの家にあるのかはわからないが、シオンはそこで、ルシルに勇者との契けい約やくを結ばされたのだという。

　いやそうじゃなくても、ライナもエリス家になにか、奇き妙みようなものがあることは、昔から知っていた。かつてエリス家に訪れたとき、その、奥が、見えなかったから。

『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動すると、なにも見えなくなってしまったから。

　そして、当時の『複写眼アルフア・ステイグマ』は、『忘却欠片ルール・フラグメ』の構成を見ることができなかった。つまりあの奥には、『忘却欠片ルール・フラグメ』に類するなにかが存在している、ということになるのだが──まさか、シオンを苦しめている神の死体があるだなんて、思ってもみなかった。

　ライナは、ルークを見て言った。

「じゃあ、その神を調べて作った技術か？」

　するとミラーがうなずいた。

「解かい剖ぼうさせた。内臓をえぐり出して、いまもずっと、『王研』で調査を続けさせている」

『王研』というのは、王立魔導研究所のことだ。一応、国中の優秀な魔導学者しか入所することができない、この国の魔導体系すべてを管理している最高研究機関──ということになっていたはずだ。

　それはライナや、クラウといった、実戦で魔法を巧たくみに使う魔術師とはまた違う、研究と検証の世界に生きる魔術師たちが所属している場所。

　おそらくは、シオンが人体実験によって作った強化兵たちも、そこの研究者たちが完成させたもののはずだ。

　そしてこれは皮肉な話だが、軍事的な力を拡大させよう、という状じよう況きよう下かでは、

「……優ゆう秀しゆうな奴やつらが、集まってるんだろうなぁ」

　と、低い声で、言った。

　それは平然と人体実験をするような奴らが。

　神の死体を見つけて、平気で解剖するような奴らが。

　するとそれに、ミラーは肩かたをすくめた。

「ああ、そうだな。もう、あまりに優秀すぎて、リューラ・リュートルー公こう爵しやくがすでに開発したものを、何年も遅おくれて俺たちはやっと作ることに成功したわけだ」

　それが皮肉なのか、冗談なのか、やはりわからない。

　ミラーがさらに言う。

「だが今後は、リューラの息子が研究に加わってくれるらしい。神が再び介かい入にゆうしてくるまでのタイムリミットは七か月しかないが、その、息子が、性格は怠なまけ者でも実は優秀だった──という展開を、俺たち凡ぼん人じんは祈いのるのみだな」

「って、やっぱり皮肉かよ」

　横でルークが笑う。それからナイフを掲げる。

「じゃ、そういうわけなんで、ライナさんも逝いってください」

「え？　いや、ちょっと待って。心の準備が──」

「準備はいりません。さくっと逝って、情報を持ち返ってください」

　ひゅっと、空を切るとともに、ナイフが飛んでくる。

　よけよう、と、思うが、しかし、足が縄なわに絡からまっていて、動かない。

　もちろん頑がん張ばればよけられるが、よけていいものかどうかも、わからない。

　ナイフは一直線に心臓へと飛んでくる。普ふ通つう、これが刺ささったら、死ぬ。心臓を貫つらぬかれて生きてられる人間なんて、存在しないのだ。

　だから、普通は死ぬ。

　いや、このナイフが普通じゃない、特とく殊しゆなものだったとしても、『王研』の連中の研究が失敗していたら、やはり死ぬ。

　その、ナイフを見て、

「……あああああ、怖こえぇ～」

　と言いながら、しかし、ほんの少しだけそれを奇妙に思う。

　前は、死んでもいいと思っていたのだから。

　自分のような化物は、死んでもいいと、そう思っていたのだから。

　だが、いまは死ぬのが怖こわい。シオンや、フェリスや、仲間たちにもう、会えなくなるのが怖い。まだ、戦わなければならないみんなを残して死ぬのが、怖い。

　その、自分の感情が、ちょっとおもしろくなってしまって、

「……は、はは」

　と、笑ったところで、ナイフが心臓に刺さった。

　その笑いを見て、ルークが言った。

「心臓刺さされて笑うなんて、マゾですね」

　それにライナは、胸を見る。

　ナイフが突き刺さり、血が溢あふれているが──まるで痛くなかった。どうやら研究は成功しているらしい。

　彼は顔をあげて、聞く。

「……んで、こっからどうするんだっけ？」

「ナイフをえぐるように回してください。すると内面の、神の世界へいけます」

「……ふむ。わかった」

　そこでふと、気付くことがあって、ライナは少しだけ、黙だまる。

「……どうしました？」

　ルークが敏びん感かんに気付いて言ってくるが、ライナは首を振ふった。

「いや、なんでもない」

　するとミラーが口を開く。

「また隠かくしごとか」

　そちらに目を向けて、ライナは答える。

「言わないと信用が落ちる？」

「もともと信用してない」

「はは。ま、個人的な話だから、言っても言わなくてもいいんだけどさぁ」

「じゃあ言え。必要のない話かどうかは、俺たちで判断する」

　という言葉に、ライナは少しだけ考えて、答えた。

「……いや、俺の中にはたぶん、俺を守るために、母親が入っててさ」

「ふむ」

「でも、死んだらしいんだ。それもやっぱり、俺を守って。だから、中に入ったら、死体とかあんのかなぁとか……ちょっとだけ思って、さ。それだけ」

　それに、ミラーが目を、ほんの少しだけ細めた。

「そうか」

「そう」

「よし、わかった。じゃあ逝け」

「あんた、ほんと人使い荒あらいよなぁ」

　と笑いながら、ライナはナイフの柄つかに手をかける。

　それから、

「あ～、あと、親おや父じが残した研究室に、ルシルとフェリスを二人っきりにしておいてきちゃっててさ、一時間で戻るって言ってあんだけど……」

　が、遮さえぎってルークが言った。

「ああ、それは問題ないです。今回はこのナイフの研究が成功してるかの実験なので、十分くらいでナイフ抜ぬいて、無理矢理戻ってきてもらいます」

　というのに、ライナは笑う。

「これが初実験かよ」

「いえいえ、二度目ですよ。一度目はほら」

　と、倒たおれているシオンを指差す。

「おまえら、王様で実験すんなよ」

　というと、ルークは笑った。

　そして、

「じゃ、もう逝ってください。私たちには時間がないので、てきぱき動かないと。はい、てきぱきてきぱき逝ってください」

　それにライナは顔をしかめ、

「そういう、てきぱきとか、はきはきとか、やる気まんまんとかいう言葉が、世界で一番嫌きらいなんだよなぁ、俺」

　と、言いながら、ライナは胸に刺さっているナイフを自分でぐるっと回した。

　すると、血が溢れる。

　胸から。

　自分の胸から、血が溢れる。

「……ぐ」

　声が、出なくなる。

　そして意識が保てなくなる。

　急速に体から力が抜けていく。

　膝ひざががくんっと落ちて、体を支えていられなくなる。彼を包むのはただ、強きよう烈れつな寒さと、孤こ独どく。

　そして。

　ライナの鼓こ動どうは、止まった。




　命が消える。

　命が消える。

　命が消える。




　その、感覚を知っている。

　前にも同じ経験をした。

　ここから、自分の意識は別の場所へ、もっと深い、暗い場所へ、飛ぶのだ。




　ライナ・リュートの、生命の灯ともし火びが、消える。




「…………」




　そしてその、次の瞬しゆん間かん。




　ぐにゃり──と、音を立てて、突とつ然ぜん、世界が歪ゆがんだ。

　死んだはずのライナの目の前。

　景色が捻ねじれ、潰つぶれ、歪み、あらゆる色がごちゃまぜになって。

　真っ赤に染まっていく。

　真っ赤に。

　真っ赤に。

　それにライナは、

「……………………ん～。あ～、ここか」

　ライナは目を開き、周囲を見回して、言う。初めてきたときは驚おどろいたが、しかし、二度目になると、ただ、ただ、グロテスクなだけの光景だった。

　真しん紅くの世界。

　視界一面がすべて赤。

　まるで真っ白な紙に、バケツで血を流しこんだような、真っ赤な世界。

　赤い天てん井じよう。

　赤い床ゆか。

　赤い壁かべ。

　真まっ直すぐに、延々と続く、真っ赤な廊ろう下か。

　これは、ライナの認にん識しきでは、自分の内面の世界だと思っていた。呪のろわれた自分の中にある世界。

　だが、それが自分の内面の中だけの出来事ではないのだと、今回はすぐに、わかる。

　なぜなら廊下の向こう。

　赤しかない廊下を抜けた向こう側が途と中ちゆうから、黒一色になっているのが見えたから。

　天井も、床も、壁も黒の空間。

　そしてそこに、一人の男が立っている。

　白いローブを着た男。

　勇者に取り憑つかれた男。

　仕事大好きいじめっ子にして、ライナの親友。

「……シオン？」

　と、そのローブの男に近づいていきながらライナが声をかけると、向こうもこちらに気付く。

　やはりシオンだった。

　彼は少しだけ驚いたように目を開き、こちらに近づいてくる。

「あ、やっぱりライナもきたんだ」

　ライナはうなずく。

「きた。ったくおまえの部下たちが人使いが荒くてさぁ」

「あはは。確かにあいつら、ひどいよな。あいつらに比べたら、俺の仕事好きっぷりなんてかわいいもの……」

「いやそれはない」

「かわい……」

「ない」

「そぉ？」

「そう！」

　と、ライナが思いっきりうなずくと、シオンは「あはは」と楽しそうに笑った。

　それからシオンはうなずいて、

「じゃ、俺が一番ってことで」

「ああ。性格の悪さはおまえがナンバーワンだよ」

「うん。そうか。なんでもナンバーワンは気持ちがいいね」

　とそこで、二人は手を伸のばせば触ふれられる距きよ離りまで、近づいた。

　だから、足を止める。

　シオンがこちらを見て、言った。

「でもま、そんな馬ば鹿か話ばなしはおいといてさ、この世界のことなんだけど」

　と、周囲を見回す。

「これ、なに？」

　それにライナももう一度、回りを見回す。

　真っ赤な廊下。

　真っ黒な廊下。

　そしてちょうどライナとシオンが落ち合った場所から、別の方向へと伸びる、灰色の廊下が続いているのが、見えた。

　まるで赤と黒がぶつかりあい、混ざり合ったような色の廊下。

　ライナはそちらを見て、

「……いや、実は前にここ、きたことあってさ」

「あれ、そうなの？」

「ああ。リューラにナイフ刺さされて、ここにきた」

「へぇ。で？　ここはなんなの？」

「さぁ？　俺的には、自分の内面の世界だと思ってたんだけどさ」

「うん」

「でも、それだったらおまえとここで会うのは、おかしいだろう？」

　それに何度かシオンがうなずき、

「あ～、そうだな。内面同士が繫つながってるなんて、気持ち悪いもんな」

「そうそう。実は好青年ヅラした英えい雄ゆう王おうさまが、いやらしい想像ばっかりしてるとか、他人にバレたらまずいもんな？」

　という言葉に、シオンも深刻な顔でうなずく。

「ああ、うん。そうだな。俺、そんな妄もう想そうばっかりしてるからな。お年とし頃ごろだしな」

「否定しろよ」

「あはは」

「ったく、楽しそうだなぁ」

　とライナが言うと、シオンはまた、笑って言う。

「いや、ほんとに楽しいからさ」

「ん？」

「だって、頑がん張ばらなきゃ～って気負ってたもの、全部失敗しちゃったからさ」

「ふむ」

「じゃ、この先の展開は、失敗したのに進んでる、ラッキーだろ？」

「まあ～、そうね」

「そしたらなんか、ちょっと楽になっちゃってさ」

「ふぅん。そりゃすげぇ……」

　よかったなぁ……と、ライナはシオンのほうを見つめて、思う。へらへらと笑いそうになるほどに、思う。

　するとシオンがこちらを見て、言う。

「でもおまえに失敗させられたんだけどな」

「俺のせいかよ」

「そりゃおまえのせいだろう。散々殴なぐって、一人じゃ無理だーだの、おまえには無理だーだの、だから戻もどってこいだの滅め茶ちや苦く茶ちや言って。俺だってけっこう頑張ってたのにさー」

　ライナはそれに、肩かたをすくめて笑う。

「頑張り方が下手なんだよ」

「ははは」

「こう、昼ひる寝ねしながらね、ぼちぼちやってくっていうのがね、最近の流は行やりっていうね」

「それでなにかを達成できるんなら……誰だれかを守れるっていうんなら、そりゃそれでいいけどさぁ」

　が、ライナはそれに、手を差し出して言う。

「達成できそうになかったら、仲間を頼たよりゃいいんだよ。優ゆう秀しゆうな奴やつはいっぱいいるんだ。俺らだけが頑張る必要なんて、ないよ」

　シオンはそれに、ライナの差し出した手を見て、

「それが最近の流行？」

「そそ」

「で、その手はなに？」

「やるぞーって、パンってたたいて、進もうぜ的な？」

「ハイタッチ？」

「うん」

「おまえ、そういうことやる奴じゃなかったのに、やっぱローランド出てる間に、いろいろ成長したのな」

「そりゃ、もう二は十た歳ちも超こえてるしねぇ。俺も大人になったのよ」

　そしてその間に、いろいろなものを失った。

　仲間の死を見た。

　人の死を見た。

　助けたいと思って、救えたものもあれば、だめだったものもたくさんあった。

　それをライナが一いつ瞬しゆん、思い出すと、シオンも少しだけ遠くをみるような目になって、

「あれ、そうか。まあ……そうだよな。俺ら最初出会ったのって、十七だったのになぁ」

　などと、言った。

　それから手を上げ、

「じゃ、まあ、もうちょっと頑張ろうか」

　と、ライナの手にパチンっと手を当てようとして、しかし、ライナはひょいっと手を引く。

　当然シオンの手は、空を切る。

「やーい」

　とライナが言うと、シオンは苦く笑しようしながら、言った。

「まだ全然ガキじゃないかよ」

「あはは。ま、じゃあ、気負わずいこうぜ」

　と、ライナは歩き出した。

　灰色の廊下へと足を踏ふみ出す。

　床ゆかはやはり、赤だろうが、黒だろうが、灰色だろうが、前と同じように、なにか内臓の上を歩いているような、ひどく気持ち悪い感かん触しよくがある。

　シオンが聞いてくる。

「で、さっきの話の続きなんだけど」

「うん」

「前にここにきたことあるって？」

　ライナはうなずいた。

「ああ」

　確か前きたときは、なにがなんだか、わからなかった記き憶おくがある。

　でもたぶん、あのときリューラがやりたかったことがなんだったのかは、いまなら少しわかる。

　一つは、勇者に取り憑かれたシオンに警けい戒かいしろ──という警告だ。前にきたとき、ライナはここで初めて、勇者と呼ばれる化物と、悪あく魔まと呼ばれる化物の過去のようなイメージを見せられた。

　それはまだ、自分がローランドにいるころ。シオンに雨の日に襲おそわれ、別々の道へと進む、少し前の出来事。

　しかしリューラの中ではおそらく、それが一番重要では、なかったと思う。

　あのときリューラがやりたかったのは、たぶん、

「……母さんに、俺を会わせたかったんだろうなぁ」

　と、ライナは小さく、呟つぶやいた。

　そう。

　ライナはここで、母親に会ったのだ。

『複写眼アルフア・ステイグマ』から自分の命を使ってライナを守り続けてくれていた、母親に。

　母親は──確かイルナという名のライナの母は、こう言っていた。

『リューラが約束を守ってくれた──』

　と。

　だからあのときのあれは、約束だったのだ。

　息子むすこを会わせるという、約束。

　必ず息子に会わせるという、約束。

　二人とも息子を、ひどく、深く、世界を壊こわしてしまうほどに愛していた。

　だからこそ自分はいまも、生きてここにいられる。本当ならとっくに死んでいたはずなのに。『複写眼アルフア・ステイグマ』に呪のろわれて、死んでいたはずなのに、いま、ここに、生きてしまっていて。

「…………」

　だが、その二人はもう、この世にはいない。

　ライナを愛してくれたリューラも、イルナも、すでに死んでしまっている。

　で、

「……救われた俺は、のうのうといまも元気に生きてるっていうね」

　おまけにあんなに命をかけて両親に助けてもらったのに、ずいぶん長い間、自分の命を大切にしてこなかった。

　生きる価値がないなんて思い込んでしまっていた。

　そんな親不孝なことはない、と、思うが、でも、

「…………」

　いまは、違ちがう。

　少なくとも、両親が命をかけて生かしてくれただけの価値がある生き方をしよう、と、思う。

　そして一瞬、思い出す。

　リューラの言葉を。

　母さんが、ライナを守るために命を落とした──と、伝えにきたときの言葉を。

　ライナはそれに、怒おこった。なんでそんなことをしたんだ、と、怒った。そんなこと頼たのんでないんだよ、と、怒ど鳴なった。

　だが、リューラはこう言った。

『子供のために命ぐらい懸かけさせてくれよ。それは親の権利だろ？』

　権利って、なんだよと思った。

　だって、俺のせいで母さんは死んだのだ。いや、ずっとずっと、俺を守るためだけに、命をかけて苦しい思いをしていたのだ。

　だがリューラは、笑っているだけだった。

　へらへら笑いながら、幸せそうに息子に触ふれているだけだった。

　それにライナは泣いて、泣き疲つかれて、「俺がガキだから、理解できないのかね」と、言って。

　それにまた、リューラは笑って言った。

『そうそう。だから恋こいをしろって言ってるだろ？　で、子供でも生めよ』

　そしてそこからの言葉を、ライナは一字一句、覚えている。

　父さんの言葉を。愛する息子へと向けられた、言葉を──

　ライナの、いままでの人生すべてをひっくり返してしまうような、言葉を。

　リューラは、こう言った。

『さきに一つ言っとくけど、その目は遺伝しないよ。いや、それに遺伝したからって、なんだって言うんだよ？　もし子供の目が呪われてたって、そのときはおまえが全力で守ればいいだろう？　命いのち懸がけで、子供を守ればいいだろう？　ちょっとおまえ、いい加減にしろよ。くだらないことを恐こわがって、人生を台無しにするんじゃないよ。なんのために僕らが命をかけてると思ってんだよ。ちゃんと幸せになるための努力をしてくれって。毎日笑ってさ、好きな子とかも作ってさ、誰よりも幸せになってやるって、叫さけんでくれよ。そうしてくんなきゃ僕ら……こんなに必死になってる僕らが……馬ば鹿かみたいだろ？』

　そう言って、頭をぽんっと、殴られ、さらにそのまま、髪かみを撫なでられてしまった。

　恋をしろ。

　人生を大事にしろ。

　大切な人を守れ。

　おまえは愛されてるんだから。

「…………」

　その、リューラの言葉を思い出し、

「……いや、恋や、子供ってのはちょっとまだ、俺には早い気がするけど、でも」

　やらなきゃいけないことは、もうわかってる──

　自分の命を大切にし、そしてそれから、誰かを守る。

　必死に守るべき相手を見つける。

　父さんや、母さんがしてくれたように、自分も、なにか大切なもののために頑がん張ばろう、と、そう思う。

　それはシオンや、

「…………」

　と、ライナは隣となりにいる親友へ目をやり、それから、フェリスや、キファや、ミルク、ピア、ペリア、ゾーラ、トアレ、仲間たちのことを想おもい。

　そして、言った。

「前さ」

「ん？」

　シオンがこちらを向く。

　それにライナは、答えた。

「前きたときは、ここで、母さんに会ったんだ」

「へぇ」

「で、たぶん、あのときはそのためだけに、きた。リューラが俺を、母さんに会わせたかったみたい」

「ああ、なるほど。じゃあいまもここに」

　が、ライナは首を振ふった。

「母さんは死んだ。俺を守って」

「……そうか」

「うん」

「愛されてるな」

「そうだな。シオンの母さんは？」

　と、自分の人生には、絶対に出てこないと思っていた質問を、する。

　するとシオンはちょっとだけ驚おどろいたような顔になってから、微笑ほほえむ。

「すごい人だよ。たった一人で俺を守ってくれた。もう死んだけど」

「……そうかぁ……じゃあさ、シオン」

「うん？」

「頑張りすぎちゃいそうなとき、いまの自分を見て、母さんどう想うかな、って、問いかけてみたほうがいいよ」

　それにシオンは目を大きく開き、言う。

「なにその、すごい大人な発言」

「いや、受け売りだけどね。それやれって、リューラに言われてさぁ。親の気持ちも考えてみろって」

「説教されたの？」

　ライナは笑う。

「まあ、そうなるよな。頭はたかれたし。恋とかしろって言われたよ」

「あはは、なにそれ」

「でも、おまえはもう親いないから、俺がはたいてやろうか？」

　とライナが言うと、シオンは顔をしかめて言った。

「おまえ、レムルスの塔とうでもう、俺のこと滅め茶ちや苦く茶ちや殴なぐったじゃないか」

「まー、そうだけどさぁ」

　と、ライナは笑う。

　それから前を見る。

　するとしばらく進んださきに、誰だれかが倒たおれているのが、見えた。

　長い黒くろ髪かみの女の体が。

「…………」

　ライナはそれに、足を止めた。

　そこになにがあるのかが、すぐにわかったから。

　母の、死体だ。

　まだ、ここにはそれが、あるのだ。

　シオンがこちらの様子に気付いて、言ってくる。

「……もしかして」

　ライナは、うなずいた。

「たぶん、ね」

「平気か？」

「知ってたから」

　シオンがこちらの背中を手で触れ、

「……俺、しばらくここにいるから、お別れを言ってくるか？」

　というのに、ライナは首を振る。

「いや、そんな時間は……」

「あるよ。母親が死んで、お別れを言う時間がないなんてことはない」

　ライナはシオンを見て、うなずく。

「じゃあ、ちょっとだけ、いってくる。そしたらまた、進もう」

「うん。まあ、進んださきになにがあるのかは、全然わかってないけどな」

　と、シオンは言う。

　それにライナは、さっきルークが言っていたことを伝える。

「いや、今回はここに、無事に入れるかどうかの実験らしいから、十分で外に出されるらしいんだけどね」

「あ、そうなの？」

「うん」

「じゃあ、早く母親のそばにいったほうがいいよ」

　と、シオンが言う。

　それにライナはうなずいて、

「うん。いってくる」

　と、小走りに廊ろう下かを進む。

　するとどんどん、近づいてきてしまう。

　母の、死が。

　死んでいる母の体が。

　自分と同じ色をした、黒い髪。

　華きや奢しやな体。

　そして。

「…………」

　ライナは、母親のすぐ、そばまでやってきた。

　母は息をしていなかった。

　目を閉じ、ぴくりとも動かない。いや、体の中に、生を感じられない。

　死んでいる。

　母さんは、死んでいる。

「……母さん」

　ライナはそれを見つめて、そう呟つぶやく。自分はそう、いままで彼女を呼んだことがあっただろうか、なんてことを、考える。リューラは父さんと呼ばれて、嬉うれしいと言っていた。息子むすこに尊敬されたり、褒ほめられたりすることが嬉しいと、そう言っていた。

　子供を持つと、その子供のことを命を捨てても守りたくなるとか、子供に甘えられたりするだけで嬉しいとリューラは言っていたが、本当に、そうなのだろうか？

　それはわからない。

　自分には子供がいないから、それはわからない。

　だが、それでも、

「……俺は……」

　そっと、手を伸のばす。もう動かない、死んでいる母の体を抱かかえ、

「……俺は、母さんにちゃんと、甘えられてたかな？」

　なんて、言う。

「俺を守って……ちゃんと、幸せな気分になってくれたかな」

　そんなことを、言ってみる。

　じゃなきゃ、あまりに報むくわれないから。

　子供を守るためだけに命をかけて、死んで、その死んだことも隠かくして。

　一人、独り、こっそり、息子を守って、死んだのだ。

　なら、

「……それで母さんは、本当に幸せに、なってくれたのかな」

　ライナは顔しかめて、母を見る。

　彼女は、信じられないほどに幸せそうな顔で死んでいた。

　それは辛つらい苦痛が伴ともなう役目を、やっと終えることができたからなのか。

　それとも、息子を守ることができたからなのか。

　もしくは、

「……立派な、強い息子になったって……そう想って、死ぬことができたのかな。それだったら……それだったら、いいんだけど」

　と、ライナは震ふるえる声で、そう言った。

　涙なみだが、出てきてしまって、でも、それをもう、母さんは見ていない。

　母さんと呼ばれることをもし彼女が喜ぶんだとしても、もう、そう呼んでやることもできない。

「……親なんていないと想ってたのに、俺は……俺は、親不孝だなぁ……」

　ぎゅっと強く、母の亡なき骸がらを抱だきしめる。

　反応はない。

　母さんは動かない。

「……母さん。守ってくれて、ありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶ。俺は一人で、歩けるから。仲間もいっぱい、いるから、だから安心して……天国で父さんと楽しくやってよ」
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　そう、ライナは言った。

　もちろん、天国なんてものがあるかどうかはわからない。かつてライナが育ったローランド帝てい国こくには宗教というものがなく、天国という概念自体、他国の書物からのものだが、それでもいまは、頼たのむから天国というのが、存在しているものであってほしいと、そう思う。

　もちろんそれはくだらない願いだが。なにせニンゲンというのは、神とかいう奴やつらが自分たちの都合で作った、『魔ま法ほう』にしかすぎないから、天国だのなんだのがどう存在するのかは、まるでわからないが。

　それでも、

「…………」

　天国で、リューラとイルナが手を繫つないで、嬉しそうに笑っていてくれたら──と。

『複写眼アルフア・ステイグマ』なんてものを持って生まれてきた子供を産んだせいで、暗く塗ぬりつぶされてしまった人生を取り返すように、笑っていてくれたら──

「…………」

　が、そこでライナは、首を振ふる。

　その考え方を振り払はらおうとする。

　きっと、その考え方は怒おこられるから。

　父さんも、母さんも、息子がどんなに呪のろわれていたとしても、生まれてきてくれただけで幸せだった。だからそんなふうに考えるな──と、頭をはたいてきそうだから。

　だから、その馬ば鹿かな考えを振り払う。

　そしてもう一度強く、母の亡なき骸がらを抱きしめてから、

「……どうか、父さんと二人で安らかに」

「…………」

　母は返事をしない。

　だが、ライナはそっと、母の亡骸を下ろした。

　すると母の姿が薄うすく、消えていく。まるで、ライナとの再会を待っていて、そのために姿を保っていたかのように、母の姿がみるみる消えていってしまって。

　そしてその母の周りに、黒い文字がぐるぐると現れては消える。現れては消える。

　それを、ライナは涙でぐしゃぐしゃの瞳ひとみで見下ろして、笑う。

「……ったく、ふざけんなよ。また、父さんの魔法かよ。過保護にもほどがあるだろ」

　おそらくリューラは、ライナが母と最後のお別れができるように、と、ここに姿を留とどめる魔法をかけていたのだ。

　で、その通りになった。

　ライナはここで涙を流し、そしてほんの少しだけ気持ちが軽くなった。

　全部ライナのため。

　息子のため。

　死んだあとでさえ、なお、両親は子供に対して甘ちゃんで。

「じゃあ……もうちょっと頑がん張ばってさ、二人とも、生きててくれりゃ、いいのにさ～」

　と、さらに甘えた愚ぐ痴ちを、ライナは言う。

　だが、そうはならなかった。

　みんな必死に頑張って、それでやっと、いまの結果なのだ。

　誰もが一生懸けん命めい生きて、戦って、やっといまの結果。

　なのに自分は馬鹿みたいに、逃にげすぎていた。なにもわからず、知らず、わがまま言って逃げすぎていた。

　でも、

「……今度は、俺たちの番だ」

　と、ライナは言う。

「俺が、誰だれかを救う番だ」

　顔をあげ、振り返る。

　シオンは壁かべに背中をあずけ、こちらを見ないようにしてくれている。

　ライナが泣くところを、見ないようにしてくれている。

　ライナはそれに笑い、それから自分の頰ほおについた涙をぬぐう。

　そして、言う。

「終わった。悪かったな、シオン」

　シオンがこちらを見て、肩かたをすくめる。

「俺も母親が死んだときは、泣いたよ」

「へぇ」

「だから俺の前でも泣いていいよ」

「うるせぇ」

　と、ライナは笑う。

　するとそこで、シオンがこちらを見て、なにかを言おうとして──

　しかし突とつ然ぜん、シオンが消えた。

「おっと、時間か？」

　ライナは、天てん井じようを見上げる。別に、天井の先に誰かがいるわけでもないが、しかし、その向こうを見るように、見上げる。

　その、次の瞬しゆん間かん、ライナの体にも少し、違い和わ感かんがあった。

　そして。




　　　　◆




「…………」

　目を開くと、現実世界へ戻もどっていた。

　目の前に、ルークと、ミラーがいる。シオンも起き上がっている。

「……もう、十分経たったか？」

　ライナが言うと、ミラーが答えた。

「いや、三分だ」

「え？　それしか経ってない？　もうちょい長い時間、いってたと思うんだけど」

　するとシオンが言った。

「どうも、外と中だと、感じる時間の長さが違ちがうみたいだな」

「ふむ」

　そこでルークが言う。

「まあ、でも成功ですね。このナイフがあれば、内面世界へいける。そしてそのさきに、神が棲すむ世界への──」

「扉とびらがある？」

　と、ライナが言うと、ルークとミラーがこちらを見た。

　ミラーが、言う。

「扉があるのか？」

「それ知ってて言ったんじゃないの？」

「扉かどうかは知らない。ただ、接せつ触しよく点があることはわかっている。そこから異界へと繫がっている」

「異界、ね」

　前に一度、扉に触ふれたときは、異界というよりも、自分の中にいる、悪魔の過去の記き憶おくが見えたような気がしたのだが。

　さておき、

「で、これからどうすんの？」

　とライナが聞くと、ミラーが答えた。

「やることは三つだ。まず、ナイフを使って内面世界へ入り、神とニンゲン世界の境界についての調査をする」

「ふむ」

「次にガスタークへの対処。これは会談まで時間があるから、少し話し合って決めよう」

　というのに、シオンが口を挟はさむ。

「あれ、話し合ってくれるの？　全部ミラーが決めるのかと思ったよ」

　するとミラーは渋しぶい顔のままシオンを見て、言った。

「そうしてもいいが、おまえ、俺が決めても言うこと聞いてくれたことがないだろう」

「いやいや、俺は従順なほうだと思うけど」

「で、勝手に神と契けい約やくしてのたうち回って、秘密を抱かかえるわけか？」

「まあ、あ～、そうね。確かに、聞かないかも」

「だから話し合うぞ。まあ、これはたいした話にはならないだろう。向こうもこの状じよう況きようで戦争しても仕方ないことはわかっているはずだ」

　ライナはそれに、うなずいた。向こうからきた手紙の内容も、まあ、確かにそういった内容だった。

　さらにミラーが続ける。

「で、三つ目。リューラ・リュートルーが残した研究室の調査だ」

　それにライナが、言う。

「いや、俺の親おや父じの研究室は──」

　遮さえぎって、ルークが言う。

「パパの部屋は見せないも～ん、ですか？」

　ライナはあきれ顔でそちらを見て、抗こう弁べんしようとするが、しかしそれすら言わせてもらえず、ミラーが言う。

「別にそれでもいい。研究が進むならなんでもいい。おまえを信じないことにはもう、なにも始まらないからな。だが、おまえが調べたら、その情報を誰もがわかりやすい形で開示することができる資料をちゃんと作るか？」

　という問いに、そんな資料作りたくない──と、一瞬思った。そんなめんどくさいことしたくない、と。

　そしてたぶん、それが表情に出た。

　するとミラーが続けた。

「おまえがクズなのは初めからわかっている。だから助手をつける。おまえを主任研究員にしてやるから、その助手に研究資料をまとめさせろ」

「いや、えーと、俺、人付き合いも苦手……」

「黙だまれ。じゃあやるぞ。ああ、『王研』のほうで勇者の死体を解かい剖ぼうしたときの研究資料は、さっき渡わたしたものの中にある。わからないことは助手に聞け。なにかわかれば助手に伝えろ。全部わかるようにしてある」

「うーんと」

「話は終わりだ。さあさっさと進むぞ。シオン、ちょっといいか？　ガスタークへの対処の仕方を相談したい」

「はいはい。あ、じゃあライナ。俺はいくけど……フェリスやルシルのほうは……」

　シオンの言葉に、ライナはうなずく。

「問題ない。俺のほうでやる」

　するとそれにシオンはこちらを見つめ、微笑ほほえんで、言った。

「また、一いつ緒しよに頑張ろう。で、今度は結果を出す」

　ライナはそのシオンのやる気に満ちた、強い意志が込こめられている金色の瞳を見つめ、

「……まあ、できる限りは、せいぜい頑張るよ」

「なあ、ライナ」

「なんだよ。まだなんかあるのかよ」

　と、ライナが言うと、シオンはそれに笑って、

「また一緒にやれて、嬉うれしいよ」

　なんてことを、言ってきて。

「…………」

　ライナはそれに、顔をしかめ、めんどくさそうにため息をつき、半眼でへらへら笑ってから、答えた。

「……俺もだよ。いいから早くいけ」

「よし。じゃあ、世界を救おうか、みんな」

　と、シオンたちが歩き出す。

　ライナはそれに背を向けて、反対へと進む。向かうのは、エリス兄妹きようだいがいる、研究室だ。

　助手がくるとか言っていたが、

「そういうの、めんどくさいから嫌いやなんだけどなぁ」

　なんて呟つぶやきながら、彼は王城をあとにした。







　第三章　魔術師の助手







　突然、助手の一人になれ──という任務を言い渡されたことによって、昨日からずっと、眠ねむることができなくなってしまっていた。

　緊きん張ちようで。

　喜びで。

　胸の、どきどきで──

「……ん～むむむむむむ」

　と、ミルク・カラードは、震ふるえていた。

　場所はローランドの軍の官舎の中で与あたえられている、自室。

　その部屋の中で、彼女は無む駄だにうろうろと歩き回る。

「うー、うー」

　と一人うめく。

　もう朝から、準備は整えてある。

　ローランドの軍服を着てはいるが、しかし、それでも少しでもかわいく見えるように鏡で何度もチェックして、化け粧しようも少しだけしてみて。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶかな、私。かわいく見えるかな？」

　鏡の中には、もう十七歳のはずなのに、背の低い、童顔な少女が映っている。

　ポニーテールにした亜あ麻ま色の髪かみに、おっとりとした垂れ目。

　しかし、見るからに顔が緊張していて、

「んーと、んーと」

　と胸をとんとんっとたたいてみる。

　するとやっぱり心臓がドキドキしているのが、わかった。

　でもこれは、仕方がないことだと思うのだ。

　だって、だって今日、本当に久しぶりに、ライナに再会するのだから。

「……ライナ」

　という名前を呟くだけでやはり、胸が痛い。ずっと子供のころから想おもい続けてきて、でも、すれ違ちがい続けてしまって──

「…………」

　いや、その言い方は、おかしいかもしれない。すれ違う──というのはたぶん、両想いの男女に対して使う言葉で、

「……私は」

　私のものは、もしかしたら一方的な感情かもしれないから。

　そこで、彼女はふと、ライナの横にいつもいる女のことを思い出す。

　とんでもなく美人な、金きん髪ぱつの女のことを。

　あの二人が、その、付き合ってたり、恋こい人びと同士だったりするのか、どうかは、わからない。

　でも、もしそうだったら。

　そうだったら。

「……私は、どうするんだろう」

　と、小さく呟く。

　当然、ショックだと思う。

　隠かくれて夜、泣いてしまうかもしれない。

　そしてそういうことになる可能性はきっと、高いのをもう、彼女は知っていた。

　だって、長く時間が経たちすぎてしまったのだ。

　たぶん、もう、ライナは二は十た歳ちくらいで。
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　そしたらきっと、誰だれか女の子の一人や二人と、付き合っていて。

　もしかしたら。

　もしかしたら、け、けけけけ、結けつ婚こんの約束とかも、しちゃってる可能性があって。

「……あ、あうあうあうあ」

　と、鏡に映る自分の顔が、みるみる恐きよう怖ふに歪ゆがむ。

　もちろんそれでもいいと、ほんとは思ってはいる。

　ライナのことが好きだから。

　だから、誰かがライナを好きになって、幸せにしてくれる人がいるのであれば、それでもいいって思っている。

「…………」

　だって、いつも自分を化物だと責めて、辛つらそうにしていたライナを支えてくれる人が自分以外にいるのなら、それはそれでも、いいと思……

「…………」

　が、そこまで考えて、

「……あううう、そんなに急に、大人になれないよ～」

　半泣きの顔で、彼女はまた、胸を押さえた。

　そして、

「はぁっ」

　とため息をつく。

　それはたぶん、恋こいをしているせいのため息だ。

　胸が痛い。

　辛い。

　でも、会えるのは嬉しい。

　ルークの話では、世界は最近、激変したのだという。

　ライナの中にいた『悪あく魔ま』とかいうバケモノや、シオンの中にいた『勇者』とかいう名のバケモノが、なにやらこの世界へ干かん渉しようしてくることができなくなったのだという。

　そしてそれは、自分の中にいた『円命の女め神がみ』という名の神が、すっかり静かになってしまったことでも、わかる。

　神の干渉は、なくなった。

　そしてその、タイムリミットはあと、七か月しかないのだという。

　だから、いままでのしがらみや、敵対関係にあったニンゲンたちが急速に集まり、神への対策を始めることになっていた。

　そのおかげで、いままで近づくべきではなかったライナにも、ミルクは会ってもいいのだと、そう、ルークが言ってくれていた。

　そして、今日という日がきたのだった。

「…………」

　ミルクは鏡を見る。

　もう一度そこに映っている自分を見る。

　すると少しだけ、ライナに会う決意が固まった顔をしているのが、わかった。

　これは、重要な仕事なのだ。

　恋や愛だと言ってる暇ひまはない、世界の命運がかかった任務なのだ。

　浮うかれてはいられない。

　浮かれては──

「う、ううう、ライナ、私のことかわいいと思ってくれるかな……」

　いや、正直、浮かれていた。

　完全に浮かれていた。

　だって、それだけを目標に生きてきたのだから。

　とそこで、トントンっと、部屋がノックされた。

「あ、はい。どうぞ」

　ミルクが答えると、扉とびらが開いた。

　するとそこには、ルークがいた。いつも優やさしく細められた糸目をこちらに向けて、言ってくる。

「ミルク隊長。準備はできましたか？」

　ミルクはこくりとうなずく。

「うん」

「いまも『女神』は？」

「あ、大丈夫。すごく静かだから」

「でも、死んだわけではないんですよね？」

「うん。静かなだけ」

「そうですか。ちょっと聞きたいんですが」

「ん？」

「隊長は、『女神』が隊長を乗っ取っていたときの記き憶おくは、あるんですか？」

　という問いに、ミルクは少しだけ、思い出す。

　ここしばらくの間の出来事を。

『女神』が体と思考を乗っ取り、勝手放題やっていたときの、記憶を。

　だが、それはすごく曖あい昧まいだった。当時意識は完全に混じっていたはずで、『女神』がなにをしたいのか、わかっていたような気がするのだが。

「……んと、なんか、『女神』が寝ねちゃって、そこの部分の記憶ごと、白くなっちゃってるんだよね」

　ミルクが言うと、ルークは聞いてくる。

「白く？」

「うん。ほんとにね、なんか、白く塗ぬりつぶされちゃってるみたいになってて」

　それにルークがなにか、考えるような顔になってから、言う。

「まあ、そういうことも、あるでしょうね。『勇者』や『悪魔』を飼っていたはずのシオンさんやライナさんも、いまいち世界の真相については、わかっていないようですし」

　だが、それとは違う、と、ミルクは思う。『女神』はたぶん、他の神とは、違ったのだ。自分から記憶を共有化してこようとしていた。なぜか自分から、ニンゲンと混じることを、楽しんだり、好んでいるようだった。

　しかしそんなことは、どうでもいい。

　それよりもなによりも、

「…………」

　彼女は、自分の中にバケモノがいる、という事実が、少し嬉うれしかった。

　ライナと同じように、自分もただのニンゲンじゃなくて。もしかしたら誰かにバケモノと呼ばれるような、奇き妙みようなものを抱かかえていて。

　なら。

　それなら、彼の隣となりに並んで、彼を支えることができるんじゃないかって、そんなふうに思えるから。

「……うう、すごい、わがままかもしれない話だけど……」

「へ？　なにか、言いました？」

　ルークが聞いてくる。

　ミルクは首をぶんぶん振ふる。

「ううん。なんでもない」

「そうですか。ではじゃあ、いきましょうか」

「っていうと、あの……」

「ライナさんの、ところへ。他の助手の方々はもう、揃そろっています。全部で三人」

　それに、ミルクはちょっとだけ困ったような顔になる。

「あ、あの、でも、他のみんなは、『王研』に所属してるんだよね？」

「ええ」

「ってことはあの、すごく魔法に、詳くわしいんだよね？」

「そうなりますね」

「そ、そんな中で私、その、役に立てるかな？」

　するとそれに、ルークはにっこりと笑って、言う。

「大だい丈じよう夫ぶです。ミルク隊長はなにせ、いるだけですごく役に立つ子ですから」

「そ、そうかな？」

「はい。リーレも、ラッハも、ムーも、みんなそう言ってたでしょう？」

「で、でも……」

「大丈夫。自信を持って、いってください」

　なんて励はげましてくれながら、ルークは踵きびすを返して、部屋を出るように、とうながしてくる。

　ミルクは、もう一度だけ鏡の前に戻もどり、自分の姿を確かく認にんする。

　やはり童顔で、ちょっと、少し、だいぶあの……金髪の美女に比べると、色気がないような気がしないでもないが、しかしそれでも、もう、いくしかないので、

「よ、よし」

　と、覚かく悟ごを決めて、部屋を出る。

　そして官舎の中を、歩く。外に出たところに、『王研』の人たちは、待っているのだという。

　その、官舎の玄げん関かん口ぐちへと向かって歩いている途と中ちゆうで、ルークが聞いてくる。

「ねえ、隊長。ちょっと質問してもいいでしょうか？」

「ん？　なに？　ルーク」

　それにルークがこちらを見下ろし、優しく微笑ほほえみながら、

「隊長はいまも、ライナさんが好きなんですか？」

　なんて、ひどく直球な言葉を投げかけてきて、

「え!?」

　と、ミルクはうろたえる。顔が真っ赤になってしまうのを、感じる。

　そしてそれに、ルークは笑う。

「ああ、もう答えなくていいです。顔に書いてありますから」

「え、うそ、顔に!?」

「いえいえ、実際に書いてあるってことじゃなくてですね、赤くなったので」

「あ、あ、そうか。んと、もっと、化け粧しようしたほうがいいかな？」

「いや、かわいらしいと思いますよ」

「そ、そうかな？」

「はい」

　と、ルークが手を伸のばしてくる。髪かみの毛の飛びだしている部分をなでつけて、整えてくれる。

　ミルクはその、ルークを見上げて、言った。

「……あの、ルークたちは、私がライナのことを好きなのは、反対だったりする？」

　するとルークが笑ったまま、答える。

「いえ、いいと思いますよ。そりゃ、私たちの家族が誰だれに恋をするのかは、気になりますが。幸せになってもらいたいですからね」

「うん」

「ですが、それはさておいて、恋をするのはいいと思います。むしろそういう強い感情を持てるあなたが、羨うらやましいです」

　ミルクはそれに、ルークを見つめ、言う。

「羨ましい？」

「はい」

「でも、ルークも誰かを、好きになったり、するよね？」

「え？」

「んと、誰か、好きな女ひ性ととか、いないの？　そういう話、全然聞いたことなかったから」

　その問いかけに、しかしルークは微笑んだまま、言った。

「ん～、そのへんは秘密です」

「えー！　私の気持ちは聞いといて、ずるいよー」

「だって聞いたら、ミルク隊長驚おどろいちゃうから、やめておきます。なにせ私は、恋こい多き男なので」

「ええ!?　そうなの!?」

　驚いてミルクが叫さけぶと、ルークは、

「ふふふ」

　なんて笑いながら、どんどん進んでいってしまう。

　まったく知らなかった。

　ルークが、そんなに恋れん愛あい経験豊富だなんて。

　慌あわてて彼の背中を追いかけて、聞く。

「んと、んと、じゃあ、ルークは恋愛には詳しいの？」

「えー。いや、そんなでもないと思いますが」

「えとえと、あの、質問が……」

　が、それに困ったように、それでいてなぜか少し悲しげにルークは眉まゆをひそめて、言った。

「あ、すみません、ミルク隊長」

「え？」

「噓うそをつきました。私もそんなに、恋愛経験は豊富じゃないんです」

　ミルクはそれに、目を大きく開いて、首をかしげる。

　するとルークが、言う。

「いや、あまり出会いがなかったので」

「でもでも、ルークはモテるよね？　すっごい優しいし」

「どうでしょうねぇ」

「モテるよ！　強くて、掃そう除じもできて、料理もうまいし……」

　それにルークが笑って指を立て、

「ああ、じゃあ、なんでもできすぎるので、女性に敬遠される──ということにしましょうか」

「そうなの？」

「どうですかねぇ。でも、まあ、この話はこれくらいにしましょう。そして背筋を伸ばして。ライナさんの助手たちのリーダーは、あなたですから」

　と、ルークに言われる。

　ライナの名前が出て、ミルクはぎゅっと、背筋が伸びる。

　目の前にはもう、官舎の玄関口がある。

　そこに、あきらかに軍人とは違ちがう、ローブのような服を着た研究者たちが三人、立っている。

　女が一人。

　男が二人。

　その中の女が、前に出てくる。

　年の頃ころは二は十た歳ち前後だろうか。

　茜あかね色の長い髪に、理知的に輝かがやく瞳ひとみ。見るからに頭がよさそうな、美人だった。

　その女が、ルークに頭を下げ、

「……ミルク・カラード中ちゆう尉いでしょうか。この度たびは、中尉の指揮下に入るよう言われてきました」

　という言葉に、ルークが笑って、首を振る。

「いやいや、勘かん違ちがいしないで。私は、ルーク・スタッカート軍ぐん曹そう。私の上司であるミルク・カラード中尉は、こちらの方です」

　と、ミルクのほうへ手を差し出す。

　それに女はこちらを見て、

「あ、あ、申し訳ありま……」

　と言いかけてから、絶句する。

　こちらを見下ろし、

「こ、こんな小さな少女が、中尉ですか？」

　と、驚く。

　いったいこの人には、自分は何歳に見えているのだろう？

　まあ、いつものことなのだが。

　ミルクは前に一歩出て、言った。

「何歳に見えているかはわかりませんが、一応これでも、十七歳です」

　というのに、

「ええっ!?」

　信じられない、という顔になる。

　それにルークが笑う。

　ミルクはその、笑ったルークの背中をばんっとたたく。

「ふふ、すみません」

「もう」

「ちゃんとやります」

　と、彼は謝ってから、言う。

「ミルク・カラード中尉は、こう見えてローランド三○七号特とく殊しゆ施し設せつの生き残りで──」

　という説明だけで、その施設のことを知っているのか、研究者たちの表情が変わった。

　それは知っている者が少ない、かつてのローランドの暗部の話だ。

　ミルクが所属していた、貴族が運営していたひどい施設。

　所属している子供たちに殺し合いをさせ、生き残ったものを貴族たちが、自分たちの軍部での出世用の道具こどもとして買っていくための、施設。

　そこでたくさんの死を見た。

　たくさん仲間が殺されていくのを、見た。

　そしてそんな中で、戦うのに疲つかれて、生きるのをあきらめようとしたときに、彼女はライナと出会ったのだ。

　ライナも、当時、そこにいて。

「…………」

　そして、戦うことをやめて動かなくなった私の手をつかんで、こう叫んだのだ。




『いいか？　俺の手を握にぎって、絶対放はなすな!!』




　その言葉を、いつも思い出す。

　彼の手の感かん触しよくを。

　仲間が、友達が、子供たちが次々と死んでいく血の海の中で、悲しげな、辛つらそうな瞳めをしながら、彼女を守って、稲いな妻ずまをよけて走る彼の姿を。

「…………」

　あれからもう、何年経たったろうか。

　あのときの彼の姿を。

　手の温ぬくもりを求めて、何年、経ってしまっただろうか。

「こ、これは、大変失礼な態度を取りました。ミルク・カラード中尉。これから、よろしくお願いします」

　女が頭を下げてくる。

「私はカショク・カシャ。現在『王立魔ま導どう研究所』において、第一位魔導研究者の地位をいただいております」

　という言葉に、ミルクは少しだけ驚く。『王研』はこの国でも、飛び抜ぬけて魔術に対して優ゆう秀しゆうな者しか入れないような、ローランドの魔導学の中ちゆう枢すうを担になっている機関だった。

　その中でも、第一位魔導研究者というのは、実力が飛び抜けている人材に与あたえられる称しよう号ごうで。

　だが、女の年ねん齢れいはたぶん、二十歳そこそこに、見える。

　つまり彼女は、天才ということだ。

　魔術の天才。

　ライナと同じ、天才。

　おまけに美人。

　その、理知的な美人で、魔術の話がライナと盛り上がりそうな女が、ライナの助手になるのかぁ……と思いながら彼女をじっと見つめていると、

「…………」

　なぜか、カショクは慌てた様子で、

「ほ、ほ、本当にすみません。やはり怒おこらせましたよね？　ね？　あ、あの、本当に他意はなくて……ただ、中尉という階級にしては本当に若いなぁと……」

　とそこで、ルークが言ってくる。

「隊長」

「…………」

「ミルク隊長」

「う？」

「眉がへの字になってます」

「え？」

「あと、また顔に、考えてることがわかりやすいくらいに書いてあります」

「うそ!?」

　と、頰ほおを触さわる。

　ルークが笑う。

　ミルクもそれに、笑ってから、謝る。

「ごめんなさい。ちょっと、考え事をしていただけで」

　それにカショクが、顔をあげる。少しだけ怯おびえた顔をしていて、申し訳ない気分になる。

　ミルクは慌てて、

「あ、それに、年齢より年下に見られるのは、慣れているので気にしないでください。カシャさん。それに……」

　と、後ろの二人の男へと目を向ける。

　すると二人が、

「第二位魔導研究者の、ゼール・スウェイグです」

「第三位魔導研究者の、ヤント・ヤンです」

　そう名乗る。

　ミルクはうなずいて、言う。

「そうですか。私はミルク・カラード。中尉です。今日から一いつ緒しよに、ライナ・リュートの助手として、研究に参加します。ただ、軍用魔術についての知識は多少ありますが、ほぼ、実戦向きな知識ばかりで、研究用に触ふれることはほとんどないんですが──」

　するとカショクが言った。

「事前情報は、ラッヘル・ミラー元げん帥すいから聞いております。そこは私がサポートします。カラード中尉には、私たちとライナ・リュートの橋はし渡わたしをしていただきたいと、そう思っています」

　橋渡し。

　ライナとの橋渡し……[image: ]

　そんなミルクの様子には気付かず、カショクが続ける。ほんの少しだけ興奮した様子で、

「この研究に携たずさわれることを、とても光栄に思っております。いままでの魔術の概がい念ねんを大おお幅はばに覆くつがえしてしまうような情報や資料の山に直面して、正直なところ、私たちは大きな重責に戸と惑まどうとともに、一方でとても興奮しています」

　カショクが頰を紅潮させるほど興奮し、拳こぶしを握って言う。

「なにより！　あの、あまりに天才すぎて国を追われたといわれている伝説の魔導研究者──リューラ・リュートルー公こう爵しやくの研究室を見ることができるだなんて！　ローランドの魔導研究者にとって、これほどの幸せはありません！　きっと、きっとこの研究で、世界中の魔術の常識が根底から変わると思います！　いえ、変えて見せます！」

　との、ことだった。

　リューラというのは、ライナの父親のことらしい。リューラはライナを救うためにローランドの魔術の理ことわりを壊こわし、そして、ライナを救うためだけに、最近死んだと、そう聞かされていた。

「…………」

　その話を聞いてミルクが気になったのは、世界の魔術の常識を根底から変える──などという、立派な決意よりも、ライナがいったい、父親が死んだときに、どんな顔をしたのか、とか、泣いたのか、とか、慰なぐさめる人はそばにいたのか、なんていうことだった。

　そしてそれを、少しだけ恥はじる。

　自分の、どこまでいっても利己的なその、考え方に。

　おまけにそれを変えようとは思わない厚かましさに。

　そしてそんなミルクのことを、

「…………」

　彼女の中にいる、『円命の女め神がみ』は、好きなのだという。

　とてもニンゲンらしいから。

　愛や恋こいを振ふり回して、ぎゃーぎゃーと叫さけぶことができるから、ミルクのことを『女神』は気に入っているのだという。

『女神』の口ぶりでは、魔導技術がどうこうなるよりも、その、ニンゲンの感情の部分の強さがどうなっているかのほうが、ずっとずっと世界にとっては重要で、他の神々はそれを恐おそれているような、そんな様子だった。

　だからミルクは自分の胸を押さえる。

　ライナへの想おもいと、鼓こ動どうを鎮しずめるように、押さえる。

　そしてその奥に、いまは静かになっているが、それでも確かに、『女神』というよくわからない存在がいるのを、感じる。

『女神』からの干かん渉しようが弱まったとはいえ、まるでなくなったわけではない。

　そしてその、『女神』は、背中を押すのだ。

　ミルクの背中を押すのだ。

　手に入れろ。

　手に入れろ。

　すべてを手に入れろ。

「…………」

　ニンゲンらしく、欲ほしいものを欲しいと。

　好きなものを好きだと。

　愛するものに、愛していると言え──

　そう、背中を押され。

　そのたびに、鼓動が高まる。喉のどがぎゅっとしまり、声が出にくくなってしまう。

　欲しいもの。

　好きなもの。

　それはもう、自分の中では決まっていて、一つしかなくて。

「隊長。そろそろ」

　と、ルークが言った。

　それにミルクは、顔をあげた。ルークを見た。それから目の前の、助手仲間たちへと目をやり、言った。

「……では、いきましょうか」

　そしてミルクは、ライナに会いに行くことにした。







　第四章　かつての影の王







　指輪を撫なでる。

　細い指先で、自分の指にはめられている、黒い、闇やみよりも黒い指輪を撫でる。

「…………」

　夜。

　夜闇。

　中央大陸の遥はるか西にある砂さ漠ばくは、この世界のどこよりも暗い。

　光源は月明かりだけだが、それも今日はかすかだ。

　そしてそこに、

「…………」

　ミラン・フロワードは独り、立っていた。

　長い、艶つややかな黒くろ髪かみに、黒い瞳ひとみ。すべてを見下しているような、悪あく魔まのような真しん紅くの唇くちびるに、やはり黒が基調となっている服。

　指を動かす。

　するとフロワードの影かげが、伸のびる。

　月の位置は変わっていないのに、ぐいっと長く、長く、影が伸びていく。

「……闇よ、有れ」

　と、呟つぶやく。

　するとその、影の中から、黒い獣けものが具現化される。フロワードを守るように五匹ひきの獣けものが生まれ、彼を囲む。

　すると正面で、




《は、ははは──怯えるな、ニンゲン》




　などという声が、響ひびく。

　いや、空から堕ふってきた、と言ったほうがいいかもしれない。

　闇色の砂漠の中央で、声が落ちてくる。

　フロワードは目を細めて、そちらを見つめる。

　誰だれもいない、砂漠の、闇の中心を。

「……こんなにも寒い、冷たい、暗い砂漠の中心に立たされて、怯えるな、というほうが無理な話だと思いますが」




《ふふふ、君はそんなタイプじゃないだろう？》




「あなたが私の、なにを知っていると言うんです？」




《すべてを。君が生まれた理由を。生まれる前を。前世の英えい雄ゆうを。なぜ君が、その《黒こく叡えい》の指輪を扱あつかえるかを──英雄ハルフォード・ミランの末まつ裔えい君》




「…………」

　フロワードは少しだけ、目を細める。自分がハルフォード・ミランという名の、伝説の英雄の血を継ついでる──ということを知っている者は、少ないはずだった。

　いや、ほとんどを殺したはずだった。

　だから、それを知っている者がいったい何者なのかを、まだ、生きている人間が誰だったか、という情報を起点に、思考を巡めぐらせてみる。

　もちろん、もう、そんなことには意味がないかもしれないが。

　なにせこの世界は、自分が知っているものとはだいぶ、違ちがってきてしまっているようなのだから。

　信じていたルールそのものが、変わってしまっているようだから。

　だから自分の素す性じようを──かつて、ハルフォード・ミランという名の英雄の末裔だった、という情報を、必死に隠かくす必要はもう、ないのかもしれないが。

「…………」

　と、フロワードは、懐ふところに入れてあった一枚の手紙を取り出す。

　差出人はわからない。

　ただ、そこには、この世界の理ことわりと、最近起きた出来事についての情報が書かれていた。

　それは──

《勇者シオン》という名のバケモノの物語。

《悪魔ライナ》という名のバケモノの物語。

《這い神レムルス》という名のバケモノの物語。

　そしていまの、この世界がどういう状じよう況きようなのか、ということについての物語。

　最初にその手紙を読んだときは、にわかには信じることができなかった。そもそも、こんな戯たわ言ごとを信じろというほうが、無理だった。だが、彼はその手紙の呼び出しに応こたえて、ここにやってきた。

　なぜなら手紙の宛あて名なが、フロワード宛あてではなく、『ハルフォード・ミラン』宛だったから。

「……これを、送ったのはあなたですか？」




《そう》




　声が答える。

　姿はない。




《君が知りたかったことが、たくさん書いてあったろう？》




「……真実なら、ね」




《真実だよ。真実じゃなければ、あまりに荒こう唐とう無む稽けいだろう？》




「…………」

　フロワードはもう一度、手紙に目を落とす。

　そこには、国の裏で、歴史の裏で、世界の裏で、神々の裏で、糸を引いていた人物やバケモノの名が列記されていた。

　たとえばかつてのローランドの王だ。

　たとえばリューラ・リュートルー公こう爵しやくという名の魔術の天才だ。

　たとえばルシル・エリスという名の、剣けんの一族の当主だ。

　もしくは女め神がみや、勇者、悪魔──そして、それらをだまくらかして陰いん謀ぼうの糸を張り巡らせていた、レムルス・レムルド・アークエドという名のバケモノだ。

　そしてそのいくつかの策さく謀ぼうの中に、フロワードは存在することができた。

　だが、いくつかの陰謀からは、完全に蚊か帳やの外だった。

　しかしとにかく、この世界にはありとあらゆる黒幕が奏でる、大量の策謀の糸が張り巡らされているようだった。

　そして、それらが手紙には書き連ねられていた。

　それを見つめ、フロワードは、聞く。

「……で？　これらが事実だとして、すべてを知っているあなたは、何者なんですか？」




《何者でもないよ》




「……質問の、答えになってませんね」




《そりゃ、仕方ないよ。だって、答えなんかないんだから》




「……なるほど。答えたくないのであれば、質問を変えましょう」




《いや、ほんとに僕は何者でもないから、答えがないだけなんだけどね》




　フロワードは、気にせず聞いた。

「では、なぜ私をここに呼んだのですか？　私になんの用があるのでしょう？」

　それに、声の主が答えた。




《ちょっと、君に頼たのみが──》




　が、遮さえぎってフロワードは言った。

「ではもう一度聞きます。その頼みごとをしているのは、何者ですか？　何者でもないのに、そこに在る──などといった宗教じみた禅ぜん問もん答どうをしたいのであれば、頼みごとがある、なんて俗ぞくっぽい話し方はやめてもらえませんかね？　あなたは神を気取って、全能を気取って、もしかしたら、私は全にして無だから、何者でもない──などと、言おうとしているかもしれませんが──あまりに二流の詐さ欺ぎっぽく響くので、やめていただけませんか？」

　そう、言うと、声が笑った。




《は、ははは、そうだね》




「ではもう一度、聞かせてください。あなたは何者で、私になんの用でしょう？」

　その問いに、声は言葉ではなく、姿を現すことで、答えた。

　目の前の砂漠が隆りゆう起きする。

　といっても、それはかすかな変化だ。

　フロワードの膝ひざぐらいまで砂が盛り上がり、そこに、子供のような姿の、一人の少年が現れる。

　笑顔が特とく徴ちよう的な、愛らしい少年だった。しかし、膝から下は、砂に埋うまっている。

　その少年を見つめて、フロワードは言った。

「君は？」

　すると少年は答えた。

　両手を広げて、楽しそうに、




《僕は全だ》




「ははは、ご冗じよう談だんを」

　と、フロワードは目を鋭するどく細めて、子供を睨にらみつける。

　少年は、笑う。




《いや、全とか、無とかいう、ミラン君風の気取った言い回しはでも、ちょっと気に入ったんだけどな》
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「そうですか。ではそう呼びましょうか？　それで話が進むのであれば」




《いやいいよ。その呼び方をすると、わかりにくくなっちゃうから》




　と、また、詐さ欺ぎ師しくさいことを、言う。

　全無という呼び方で呼ぶと、わかりにくくなる、ということは、限りなくそれに近い存在であることをほのめかしているのと同義なのだから。

　だが、

「一つ、言っておきますが」




《なにかな》




「あなたの戯言の大半は、信じませんよ」




《ふむ》




「そうじゃなくとも、この世界には頭のいい、怖こわい方が多そうなので。なにせこの手紙に書いてあることのうち、半分が本当だったとしても、私が感知していないことがだいぶありました。これでは、あまりに陰謀を張り巡らせている人の数が多すぎる。こんな状じよう況きよう下かで──誰だれかを盲もう目もく的に信じる、などということはもう、できません」

　それに、少年が笑った。




《たとえば君が、シオン・アスタールを盲目的に信じたみたいに？》




　その言葉に、フロワードは肩かたをすくめて、微笑ほほえんだ。

「そこは後こう悔かいしていませんが。結果、正解でしたし」




《ふぅん。でもなぜシオン・アスタールを選んだ？》




　その問いに、フロワードは少しだけ考えて、答えた。

「……そうですね。消去法でしょうか。当時のあの状況で、世界を変えることができるのは、シオン・アスタール陛下だけだと、そう──」

　が、少年は首を振ふって、言った。




《それは噓うそだね。そんな理性的な理由で、君はシオンを選んだわけじゃない》




「…………」




《君はシオンが、好きなんだろう？　彼を好ましいと、思った。

　彼の中の闇やみが。

　孤こ独どくが。

　彼が進みたがっている道はとても綺き麗れいで。

　掲かかげる理想はとても高貴で。

　だが、彼の道はとてもじゃないが綺麗なままでは進めないことがわかっていて。

　そしてその、高貴な夢の中を、もがきながら汚よごれていくシオンの姿を見ているのが、君は好きだった》




「…………」




《でもそれは、性欲だろう。もしくは所有欲。食欲。ニンゲンに備わった、醜みにくい欲求。でもだからこそ、君の選せん択たくは正しかった。誰にも邪じや魔まされないだけの狂きよう気きを君は中にはらんでいたから》




　そんなことを、歌うように少年は言う。

　しかしなにを言われたところでどうでもいい。他人が自分をどう認にん識しきしようと、そんなことはどうでもいい。

　だからフロワードは、淡たん々たんとした冷たい声こわ音ねで、聞く。




「……で？　だから、なんだと言うんです？　名乗りもしない相手と、いったい私は、なんの話をさせられているんでしょう？」

　その問いに、少年は答えた。




《だから、名前はないんだ。だから名乗れないよ》




「全で、無だから？」




《ふふふ、そんなかっこいいものじゃないけどね……》




「ですが、あなたがすべての黒幕──という認識で、いいんですよね？　少なくともあなたがやっているさきほどからの演出は、そういう方向ですしね」

　と、すべての真実──と、思えるように書かれた分厚い手紙を掲げて、フロワードは言う。

　だが、少年はそれにも、首を振る。




《いやいや、黒幕なんかじゃないよ。いや、そもそも、この世には黒幕なんてものは存在しない。みんながそれぞれ必死に、自由に、やりたい放題に、未来を作ろうとあがいて、あがいて、でも結局、なにも変えられない──というだけの物語があるだけだから》




　やはり少年は、謳うたうように、言う。




《そしてそれは、ごく、あたりまえの話だろう？　ニンゲンは生まれて、生きて、死ぬ。それを止めようと必死になったところで、どう止める？　まさか、不老不死でも目指すかい？》




　少年は唄うたうように、言う。




《でも、それをみんなが無む駄だに頑がん張ばってる。たとえばリューラ・リュートルーは、息子むすこの命を救いたいという欲望のためだけに、世界の理ことわりを壊こわした。でも、壊したといったって、少しだ。大勢に影えい響きようはない》




「…………」




《じゃあ、ルシル・エリスはどうか？　同じだ。妹を救いたかった。でもだから？　大勢に影響はない》




「…………」




《ならシオンはどうだろう？　もしくは、勇者や、悪あく魔まは？　レムルスは？　彼らは必死に世界の崩ほう壊かいを止めようとした。千年で毎度行われるリセットを止めようとした。だが、いまだかつて、それが成功したことはない》




「…………」




《で、じゃあ、黒幕は誰か？　という君の質問だけど……ほら、すべてを見ていたらわかると思うけど、そんな奴やつは、いないよ。存在しない。ただ、みんな、一生懸けん命めいなだけ。自分が持っている知識の中で、自分が守りたいものに、一生懸命なだけ。

　でも、変えられないものはある。

　決して変えられないものはある。

　どんな天才にも、神にも、変えられない理がある。

　それは──

　人は生まれ、生きて、死ぬ。

　神も生まれ、生きて、死ぬ。

　世界も生まれ、生きて、死ぬ。

　その理は、変わらない。

　どうにも変わらない。

　もちろんみんな叫さけぶだろう。

　どうせ死ぬから意味がない、とか、叫ぶだろう──でも、そもそも理とはそういうものだよ。

　毎日誰かが生まれている。

　誰かが死んでいる。

　そして循じゆん環かんしている。

　ぐるぐるぐる。

　それには少し、意味がある──循環していることには少しだけ、意味がある。

　でも、人間は、誰かが生きていてくれることに意味を感じていて、そこがきっと、間ま違ちがいのもとだ。

　本当は、生まれ、生き、消えることだけに意味がある》




　なんてことを、少年は、見た目の年ねん齢れいにそぐわない大人っぽい口調で言った。

　そして言葉の内容は、まるで全能の神からのお達しのようだった。

　その、神気取りの言葉を吐はく少年を見つめ、フロワードは聞いた。

「……まあ、誰が、なにを言おうが、それは別に自由ですが……さて、あなたはその発言を、果たしてどの位置から言ってるんですかね？」

　すると少年は答えた。




《ふ、ふふ、全と無かな》




　フロワードはうなずき、言った。

「ではもうこれ以上、あなたと会話をする必要性を感じませんね。私は所しよ詮せんニンゲンで、俗ぞく物ぶつですから。こう見えて、幸せな未来を描えがきたいと、必死に策さく謀ぼうを張り巡めぐらせるタイプなので」




《はは、知ってるよ》




「そうですか。なら、会話をする意味がないことは、あなたにもわかっていますね。くだらない、底の浅い悟さとりを強要されたところで、私には響ひびきませんので」




《だろうねぇ。ただ、僕は真実しか語っていないから、それは真実自体の底が浅いということになるけれど》




「それはあなたの真実でしょう。真実は人の数だけある──と、いま、あなたが言ったばかりなのに、つじつまがあってませんよ」




《ふふふ》




「さて、戯たわ言ごとはもううんざりです。本題に入りましょう。あなたは、誰だれですか？」




《だから名前はないんだ》




「ですが、神ではないでしょう？　あなたからの手紙には、レムルスという神の呪のろいにより、すべての神々からの干かん渉しようは、一年間防がれることになった──と書かれていました。となると、そこに抜ぬけ穴がなければ、あなたは神ではない、ということになる」




《そうだね。僕は神じゃない》




「ではニンゲンですか？」




《ニンゲンじゃない》




「なら誰です？」




《この世界だ》




「はて。それはいったい、どういう概がい念ねんでしょう？」

　そう、問いかけると、少年はまた、両手を広げて言った。




《だから、世界として、僕は生まれた。君たちが立つ、世界として。ただ、僕に名前をつけた人もいる。僕に名前をつけた神もいる。だからその名前を名乗ってもいいけれど》




「つまりは、名前があるわけですか」




《僕が決めたものじゃないけどね》




「名前とはそもそも、そういうものでしょう」




《そう。そうか。なら、そうだ。僕には名前がある。名無しじゃなかった。そこに意味があるとは思えないし、名乗ることに意味があるのかもわからないけれど。いや、そもそも、誰かと話すのが実は、生まれて初めてのことなん……》




　が、遮さえぎってフロワードは、言った。

「いいからもう、名乗ってくれませんかね？　子供の戯ざれ言ごとに付き合うのは、少々、疲つかれたのですが」

　すると少年が笑って、言った。




《ふふ、僕にとっては、君のほうが子供なんだけどね》




「なんでもいいので、早く名乗ってくれますか」




　という問いかけに、少年が名乗った。




《僕はメノリスと、君らに呼ばれているよ》




　メノリス。

　メノリス。

　その名は、知っていた。

　というか、この世界に生きるものはみな、知っていた。

　メノリスというのは、いま、自分たちが立っている、大陸の名前だ。

　メノリス大陸──北、東、南を海に囲まれ、西に果てしない砂さ漠ばくが広がっている、世界。

　そして、海の向こう側へと進んでも、他には人類が住んでいる大陸はない、とされている。

　人が生活しているのはこの、メノリス大陸だけで、つまり、メノリスというのは実質この、人が生きる世界、すべてのことを指していた。

　だが、となると、

「……つまりあなたは、この大陸だ、と、名乗っているんですか？」

　苦く笑しようし気味にフロワードは言って、足でぽんぽんっと、砂漠を踏ふんだ。

　するとメノリス──と名乗った少年はうなずいて、言った。




《うん。そう》




「馬ば鹿かにしてます？」




《そう言われると思ったから、名無しがよかったんだけど……でも、別に信じなくていい》




「なら信じません。で？　他に話は？　もっと、有用な話ができると思い、わざわざこんな砂漠の彼方かなたまで呼び出しに応こたえてやってきたのですが」




　それにメノリスはフロワードを見た。真まっ直すぐ見た。少なくともそれは、子供の目ではなかった。暗く、明るく、無む邪じや気きで、年老いた目だった。

　メノリスが手を上げる。

　刹せつ那な、右手の下にある砂漠の砂がうずまき、盛り上がり、先せん端たんを尖とがらせながらこちらに襲おそいかかってきた。

　そしてそれに、フロワードは驚おどろかない。

　当然、そういうこともあるだろう、と思い、すでに《黒こく叡えい》の指輪の力を解放していたのだ。

「闇やみよ、有れ」

　と、指を振ふるう。

　黒い獣けものが走る。

　と同時に、目の前に影かげの壁かべが生まれる。

　砂のドリルは闇の壁にぶつかり、止まる。

　その隙すきを縫ぬうようにして、影の獣が二匹ひき、少年の首と、腹に喰くらいつく。

　手応えは、あった。

　獣が首を振る。

　するとメノリスの首ごと、引き千ち切ぎることに成功する。

　手加減をするつもりはなかった。

　正体不明のバケモノが相手だから、というわけではない。そもそも、相手が子供だろうが、女だろうが、彼は、手を緩ゆるめたり、油断したりはしない性格だった。

　影の獣は、首を千切ってさえ、攻こう撃げきをやめない。さらに内臓のほうを襲わせていた獣にも、攻撃を続けさせる。

　だが、千切れた首は砂に変へん貌ぼうして、消える。

　体も崩くずれ、砂漠の砂と同化してしまう。

　それは幻げん術じゆつだったのか、なにかの魔ま術じゆつだったのか。

　だが、少なくともそいつが、普ふ通つうの、ニンゲンの魔術ではないことは、間ま違ちがいない。

　自分が大陸だ──なんて発言を信じるつもりはないが、

「……これはちょっと、まずいですね」

　と、薄うすく笑えみを浮うかべ、後方へと跳とぶ。

　だが、跳んださきの砂漠の砂が盛り上がり始めている。足を搦からめ捕とろうとする。

　それを防ぐために、フロワードは足あし下もとの影を膨ふくれ上げさせて、足場にしてさらに跳ちよう躍やくする。二度、三度、影の形を変え、高く上空へと舞まう。

　そして大地のほうへと目を落とす。

　砂漠の砂が、いたるところで蠢うごめいているのが見える。

　ざっと見み渡わたすだけでも、二十は砂がうずまき、その中央にメノリスと名乗った少年の姿が現れる。

　少年たちはこちらを一いつ斉せいに見上げ、一斉に笑う。




《高く、舞うなぁ。空の気分は、どうかな》




　フロワードはそれに、薄く笑う。

　どうやら、戦って勝てる相手では、なさそうだった。いくつか『忘却欠片ルール・フラグメ』は持ってきているが、しかし、その、どれを使えばこの相手に効果があるのかが、わからなかった。

　フロワードは指を振り、影を消す。そのまま落下して、砂漠に着地する。

　二十の少年の視線がこちらに向けられている。

「それで？」

　フロワードは、聞く。

「あなたは、いつでも私を殺せる──という表明も終わったところで、いったい私になにを命じたいんですか？」

　という問いに、二十の少年の姿が、消える。

　そして正面に立っていた少年、一人になる。

　少年は言った。




《いやいや、君を英えい雄ゆうにしたいんだ。昔と同じに。聖騎き士しハルフォード・ミランと同じに》




「……話が見えませんが」




《そりゃ、そうかもね。君は英雄の呪じゆ縛ばくに囚とらわれて生まれたから。指輪を守るための家系に生まれ、そのためだけに──暗い牢ろう獄ごくの中で永遠に過ごせと言われたから。そして、それが嫌いやで家族を殺した。英雄が振ふるうはずの指輪を振るって、人間を殺した。その、全部を僕は見てたよ》




「…………」




《家族を殺すとき、君は涙なみだを流して笑ってた。あれは歓かん喜きなのか、悲しみなのか、どっちかな》




　本当に、少年はすべてを見ていたようだった。

　確かに少年が言っていることは、本当だった。

　その言葉に、フロワードは自分の過去を思い出す。

　ずっと牢獄に囚われ、闇を押さえ込むことだけに従事させられ、永遠に過ごせと命じられていたときのこと。

　その村では、くじ引きで生け贄にえが決められていた。

　生け贄の名前は、『指ゆび輪わの守もり』──という名だった。父親がその、くじで当たりを引いた。フロワードの二つ上の姉がその任につくことになった。

　父親は子供を愛していたのか違ちがうのか、そのくじを引いた日の晩に姉を連れて村を出ようとした。

《黒こく叡えい》の指輪は世界を滅ほろぼしかねない危険な力なので、それが外部に出ないようにするのは重大な役割なのだ。なのに重要な仕事を放ほう棄きして逃にげようとした父親は、村の掟おきてを破った者として、相応の罰ばつが与あたえられた。

　殺されたのだ。

　同時に、姉も殺された。

　磔はりつけだった。

　村に二つ、磔にされた死体が立てられた。

　母は怯おびえ、あっさり息子むすこを差し出した。

　そして彼は、『指輪の守』として、牢獄へと入った。

　それから暗い牢獄で指輪を守るだけの日々が、何年か続いた。

　姉を殺し、父を殺した村人たちの代わりに生け贄になる日々。

　自分をあっさり売った母親のために生け贄になる日々。

　その数年で、考えることはたくさんあった。

　世界について。

　自分について。

　生きる意味について。

　世界の暗さについて。




　まあ、しかし、それはこの世界ではよくあることだった。とくに彼が生まれたローランド帝てい国こくでは、《黒叡》の指輪──なんてものがなかったとしても、そう変わらない毎日が待っていたのかもしれない。

　もちろんそのことは、村を出てから知ったことだが。権力を拡大させた貴族たちが、やりたい放題に振る舞っている状じよう況きようは、村を出てから、知ることになるのだが。

　しかし、そのときの自分の思考の中心は、どうやって自由になるか、だけだった。

　どうやって世界に復ふく讐しゆうするか、だけだった。

　数年後。

　彼は牢獄の中、《黒叡》の指輪を使いこなすことができるようになっていた。

　その力があれば、村の人間を皆みな殺ごろしにできる、という確信を持てるようになっていた。

　だが、牢から出ることが、できない。

　その牢は、自分の祖先であるハルフォード・ミランによって、《黒叡》の指輪の力が無効化されてしまう魔術が施ほどこされていた。

　だからじっと待っていた。

　なにか、奇き蹟せきが起きるのを。

　牢から出ることができる、きっかけがあるのを。

　そしてそれは、起きた。

　村が襲われたのだ。

　とある、貴族に。

　その貴族は小しよう児に性愛の趣しゆ味みを持った、異常者だった。

　小さな村を襲っては、子供を連れ去っていた。もちろんそれは後に聞いた話で、そのとき、自分の村がおかれた状況については、わかっていなかったが。

　だが、村は襲われ、大混乱になった。

　そのどさくさに紛まぎれて、母が彼を助けにきた。

　そのときの母の顔を覚えている。母は彼の名を呼んだ。必死の形相で、彼の名前を呼んだ。だが当時、自分がいったいなんという名前だったのかは、覚えていなかった。自分を売った親がつけた名前に意味を見つけることができなかったし、なにより、誰だれにも名前を呼ばれない日々が、長く続きすぎた。

　だが、母は自分の名前を呼んだ。

　よく知らない名前を呼んだ。

「アイネル！　一いつ緒しよに逃げましょう！」

　そう、叫さけんだ。

　そして牢の鍵かぎを開けた。

　彼を抱だきしめた。

　そのとき自分の髪かみは、ずっと手入れもせず、切っていなかったので、長く、長く、腰こしの下まで伸のびていたのを覚えている。

　彼は抱きしめられながら薄く、笑った。

　この日を待っていたから。

　この日だけを待っていたから。

　だからずっとこうしようと思っていた通りの行動をした。

　そのときがきたら、こうしよう、と、思っていた通りの、行動を。

「……闇やみよ」

　と呟つぶやいた。

　右手には指輪がはめられている。

　世界を闇で染めることができるという、《黒叡》の指輪がついている。

　なぜか、涙が溢あふれ出していた。

　おそらくは、歓喜の涙だ。悲しむ理由は、たぶん、なかったと思う。

「有れ」

　足あし下もとの影かげが伸びた。

　そこから獣けものが現れた。

　闇の獣。

　暗い暗い、自分の心の闇から生み出される漆しつ黒こくの獣。

　獣は自分に抱きついてきている、女の体に食らいついた。

「え!?　なに!?」

　と、言ったのが、母の最後の言葉だった。

　母の死体が床ゆかを転がった。

　彼はそれを、涙に濡ぬれる冷たい瞳ひとみで見下ろし、それから牢を出た。

　体がうまく動かない。狭せまい牢に閉じ込められ続けていたので、体がうまく動かない。

　何年ぶりに牢を出たのか、それはもう、わからなかった。

　髪が揺ゆれる。

　風で髪が揺れる。

　廊ろう下かに出ると、外に何人かの牢を守る役を受けている村人がいた。

　こちらを見て、驚おどろいた顔になる。

「な、なんでおまえが外に──」

　だが、すぐに彼は獣を放った。

　それで全員、血で真っ赤に染まった。

　外に出る。

　新しん鮮せんな、動きのある外の空気に、むせるかと思った。

　村は燃えていた。

　人が悲鳴をあげながら燃えていた。

　馬に乗った数人の兵士が、笑いながら村中の大人たちを殺し、子供を捕つかまえていた。

　それで彼は、この世界がどういう場所なのかを知った。

　その中でいま、どういうわけか自分には村の人間を助ける力があった。自分がはめている指輪には、それだけの力があった。

　だが、

「…………」

　そうはしなかった。

　ただ、見ていた。

　大人たちが殺されるのを。

　子供が連れ去られるのを。

　それほど長い時間ではなかった。

　十分ほどだ。

　兵士たちは、すぐに帰っていった。

　外に出ると、大人たちは泣き叫んでいた。

　子供を失って。

　家族を失って。

　くじ引きで当たりを引いてしまったというだけで平然と子供を牢の中に入れることができるくせに、自分の家族を失うとこいつらは泣くのだ。

　人間というのは、どうやらそういう生き物らしかった。

　一人が、こちらに気付いた。

　驚き、慌あわて、こちらを指差して、

「『指輪の守』のガキが牢を出てるぞ！　捕まえ……」

　言葉は、しかし、そこまでだった。

　彼は指を振ふるった。

　指輪を振るった。

　それで、村人の上半身が宙を舞まい、地に落ちた。

　それからどれくらいの人間を殺したかは、わからない。

　とにかく、全員殺した。

　目についた村にいる人間は全員、殺した。

　復讐心からそうしたわけでは、たぶんないと思う。

　ただ、自分がこの指輪を持っていることを知っている者が、一人でも少ないほうがいい、と、なぜかそのとき、思ったのだ。

　兵士を殺すことができるだけの力。

　村人たちが、封ふう印いんしておかなければいけないと思うだけの力を、自分が持っている──その事実は、極力誰にも知られないほうがいい、と、そのとき、彼は思ったのだ。

　でなければまた、牢に入れられる可能性があるから。

　力を、奪うばわれる可能性があるから。

　だから、彼は、おそらくは同族であろう村の人間たちを、殺して回った。

「や、やめろ」

「助けてくれ」

「おまえは英えい雄ゆうの末まつ裔えいなんだぞ！　あの、ハルフォード・ミランの末裔なんだぞ！　こんなことをして……こんなことをしていいと思っているのか！」

　そんな戯たわ言ごとを吐ぬかす大人たちを、皆殺しにした。

　そして、彼は外の世界へと、出た。

　世界の仕組みは、とてもおもしろかった。

　英雄の末裔──そんなものの存在が馬ば鹿か馬鹿しくなるほどにそこは暗く、汚きたなく、複雑だった。

　ただ、シンプルな部分もあった。

　権力者たちが大きな力を振るい、弱者が食い物にされる構造。

　そこだけはひどく、シンプルだった。

　だから、その中で上へと昇のぼっていく必要があった。

　二度と、あの牢に戻もどされないために。

　二度と、世界を呪のろって、暗くら闇やみに沈しずまないために、力を手に入れる必要があった。

　そしてそのためには、教育がいる。

　魔ま法ほうや、権力者たちへ繫つながっていくだけの知識やコネがいる。

　それを平民育ちの──いや、牢の中で飼われていただけの獣以下の子供がどう手に入れていけばいいのか？

　彼はそれだけを考えながら、日々を過ごした。

　幸い、自分には隠かくしている秘密の力があり、どうやらある程度の美び貌ぼうに恵めぐまれているようだった。そしてその美貌は、前に村を襲おそった小児性愛者のような輩やからには好かれるらしい、ということも、わかった。貴族には、その手の趣味の人間が、多く存在するらしい。

　そこで、カーラル・フロワード侯こう爵しやくという貴族に彼は取り入り、息子むすこになることに成功する。そしてフロワード卿きようの下もとで高い教育を受け、権力への道を開くことに成功する。

　そこで問われるのは優ゆう秀しゆうさと、従順さ。

　そして、愛だ。

　醜みにくい豚ぶたに対して、愛を持っているように、振る舞い続けること。

　だが、彼にとってそれはたいした問題ではなかった。牢ろうの中にいるよりも、ずっとずっと、簡単なことだった。

　だがその、父も殺した。

　結局近しい人間を、彼は全員、殺してしまっていた。







　するとそこで、砂さ漠ばくに立つ少年が、言った。




《ミランと──かつての英雄の名前を君は、フロワード侯爵に名乗っているのに、君の周りには死が溢れすぎているよねぇ》




　まるで、いま、フロワードが考えている思考を見み透すかしているかのように、少年は言った。




《君は結局、みんな殺す。全部殺してしまう。《黒こく叡えい》の指輪に、魅み入いられてるのかな。すべてを手に入れて、なのにそれを壊こわしたくなるような衝しよう動どうが指輪に込こめられているんじゃないの？》




　という言葉に、フロワードは、聞く。

「そうなんですか？」

　すると少年は笑った。




《いや。込められてないよ。その指輪にあるのは、ただ、闇を操あやつる力だけ。だからみんなを殺しちゃうのは、君の資質だ》




「…………」




《家族を。主あるじを。恋こい人びとを殺しちゃう──それが、君の愛情表現なのかなぁ。

　なんか、君とよく似た奴やつを他に僕は知ってるけどね。ほとんど同じ境きよう遇ぐうで、同じように虐しいたげられ、いじめられ、閉じ込められてた奴を知ってるけれど……でも、まったく君とは違ちがう性格と育ちをしてるから、やっぱり、生まれつきの資質だと思うんだよねぇ》




　それに、フロワードは聞く。

「誰だれの話をしてます？」




《ライナ・リュート》




　と、少年は言った。シオン・アスタールがご執しゆう心しんの、『複写眼アルフア・ステイグマ』の化物の名前だ。




《でも彼と君の間で、似てるところもある。たとえばシオン・アスタールに惹ひかれるところとか》




「…………」




《自分が一番前に立たずに、誰かを立たせることに意味を感じるところとか》




「…………」




《ほんとは寂さみしがりで、誰かを支えたいっていう気持ちがあるところとか。でも、シオンは君には応こたえてくれない。ライナの愛には応えるけれど、君の愛には応じてくれない》




「…………」




《で、君はまた、殺しちゃう。ライナ・リュートはふられたところで、すねたり泣いたりするだけで平気だけど……君は、一度でも愛を裏切られると、殺しちゃうんだ》




　そんな、お喋しやべりな少年を見つめながら、フロワードは言った。

「……ですから、あなたは私のなにを知ってるというんですかね？」




《だから、全部だよ》




「仮にでは、私のすべてを知っていたとして、いったい、私になにをしてほしいんですか？　そもそも、あなたが何者の立場として、言葉を発しているかがわかりません」

　するとそれに、少年は言った。




《だから世界だよ。この世界。理ことわりの代表。君たちの代表。いままでは、ずっと静観してきた。女め神がみが大地を喰くらおうが、勇者がすべての闇やみを斬きり裂さこうが、人間が神に反はん抗こうしようが、誰が黒幕だろうが、結局理は壊れなかったから》




「…………」




《所しよ詮せんはみんな、理の中であがく。理の中で、はしゃぐ。

　真実はどこだ？

　真実はどこだ？

　真実はどこだ？

　そんなものを求めたところで、いま、ある、これが真実なのに。人は死ぬ。神も死ぬ。世界も死ぬ》




「…………」




《でも、今回はちょっと、違いそうなんだよね。神からの干かん渉しようが遮しや断だんされちゃうとか、なにか、おかしいんだ。もちろんそれも、理の内側の出来事だと信じて、静観していることもできたけど》




「…………」




《一いつ匹ぴき、この世界の理の中にはいちゃいけない、外の生き物が物語の中に混じり込んじゃってて……だから、プログラムが破は綻たんしそうなんだ。そしてそれを、君に排はい除じよしてもらいたいとそう思って、こうして出てきてみた》




　少年のその言葉に、フロワードは聞く。

「で、今度のそれは、誰なんです？」




《それもライナ・リュート》




　ライナ、ライナ、ライナだ。どうやら、メノリスと名乗ったこの少年は、ライナが気に入らないらしい。

　フロワードは少し首をかしげて、言った。

「……ライナ・リュート、ですか。そこまで大層な男には見えませんがね」




《いつも眠ねむそうだしね》




「…………」




《でも危険だって、もう、君も気付いてただろう？》




「…………」




《彼がいるだけで、この世界の理はねじ曲がる可能性がある。なにより、彼は今回、本当にこの世界を貫つらぬき、破ってしまうような魔ま法ほうを生み出してしまう可能性がある》




「……世界を貫く、というのは、千年に一度崩ほう壊かいするこの世界を壊し、外へ出られる、ということですか？」




《そう》




　と、うなずく少年に、フロワードは聞く。

「ふむ。ですがなぜ、それを私が防ぐ必要があるのでしょう？　ニンゲンである私にとっては、それはメリットのある話では？　むしろ、私はライナ・リュートを守る側につくのが、順当な話ではないですかね？」

　が、少年は笑って答えた。




《そうかもね。この世界から出たいのであれば、そうだろう》




「……やはりあなたは、おかしなことを言う。この世界から出なければ、あと十年でこの世界は終わるのですよね？」




《うん》




「なら、出るべきでしょう。つまり私は、全力でライナ・リュートを守る必要がある」

　少年は笑う。




《君がライナを好きでいられるのならね》




「それは、どういう意味です？」




《彼は世界を貫く。そしてその先には新しい未来が待っているが、君の欲しがっているものは手に入らない》




「……私が、欲しがっているもの？　はて、それはなんでしょう？」

　すると少年はにやにやと笑って、言った。




《シオンだよ。シオン・アスタール》




「…………」




《君が欲しいのは、シオンだ。まだ、自分じゃ気付いていないかもしれないけれど》




「…………」




《冷たく、賢かしこそうに見える君の中には、実は理性がない。自分が認めている誰かに、愛されたい。愛されたい。愛されたい。君にあるのは、それだけだ。君はかつて、こう言ったろう？　『シオン・アスタールが進む覇はの、闇を担にないましょう』。は、はは、ははは。なにが、覇だよ。実際は、シオンを好きになり、愛されたいだけのくせに》




「…………」




《もっと言えば、愛されることでしか自分をもう、認められないんだ。親に生け贄にえに捧ささげられてしまったから。そしてそれを殺してしまったから──信しん頼らいできる相手を見つけ、愛してもらえなければ、もう、自分を維い持じできない》




「…………」




《でもそれは、とてもニンゲンらしいよ。理の中の発想だ。そういうのはいい。愛欲に狂くるって、正しい道を歩けない──それは、理の中だ。ニンゲンは、目の前の愛に狂うようにプログラムされているから。だが、ライナは違ちがう。あのバケモノは違う。目の前の愛に狂っている間は、ごく、普ふ通つうのニンゲンに見えるが──愛されたい愛されたいと叫さけんでいる間は、とても普通の、弱い、強い、かわいらしいニンゲンに見えるが──あのバケモノが愛を手に入れてしまうと急に、プログラムが狂う。理から出てしまう。なのに最近、あのバケモノは自分が愛されていると、気付いたらしい》




　という言葉に、フロワードは少年を見つめて、言う。

「……それが、あなたがたにとっては、都合が悪い？」

　すると少年は肩かたをすくめて、答えた。




《うーん。それは、難しいね。だからどうした、って、話もあるし、世界の理がライナに壊こわされて困ったなぁという視点もある。もちろん、あと十年で世界がリセットすれば、それは今まで通りでとてもスムーズではあるんだけど……でも、そこらへんも、どちらを選ぶかは、ライナじゃなくて、ニンゲンが決めるべきじゃないかなぁ、というのが、僕の意見でね》




「それでは選せん択たく肢しがないでしょう。

　十年で消える──

　そのさきも生きられるかもしれない──

　この二択たくでは、後者を取るしか……」

　が、遮さえぎって少年は言った。




《十年で消えても、また生まれ変わるよ。記き憶おくが残らないから、生まれ変わっても仕方がないと思うかもしれないけれど……でも、理ことわりを壊すと、存在自体が消えるかもしれない》




「…………」




《それに、もっと悪い状じよう況きようになる可能性だって、ある。たとえばいま、この世界でニンゲンが使ってる魔法は、かつての千年で、あがいて、あがいて、あがきまくったニンゲンたちが、自分たちを魔法化したことによって生まれたんだ。君たちが魔ま方ほう陣じんとして描えがいて使っている、精せい霊れい、と呼ばれている存在は、かつてはニンゲンだったんだ。でも、そのニンゲンたちは毎日苦しんでいる。死ぬこともできず、といって意識が消えることもなく、永遠の絶望の中で泣き叫んでいる。生まれ変わることはない。ずっと苦しむだけだ》




「…………」




《で、希まれにだけどそういうことが起きる。ライナっていう、理の外のバケモノがいくつかの条件を満たすと、この世界では起きるべきじゃないことが、起きる》




「で、それを私に止めろ、と、頼たのんでるんですか？」




《うん》




「ライナ・リュートを殺せ？」




《まあ、それもいいけど。ライナが、目の前の愛に狂うようにさえなれば、いい。ニンゲンらしく生きるなら、いい》




「というと？」




《たとえば、ライナが愛している者を、殺すとか。そういうことが起きれば、ライナはそれに囚とらわれ、まるでリューラ・リュートルーのように、その、愛する者を生き返らせようとするかもしれない。とてもニンゲンらしく、今回の『生』を、生きようとするかもしれない》




　そこまで聞いても、やはり、なにを言われているか、わからなかった。

　まず、第一に、

「……それを私が行うメリットが、見えてこないのですが」

　しかし少年は半眼でこちらを見上げて、言った。




《……ほんとに？　そんなこと、ないでしょう。君はシオンを手に入れる。邪じや魔まなライナは排はい除じよして、満足した状態で十年を過ごし、世界はリセットされる》




「……興味、ないですねぇ」




《そう？　そうかなぁ。それはそれで、いいけどね。僕は君がこれに、興味があると思って、話してるけど》




「なんのために？」




《理のために》




「は。まず、理に興味がないです。私はニンゲン側ですから。それに、なにか勘かん違ちがいしているようですが、私はどちらかというと、愛には狂えないほうですよ。効率のほうに興味があるニンゲンです」




《へぇ》




「馬ば鹿か馬鹿しい、情のようなものには興味がありません。まあ、あなたがくれたこの、世界の真実とやらが書かれた手紙によると、だからこそ私の力は、いまいち真実には届いていないようですが──」

　すると少年がうなずく。




《そう。君は弱い。愛をもっと暴走させないと、ニンゲンは強くなれない。だからシオンを愛せよ》




「ははは、力を得られるのなら、そうしますが──」




《得られるよ》




「ですが、個人が力を得たところで、いまさらどうなります？　世界は──」




《変わるよ。ライナを殺したり、ライナの周辺の人間を殺せば、変わる》




「…………」




《あと、前の君はそうしたんだ。そしてライナの暴走を止めた。だから今回もきっと、そうすると思って、僕は声をかけたんだ》




「……前の、私？」

　フロワードは、少年を睨にらむ。

「それは、いまの私のことでは、ないですよねぇ？　まさか、前世とか、そういう話をしてますか？」

　少年は笑って、言う。




《前世どころじゃないよ。前の、前の、前の世界の話。三回リセットされる前の話》




「…………」




《その世界には、《黒こく叡えい》と呼ばれる、強大な力を振ふるうニンゲンがいた。そいつは魔術の天才で、闇やみを操あやつる力を生み出した》




　少年が歌うように言う。

　砂さ漠ばくの中央で、謳うたうように、遠い昔に失われた、古いにしえの言葉を紡つむぎ出す。




《其そが者は闇から生まれた。

　暗い月夜。

　夜のとばり。

　漆しつ黒こくの翼つばさ。

　闇の幻げん影えい。

　影かげの王。

　其が現われしとき、世、常とこ世よ、常闇に包くるまるる宙そらをうめ尽つくすは──』




　それは知ってる物語だ。

　よく、知っている物語だ。

《黒叡》の物語。

　世界を覆おおった、影の王の伝説。

《黒叡》の指輪を代々守ってきた村で、これを知らない者はいない。もしも指輪が外に出れば、世界はまた、闇に包まれてしまうから、生け贄にえを捧ささげて、封ふう印いんをし続けねばならないのだ──と、子供たちに読み聞かせる、呪のろいの物語。

《黒叡》と呼ばれた王は、魔王扱あつかいになっているが、人間だったという。悪逆の限りを尽くし、世界を塗ぬり替かえようとした。

　だが、それを聖騎き士しハルフォード・ミランが、影を操る能力があった指輪を奪うばい取り、その力によって《黒叡》を殺した。

　だからハルフォード・ミランは、伝説の勇者として、後世に名が残っている。

　あのまま進めばきっと、《黒叡》は世界を壊こわしてしまっていたから。

　理ことわりを、壊してしまっていたから。

　フロワードはそれに、目を、細める。

　そのお伽とぎ噺ばなしを最後に聞いたのは、初めてライナ・リュート、及およびフェリス・エリスと戦ったときだった。

　どこで調べたのか、ライナはその、お伽噺について、知っていた。

　それを知っている者はほとんど殺したはずだが、どこかに、文ぶん献けんが残っていたのかもしれない。

　そしてそこから推理して、的確に指輪を攻こう撃げきしてきた。

　だが、そんなことよりも、

「…………」

　そしてもう一度その、影の王の物語を、思い出す。




　其が者は闇から生まれた。

　暗い月夜。

　夜のとばり。

　漆黒の翼。

　闇の幻影。

　影の王。




　そしてその闇を操る魔法を開発したのは、魔術の天才だったのだという──

　とそこで、少年が、嬉うれしそうに言った。




《あ、気付いた？　そう。《黒叡》って、ライナのことだよ。前の前の前の世界で、泣いたり叫さけんだりしてた、《寂しがりの悪魔ライナ》の別名》




「…………」




《で、あのときは、君が理を守った。闇の力で世界を壊そうとしたライナを、殺して君は世界を救った。

　英えい雄ゆうだ。

　勇者だ。

　すべてを壊そうとする魔ま王おうから世界を救った、聖騎士だ。

　そしてあのときは残り三年の世界だった。《黒叡》は必死に世界を崩ほう壊かいさせないように戦っていた。もしかしたら、他のニンゲンたちからは、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くしているように見えたかもしれないけれど──》




「…………」




《でも、それはいい。あのときは、残り三年の世界だった。そして君はその中で、世界が順当に滅ほろぶほうを選んだ。で、だからこそいまがある。逆の言い方をすれば、あのとき世界の理が壊れていたら、いまはないんだ。それを君は、どうとらえるだろう》




「…………」




《十年でリセット。それは嫌いやかもしれない。でも、リセットしなければいまはない。むしろ、自分たちのエゴで世界をどうにかしよう、っていうほうが、僕から見れば破は滅めつ論ろん好きの狂きよう人じんに見えるけど……》




　それに、フロワードは言った。

「……つまり、あなたは保守派で、私もその仲間に見える、と、そういう話ですか？」

　少年はこちらを見る。




《さあ、わからない。本当は君がどうするかも、ライナがなにを望んでいるのかも、未来がどうなるのかも、僕にはわからない》




「…………」




《ただ確かに、保守派だっていうのは、そうかな。みんな変化が好きすぎるよ。女め神がみたちも、勇者も、悪魔も、ニンゲンも、もっと、もっと、もっとって、なにか新しいことを求める。でも、僕はいまが好きなんだ。いまの、この状態でいいと、そう思ってるんだ。だから初めて、ちょっと、手を貸そうと思った。まあ、手を貸せるのも、いまだけなんだけどね。そもそもこの砂漠でしか意識を具現化できないし、それに普ふ段だんは大食らいの《女神》たちに体を食べられ続けていて動けないから、神からの干かん渉しようがないいまだけしかできないんだけど》




　それに、フロワードは聞いた。

「……つまり本当に、あなたは神ではない？」




《違ちがうね》




「では何者なんですか？」




《それはさっき、名乗ったろう？　メノリスだ。君が立つ大地。でも、ほんとはその問いにすら意味を見いだせないくらいの保守派でね。自分が誰だれか？　そんなことに、なにか意味があるかな？》




「…………」




《生まれて、死ぬ。生まれて、死ぬ。それだけで十分だし、それが美しいと僕は思うんだけど》




「そうですか。でもいま、もっともっとと求めることを、まるで子供のようだとあなたは笑ってますが」




《うん》




「あなたが言っているのは、もっといまのままがいい、という発言に聞こえますが」




《あはは、そうかもしれない。で、それに君は共感する》




「しませんね」




《でもシオンは欲ほしい》




「別にそれほどではありません」

　それに、メノリスは笑って言った。




《そう？　まあでも、僕がやりたいことは、終わった。君に伝えたいことも、終わった。だから消えるよ。生まれて初めて誰かと喋しやべったから、少し、疲つかれた》




　そう言って、メノリスの体は、さらさらと砂に戻もどり始めた。

　それを引き留めて、フロワードは、聞いた。

「一つ、質問してもよろしいでしょうか？」

　少年はうなずいた。




《僕が消える前なら、いいよ》




　フロワードは、聞いた。

「この世界は、なんのためにあるんですか？」

　するとメノリスはあっさり答えた。




《知らない》




「あなたは誰に作られたんですか？」




《それも知らない》




「では、黒幕はいったい、誰なんですか？

　あなたは私にライナ・リュートを殺させようとする。もしくはライナ・リュートに近しい人間を殺させようとする。ですがそれをしたがっている黒幕は、いったい、何者なんです？」

　その問いに、しかしメノリスは首を振ふって、やはり同じように答えた。




《だから、知らない。僕の願いは、所しよ詮せんは僕のただの趣しゆ味みだ。ライナがいないほうが、僕が好きな理ことわりは守られる。だからやってくれないか？　と、頼たのんでみただけ。でも、たぶん、そうだな……》




　少し少年は考えるような顔になってから、言った。




《全部は最初に、僕が言った通りだと思うよ》




「……最初とは？」

　と聞くと、少年は消えながら、言う。




《僕はもう、すごく長い間、何万回も、何億回も、何兆回も同じ千年を見てきたけれど……》




「…………」




《黒幕なんて大層なものは、どこにもいなかったよ。もちろん、君が生まれた理由は君の両親が交こう尾びしたからだけど、君は両親を自分が生まれた理由の黒幕だなんて、呼ばないだろう？　君はただ、生まれた。理由なく。意味もなく》

　楽しげに、少年は、言う。




《ただ、ただ、生まれて、死ぬだけ。そしてその中でみんな、あがくだけ。自分の人生を少しくらいはよくしよう、あとちょっとよくしようと、あがくだけ。生まれて、一生懸けん命めいあがいて、そして消える。それは作業だ。まるで作業だ。でもそれをやめて未来へ進もうっていうのは……あまり僕は共感できない。だって未来がなかったらどう責任を取る？　千年リセットという作業をやめて、新しいことをしよう──そう決めて、でもそれが間違っていたら、どう責任を取る？》

　少年の姿は、どんどん薄うすくなる。砂が大地に落ち、存在感が希き薄はくになっていく。




《レムルスという神は、「もう飽あきた」とかいう理由だけで、ひどく無責任に大きな舵かじを切った。リューラとかいうニンゲンは、息子むすこの命のためだけにあっさり世界を売った。なら僕も少しだけみんなの真ま似ねをして、初めて、あがいてみたんだ。で、僕が願うわがままは──

　維い持じ。

　現状維持。

　別になるようにしかならないから、それは叶かなわなくてもいいけれど……君とは利害が一いつ致ちしそうだから、声をかけてみた》




　少年がこちらを見る。

　フロワードは、答える。

「……とても、利害が一致してるとは思えませんが」

　少年が首をかしげる。




《そうかな？　君はシオンが欲しい。僕は現状維持が欲しい。だから君に、情報を与あたえた。そして僕の聖騎き士しは、世界を救うのか、救わな……》

　が、言い終わらないうちに、メノリスは砂になってしまった。

　存在が消え、砂さ漠ばくの中に、暗い、冷たい、夜が戻った。

「……それはちょっと、中ちゆう途と半はん端ぱすぎるでしょう」

　と、フロワードは呟つぶやくが、もう、答えは返ってこなかった。

　それから空を見上げる。

　無数の星と月が浮うかぶ、夜空。

　誰もいない、静かな砂漠。

　その、中で、

「……は、世界を救う、聖騎士？　なんですか、それは」

　指を上げて、悪あく魔まのように赤い唇くちびるをつり上げる。

　細い指に、漆しつ黒こくの指輪がはまっている。

《黒こく叡えい》の指輪。

　親を殺した指輪。

　メノリスの言葉を信じるのならば、かつてのライナが──《悪魔》が作ったという、指輪を見つめる。

　そして。

「親殺しが聖騎士だなんて、皮肉が過ぎますねぇ……さて」

　彼は、目を細め、

「……私が求めるもの。私が……」

　そう呟いて、しばらく、動かなかった。







　第五章　この世界の青さ







　研究室の中で、二人きり。

　兄は一言も喋しやべらない。

「…………」

　フェリスは、だんごを食べていた。黙もく々もくと、だんごを食べ続けていた。

　久しぶりに食べるウィニットだんご店のだんごはとても美お味いしくて、兄にもそれを、わけてやりたくなる。

「……兄様。本当にだんごはいらないのか？　とても美味しいのだぞ？」

　などと言ってみるが、ルシルはこちらを青い瞳ひとみで見下ろして、

「…………」

　しかし、黙だまったままだった。

「兄様」

「…………」

「兄様」

「…………」

　だが、ルシルはまるで、答えなかった。

　どこか、遠くを見るような目でぼんやりとしていて。

　ライナたちがいなくなってから数十分。

　ずっとこの調子だった。

　フェリスはルシルを見つめ、言った。

「ちょっと、ひどいぞ、兄様。久しぶりの再会なのだ。なのに、その態度はどういうことだ？」

「…………」

「まあ、いい。兄様はいつもそうだからな。私にはなにも言わず。イリスにもなにも言わず、ただ、一人で抱かかえ込んで」

「…………」

「まったく、シオンの奴やつに、そっくりだ。ライナもそうか。男どもはみんな、一人で勝手になにかやるのがかっこいいとでも、勘かん違ちがいしているのか？」

「…………」

「話せ、兄様」

「…………」

「いいから、なにか話せ。でなければ、嫌いやがらせをするぞ？」

「…………」

「これが最後の忠告だ。妹からの、忠告。このままなにも話さないつもりなら、兄様がすごく嫌がることを私はする。いいのか？」

　だが、ルシルはやはり、話さなかった。

　無言のまま。

　妹の話など取るに足らないことで、聞く必要はないとばかりの顔。兄は相談してくれない。決してなにも話してくれない。

　だが、もう、いまは状じよう況きようが違うのだ。

　フェリスは、仕方ない、とばかりに首を振り、それから手に持っていたウィニットだんご店のだんごの中から、一本を取り出した。

　そのだんごにはとろりとした餡あんがたっぷりかかっており、食べ終わったあとは手が汚よごれてしまって、必ず洗うはめになってしまう、というだんごだった。

　それを、

「これが、うまいのだ」

　と、フェリスは掲かかげた。

「だから兄様にも、食べさせてやろう」

　と、兄に近づいていった。

　ルシルはそれでもこちらを無視だった。

　だが、フェリスも無視でだんごを兄の口に近づけていく。

　それでやっと、少しルシルが反応した。顔を、そらそうとしたのだ。だが、一定以上は、逃にげることができない。なにせ彼は、いま、磔はりつけにされているのだから。

　首をそらして逃げようとするルシル。

　だがそれに、フェリスは言う。

「大だい丈じよう夫ぶだ兄様。逃げる必要はない。うまいのだ」

「…………」

「さあ食べろ。私のお気に入りのだんごだ。さあ、さあさあ」

　と、口に無理矢理押しつける。

　ルシルは口を開かないが、無視してぐいぐい押しつける。

　すると兄は、冷たい瞳でこちらを睨にらみ、威い圧あつしてくる。

　兄の全身から殺気が噴ふき出す。

　それにフェリスはびくっと震ふるえ、それからにやっと笑い、

「もうあきらめろ兄様。兄様は私のだんごを食べるのだ」

　ぐいぐい押していく。兄の唇でだんごとだんごの餡がぐにぐにとこすれる。

「……うう」

　と、ルシルが嫌そうにうめいたのが、聞こえた。

　それにフェリスは笑えみを浮かべ、

「観念しろ。食べればうまいから」

　というのにルシルは、もう、観念したのか、ため息を「はぁ」とつく。

　そしてその瞬しゆん間かんを、フェリスは逃のがさなかった。その、ため息によって開いた口に、ぐいっとだんごを押しつける。

「……ぬぐもご」

　などと、ルシルが間ま抜ぬけな音を漏もらした。

　あの、兄様が……

　だんごを口に、苦しそうにくわえて──

　刹せつ那な、フェリスは耐たえられなくなり、

「…………」

　ルシルに背中を向け、口を押さえて笑いをこらえようとして、我が慢まんできずに、

「……ぷふふ」

　と、笑った。

　だって、兄のそんな姿は、生まれてこの方、見たことがなかったのだ。

　いつも優やさしく、絶対的で、人間味を感じられなかった兄の口が、いま、だんごの餡だらけになっていて。

　振ふり返ってみる。

　するとやはり、ルシルが口で、だんごをもぐもぐやっていて。

「……兄様、正気か!?」

　自分がやらせたくせに、フェリスが言うと、もう、あきれきったような目でルシルがこちらを見て、

「……ちょっとこれ、ひどすぎると思うよ、フェリス。あとでお仕置きだ」

　初めて、喋しやべった。

　口からだんごの串くしが落ちる。フェリスがそれを、床ゆかに落ちる前につかむ。串に三個ついていただんごが一つ、減っている。

　兄が、一個食べたのだ。

　フェリスはそれを見つめ、それから兄へと目をやって、胸を張って、言う。

「お仕置きは嫌だ」

「ならこういうことはやめなさい」

「兄様こそ、私を無視するのをやめろ。子供みたいだぞ」

「子供は君だよ」

「兄様だ」

「君だ」

「兄様だ」

「……もう、いいけどさ」

「兄様」

「ん？」

「だんごは、うまかったか？」

　と、フェリスは聞いた。

　ルシルがこちらを見て、舌でぺろっと唇くちびるについている餡を取って、言った。

「ああ。そうだな」

「だろう！　ウィニットのだんごはうまいのだ。一度、兄様に食べてもらいたいと思っていたのだ」

「そうか」

　という、兄の言葉に、

「そうだ！」

　と、フェリスは大きくうなずいた。

　するとルシルはまた、目を細めて笑った。

　フェリスも微笑ほほえみ、兄に聞く。

「で、兄様」

「なに」

「さっきの、ライナの言ってたことは、本当か？」

　それは兄が、彼女を守るために自分を犠ぎ牲せいにした──という話だ。

　だがそれは、もう、わかっていたことだった。

　兄は昔からずっと優しくて、普ふ通つうの人間として接してくれたのは、この家では兄だけで。

　そして、彼女が父と母に襲おそわれた日に、兄が守ってくれて以来──兄はおかしくなってしまっていた。

　だが、きっとそこで、なにか悪いことがあったのだ。あの日以来、兄は笑わなくなった。まるで心を失ったかのように、表情をなくした。そして、彼女を遠ざけるようになった。

　フェリスは、聞く。

「あの日……あの、私が襲われた日……父様や母様から守るために、兄様は変わってしまったのか？」

　するとルシルは首を振って、言った。

「違うよ。君は関係ない」

「噓うそだ」

「私は私の理由で、大きな力を手に入れようと……」

　だが、遮さえぎってフェリスは言った。

「噓だ！　噓だ噓だ！」

　そしてもう一度、だんごを掲げた。串にはまだ、だんごが二つ残っている。

　ルシルが顔をしかめる。

「フェリス。やめなさい」

「嫌だ。兄様が噓をつくのなら、まただんごを押しつけてやる」

　だがルシルはこちらを見つめて、言った。

「だんごのことじゃない」

「じゃあなんだ」

「目に涙なみだを溜ためるのを、やめるんだ。君がこのことで、泣く必要はない」

　それにフェリスは、顔を歪ゆがめた。それで、やめろと言われたのに、目から涙が溢あふれてきてしまった。

　彼女は拳こぶしを振り上げ、兄の肩かたを殴なぐり、

「だって……」

　と、言った。

「だって、兄様が悪いじゃないか」

　と、言った。

「勝手にいろいろやって……私はなにも知らないままで」

「…………」

「……兄様は、私を救うために、犠牲になったのだろう？」

「…………」

「それはでも、わかってたんだ。私は、わかってた。なのに、怖こわくて聞けなかった。兄様がなにをしてるのか、聞けなかった。私は……私は……」

　だが遮って、ルシルはフェリスの頭に、頰ほおをあててきた。そのまま彼女が静まるように、と、小さく、「大だい丈じよう夫ぶ」と、言う。「大丈夫。大丈夫だから、落ち着いて」と。

　そしてその言葉を、感かん触しよくを、彼女は知っていた。

　子供のころ、彼女が両親に殴られたり、殺されかけたりするたびに、大丈夫、大丈夫と、兄が撫なでてくれて。

　そして兄は言うのだ。

　いまは辛つらいかもしれないけれど、でも、君はみんなに愛されているんだ、と。

　かわいいから、愛されているんだ、と。

　彼女はそれまで、愛を教わったことがなかった。兄が説明してくれるまで、愛という言葉を、聞いたこともなかった。

　愛が必要のない世界だったから。

　だが、兄は愛について、語った。

　厳しい習練によって、日々、感情を失なくしていく彼女を、人間でいさせるために、兄は「君は両親に愛されている」「妹に愛されている」「世界に愛されている」と、繰くり返した。

　いま思えばそれは。

「…………」

　ライナや、シオンたちに出会ったいま、振り返ればそれは、すべて、彼女を守るための言葉だった。

　彼女が生まれた環かん境きようは劣れつ悪あくで、人の感情というものが失われていたのに、ルシルはそれを、ずっと守ってくれていて。

　そしていまも、彼は言うのだ。

　彼女の──妹の頭を撫でながら、

「フェリスはなにも、悪くないよ。君はまだ、幼かったんだ。まだ、十四歳だった。だからなんの責任も感じる必要は……」

　が、フェリスは首を振った。

「兄様だって、子供だった」

「…………」

「ずっと幼いころから、兄様もあの家で、苦しんでいたはずだ。それも兄様には、私やイリスと違ちがって、守ってくれる人がいなかった」

「…………」

「頭を撫でてくれる人がいなかった」

「…………」

「なのに、独りで全部を抱かかえて、私たちを守っ……」

　だが遮って、ルシルは彼女に言った。

「なぁフェリス」

「……う？」

「私は、兄だからいいんだ」

　あっさり、そんなふうに言った。だが、そんなはずがなかった。兄だから犠牲になってもいい、なんて理り屈くつは、聞いたことがなかった。

　フェリスは顔をあげて、兄を見た。

　ルシルは優やさしい顔をしている。

　前と同じ。

　昔と同じ。

　たぶん、元に戻もどったのだ。

　神からの干かん渉しようとやらがなくなったせいか、兄は──

「また、私の兄に、戻ってくれるのか……？」

　そう、フェリスは聞いた。

　するとそれに、ルシルは答えた。
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「ずっとそうだったよ」

「…………」

「ずっと、君と、イリスの兄だった」

　それにフェリスはまた、涙が出そうになった。顔をくしゃくしゃにして、兄の胸に、抱だきついた。

　そして──




　　　　◆




「…………」

　兄と妹の感動の再会が行われているであろう、研究室の、隣となりの部屋。

　そこに、ライナはいた。

　床ゆかにあぐらをかいて、父が残してくれたいくつかの書物をめくる。

　やはりそこには、普通じゃ理解できないような複雑な魔ま導どう式しきが大量に書かれている。

「ふーむ」

　ライナは指を振ふるってみる。

　光で魔ま方ほう陣じんを描えがいてみる。

　消してみる。

　また書いてみる。

　父が残した研究はどれもとても凄すごくて、魔法について少しでも深く学んだことがある者なら、鼓こ動どうが速くなってしまいそうなほどに興奮するような術式のオンパレードだった。

　指を動かす。

　消す。

　指を動かす。

　消す。

『複写眼アルフア・ステイグマ』を発動して解かい析せきする。

『複写眼アルフア・ステイグマ』でも解析仕切れずに、指で描いてみて、どうなってるのかを確かく認にんする。

　途と中ちゆう、理解できなくて一時その研究についての解読は中断し、他の書物を開く。

　また壁かべにぶつかって中断し、別の書物を開く。

　それでも七つくらいは、新しい魔法を覚えてしまった。そういうのは得意なのだ。父ほど天才的な魔導知識はないが、しかし、構造を理解するのと、暗記するのは昔から速くて。

「……札を使う、魔法か」

　とある書物に書かれていた禁きん呪じゆを繙ひもとく。

　しかしそれはもう、禁呪ではなかった。禁呪というのは、ひとたび発動してしまえば解呪することのできない呪のろいのことで、だからこそ封ふう印いんされているはずなのだが、父はその、禁呪の解呪法を確立し、さらにその上に新しい術式を載のせ、まったく別の魔法を生み出してしまっていた。

　そしてその中でも、どうも父親が好んで使っていたのが、この、呪じゆ符ふを使った魔法のようで。

　その、魔法の構成を、読み解く。

　宙空に指を舞まわせる。

　すると部屋の棚たなに置かれていた鞄かばんが一つ、落ちる。革製の、アタッシュケースのような、鞄。

　鞄が開く。

　鞄の中から、大量の札が出てくる。数枚が、宙を舞う。

「……おーおー、これか。親おや父じこれ使ってたなぁ」

　リューラはこれで、自分の姿をコピーして身代わりに使ったり、敵を拘こう束そくしたりとやりたい放題なのを見たことが、あった。

　だが、いま、ライナの実力では、数枚を宙に浮うかせるのだけでもとんでもなく大量の集中力を消費してしまって──

「うおおおお、まじで？　これをあんなふうに使ってたの？　やっぱバケモノすぎ……」

　と、言いかけて、止やめる。

「ああ～、いや、その～」

　だんだんコツを摑つかみ始める。

「んー、こうかな」

　指を振る。

　すると二十枚ほどが宙を舞う。

　脳内に展開した魔方陣に、少し手を入れる。リューラ用にカスタマイズされていた魔法の構成を、自分にあった構成に書き換かえてみる。

　もちろん、リューラが作った構成は相当考え込まれていて、無む駄だなところがまるでないのだが、それをもう少し緩ゆるく、自分向けに変へん更こうする。もちろんそれをすると威い力りよくは下がるし、効果も減るだろうが、

「ほい」

　と、ライナがもう一度指を舞わすと、彼を中心に札が竜たつ巻まきのように規則的に回り始め──

「……ふむ。ふむふむ、なるほどねぇ。ちょっと、あー、そうだな。仕舞われろ」

　両手の指を、くるくると動かす。

　すると鞄の中に、札が戻る。その中の一枚がぐいっと伸のびて、鞄の蓋ふたをしめようとして、しかし、蓋に届かず戻る。

「ありゃ？　ミスった」

　と、彼は笑う。

　だが、初めて使ったにしては上等だろう。これももしかしたら、使いこなせるようになるかもしれない。

　まだ、ひどく、

「……精神が疲つかれちゃうけど」

　指を舞わす。札が一枚鞄から出てきて、部屋に置かれた小さな机の上から、一冊のノートを持ち上げて、こちらに運んでこさせる、途中で、

「……ぜはっ」

　ライナは、止めていた息を吐はき、そして吸う。

「だめだぁ。全然魔法維い持じできねぇ～」

　と、楽しげに、呟つぶやく。

　そして立ち上がり、落ちた本を拾う。

　本の中身は、『未来眼トーチ・カース』の使用法について──だった。

　つまり、エーネと言う名の、『未来眼トーチ・カース』をどう、有効利用するかについての研究が、そこにはあった。

　そしてそこで、彼はエーネのことを、思い出す。ルシルに喰くわれて、殺された彼女のことを。

　もちろん、エーネはいまは生きている。リューラが命を使って生き返らせたので、生きている。

　だが、彼女の中にあった未来を見る能力は、すでに失われてしまっていた。

　ルシルが、喰ったから。

　いや、リューラはルシルに、『未来眼トーチ・カース』を喰わせたがっているようだった。

　つまり、ルシルも、エーネも、リューラは両方、利用しようとしていたのだ。

　だからたぶん、このノートの中にルシルが喰った『未来眼トーチ・カース』の能力を、今後どう使っていくべきか、なんてことがおそらく書かれているはずで。

「……未来。未来を見る、ねぇ。そりゃ、『複写眼アルフア・ステイグマ』よりも、嫌いやな能力だろうなぁ」

　ライナは指で、自分の目のまわりを撫なでながら、呟いた。

　とそこで、別の部屋で、

「噓うそだ！　噓だ噓だ噓だ！」

　という、強い声が響ひびいた。

　フェリスの声だ。

　声は感情で震ふるえていた。

　ライナは半眼でそちらを見て、

「ん～、まだ、もう少しかかるかなぁ」

　本当に、フェリスとルシルは、久しぶりの再会をしているはずなのだ。それは、何年ぶりかわからないくらいに、久しぶりの再会。

　もちろんルシルが、フェリスに心を開けば、だが。

「あの声の様子なら、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　フェリスは兄には妙みように遠えん慮りよしているところがあるように見えたが、しかし、基本はいつも真まっ直すぐで、純じゆん粋すいで、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなので、あそこまで感情が昂たかぶっていればきっと、ルシルは押しきられてしまうだろう、と、ライナは思っていた。

　いや、彼女の真っ直ぐさに、いつもライナ自身が救われてきたのだから、きっと、

「ルシルも救われちゃうだろなぁ」

　と、彼は独り、笑う。

　だから、磔はりつけの拘束具から、ルシルを解放していないのだ。逃にげることができないように。

　あの、どうやって育ったらこんなにわがままになるのか、というくらいにやりたい放題の妹から、逃げることができないように。

「はは。ちょっと、どんなことになってんのか、覗のぞいてみたいけどねぇ」

　と、部屋の扉とびらのほうへと目をやり、でも、首を振る。

「……二人の再会が、うまくいくといいな……」

　と、ライナは笑い、そのまま床に寝ね転ころがる。指をもう一度振る。

　札をもう一度動かす。

　やはりまだ、脳と精神力に負ふ荷かがかかる。

　少しだけ辛つらそうな顔になりながら、

「ん～……くそ、まだ、自分で動いたほうが楽だな。練習で、効率的に使えるように、なんのかなぁ」

　と言いながら、書しよ棚だなにある本を二冊、札に持ってこさ──

「……あ痛っ」

　しかしその途中で気が抜ぬけて、札にかかっていた魔法が解け、本が顔面に落ちる。

　ひどく痛い。

「……あ～、なんだ。痛くてやる気なくなった。寝よかな」

　なんて言って、床ゆかに寝そべる。笑う。再び起き上がる。

　たぶん、読んだ知識や魔法については、きちんと整理して、まとめていかないといけないはずだった。

　これほど複雑で、大量の文ぶん献けんを体系立てて整理し、誰だれもが理解できるように編へん纂さんし、その上で、世界をひっくり返すようななにかを作り出すためには──

「一人じゃ、無理だもんなぁ」

　もちろん、時間があれば別だ。

　たぶん、数年もらえれば、いけるはずだった。なにせ彼は、魔法についてだけはけっこう、興味があるのだ。他のすべてのことには正直、やる気のやの字も出てこないところはあるのだが、魔法にだけはかなり興味とおもしろみを感じていて。

「……こりゃ、遺伝かなぁ」

　と、彼は笑う。

　それは、リューラから遺伝した、資質なのかもしれない。

　そしてここにある研究資料を、一人占じめしたいと、思う。

　父親が残してくれたこの、研究室を、自分だけで使いたい、という気持ちはあるが、しかし、

「……そうは問屋が卸おろさないってね」

　タイムリミットは、七か月。

　神々が再び介かい入にゆうしてくるまで、たった七か月しかないのだ。

　そして七か月経てばきっと、また『女め神がみ』が襲おそってくる。

『勇者』がシオンを蝕むしばむ。

　他にも、見たことも聞いたこともないような、人間の上位に立つ存在たちが、活動を始めてしまう。

　だからその前に、

「……ニンゲンたちで、世界をひっくり返すような魔ま法ほうを、作らないと」

　そのためには、ミラーが言う通り、助手が必要だった。

　初めから、チームで研究にあたるべきだった。

　それこそ、世界中の魔導研究者たちが、全員一か所に集まってもいいくらいだった。

　だから、顔に落ちてきた本を床に置き、体に反動をつけて、

「いよっと」

　起き上がる。

　もう一度、父親が自分にだけ残してくれた研究室を見回して、

「んじゃ、親おや父じがなにを知ってて、なにができて、俺たちになにをさせたかったのかを、調べちゃおうかなぁ」

　と、言った。

「で、たぶん……親父の研究を、超こえなきゃいけないんだよな。もしも親父一人でやれたんなら、きっと、俺に託たくしたりしないだろうし。だから、みんなが天才天才言ってる親父を俺が……」

　超える──

　という、やる気に満ち満ちた言葉に、自分で言ってて疲れてしまって。

「散歩いってこよかな」

　と、苦く笑しようした。

　そうじゃなくても、ちょっと買い出しが必要だった。

　研究のための道具が、まるで足りない。

　もちろん、リューラの研究室にもそれなりに道具は揃そろっていたが、あとから改造され、リューラ用にカスタマイズされているものも多くて、その、使い方の説明書なんてものはまるで存在しないので、それをそのまま使うわけにはいかなかった。

　だから、

「魔導具系の店に、買い出しにいかなきゃいけないんだが……金がなぁ」

　というよりも、ここでの研究で必要になる魔導具はおそらく、個人のお小こ遣づかいでどうこうなるようなものではないはずだった。

　たぶん、国家予算レベルの金が必要なはずで。

「……ってところでも、『王研』の助手がいるんだろなぁ」

『王研』の施し設せつはおそらく南大陸最大級の規模のはずだった。

　ローランドの魔法技術の競争力を担になっている、最も重要な研究所のはずだからだ。

　だから『王研』の施設を借りながら、もっと金を寄よ越こせと、

「シオンにお小遣いをねだらないと」

　そう言って、ライナは笑う。

　そのまま、部屋から廊ろう下かへと出る。奥の少し広くなっている研究室のほうを見る。

　フェリスと、ルシルがいるはずの、研究室。

　もう、約束の一時間はとっくに過ぎているのだが、

「さて。もう顔を出していいのか、もうちょいふらふらしてたほうがいいのか」

　と、少しだけ考えてから、とりあえず一度、顔を出すことにする。

　廊下を進み、扉を少しだけ、開く。

　すると、

「…………」

　そこではフェリスがルシルの胸に、泣きながら抱だきついていた。

　どうやら、感動の兄妹きようだいの再会は、思っていたよりもずっとうまくいったようだった。ルシルの口のまわりには、だんごの餡あんらしきものが少しついて汚よごれていて、ここで、どれくらいフェリスが暴れたのかが、わかってしまって少し笑う。

　するとフェリスが振ふり返って、こちらを見る。

　彼女はやはり、泣いている。

　そしてそれに、

「…………」

　ライナは嬉うれしくなって、微笑ほほえんでしまう。だって、あれはきっと、嬉し涙なみだだから。兄が帰ってきて、彼女は嬉しくて泣いたのだから。

　彼女はそんなタイプじゃないのだ。嬉しくて泣いたりするようなタイプじゃないのだ。なのにいま、彼女は泣いていて。

　フェリスが、言う。

「……む。ライナか。もう、一時間経たったか？」

「うん。一時間以上経っちゃってるけど……もうちょい外にいたほうがよかった？」

　が、彼女は首を振る。

「いや、ちょうどよかった。いま兄様と和解したところだ」

「ほほう。和解ね。つまり、ルシルは俺らの仲間になったってこと？」

「うむ。兄様もウィニットのだんごが好きらしい」

「そういう和解かよ」

　という突つっ込こみに、フェリスは、

「うむ！」

　とまた、嬉しそうにうなずく。そしてルシルから離はなれる。涙をぬぐう。

　ライナはそれを見つめてから、言った。

「フェリス」

「ん？」

「よかったな」

　すると彼女はこちらを見て、素す直なおにうなずいた。

「ああ。よかった」

　ライナは部屋に入る。

　ルシルは相変わらず機き嫌げん悪そうにこちらを睨にらんでいる。

　その視線を受けて、ライナはフェリスに言った。

「全然和解してる雰ふん囲い気きじゃないんだけど」

　するとフェリスが言う。

「兄様は照れ屋なのだ」

「ふむ。で、その照れ屋とどう和解したの？」

「だんごだ。ウィニットのだんごのあまりのうまさに、すべての氷が溶とけたのだ」

　という言葉に、もう一度ライナはルシルを見る。おそらく、無理矢理口に押しつけられたのであろう、だんごの餡がついた口を見て、ライナはへらへら笑う。

「ふぇり～す」

「なんだ？」

「俺もルシルと和解したいから、だんご余ってたらくれないかな～？」

　そこで、ルシルの視線がさらに強くなる。強い殺気を放ってくる。

　だが、どうせこいつは動けないのだ。

　どれだけ怖こわい顔で睨んできたところで、なにもできないのだ。

　ルシルが顔をしかめて、言った。

「……まったく、君たちと付き合うのは、本当に疲つかれるな」

　だがライナはそれに、答えた。

「俺のほうがおまえと付き合うのに疲れてるよ。全然喋んねぇし、気を抜いたらすぐ殺そうとしてくるし。でも、そういう状じよう況きようじゃもう、ねぇんだよ。おまえがニンゲンに生まれたんなら、手を組むしかないんだ」

「…………」

「俺が知ってる知識は全部公開する。リューラの研究も全部公開する。で、七か月後、神々が再び干かん渉しようしたときには、もう、準備万ばん端たんで、自じ称しよう神の連中を全員ぶっ飛ばして、世界も救出しちゃうぞー計画なわけでさ。正直もう、おまえのダンマリに付き合ってる暇ひま、ねぇんだ」

「…………」

「だから、協力しろ。自白魔法も使わないから、自分から全部を公開しろ」

　と、そこで、ライナは足をとんっと床で踏ふみ鳴らした。

　するとそれで、研究室の床ゆかに張り巡めぐらされていた魔ま方ほう陣じんが反応する。

　といってもそれは、新しい魔法を発動したわけじゃない。ルシルを拘こう束そくしている魔法を、解除する術式を発動させたのだ。

　そして、ルシルを磔はりつけにしていた魔法が、解かれる。ルシルは床に落ちる。こちらを見る。一歩、前に出たのがわかる。

　攻こう撃げきしてくるつもりだ。

　そしてその動きは、ライナには見えない。あまりに速すぎて、見えない。

　だが、相棒がそれに反応する。

　ライナの右横。フェリスがライナを守るように立つ。そして、ルシルが放ってきた手刀を、両手で受ける。

　フェリスが、言う。

「どういつもりだ、兄様」

　だが、ライナはそれに、ゆっくりと目線を送って、言った。

「いや、フェリス。ルシルは俺を殺すつもりはなかったよ。殺すつもりなら、フェリスには止められない」

　それにルシルが言う。

「別に殺してもいいと思ってたけど」

「なんのために？」

「…………」

「俺殺して、なんか意味あんの？　リューラの研究をおまえが引き継つぐか？」

「…………」

「この、七か月しかない中で、戦力の一人を殺す理由が、俺には全然見当たらないんだけど、やりたきゃ、やれよ。暇ひま人じんの都合で殺されるなら仕方ないから、やられてやるよ。ほれ、どうぞ？」

　するとそこで、ルシルが手刀を引く。こちらを睨み、

「本当にむかつくな、君は。言っておくけど、君より私のほうが年上だよ？」

「だから？」

「だから、敬語を話しなさい。育ちの悪さが知れるよ」

　などと、言われてしまう。

　それにライナは、噴ふき出してしまいそうになる。確かに、口は悪いかもしれない。それに、育ちも悪いのだ。戦場で生まれ、親を知らず、化物と罵ののしられながら軍の中の人殺しの組織の中で育ってしまった。

　だが、そうは言っても、

「それ、ちゃんと妹の口調の教育してから言ってくんないかなぁ」

　とライナが笑いながら言うと、横でフェリスがこちらを睨んできて、

「ふむ。いったいそれは、どういう意味だ？」

「いや、えーと、あー、なんでもありま……」

「つまりおまえは死にたいということか？」

「いやいやいやいや、違ちが……あの……ぎゃぁああああああ」

　殴なぐられた。

　まあ、それはいつもの展開だが。

　ライナは吹ふっ飛とび、床に転がり、倒たおれてから顔をあげて、

「……ほら、こういうとこちゃんと教育してからに、してほしいなぁ」

　と、ルシルに言うと、彼がそれには、

「ふむ。やはりフェリスは正しく育っている」

　などと言い出して。

　どうやらこれが、正しい形らしい。

　まあ、それはそれで、

「家庭の事情だから、いいけどさぁ」

　と、ライナは笑う。

　なにより、フェリスが生き生きしているのがよかった。

　ライナは殴られたせいでぐったりと疲れた体を起き上がらせ、言う。

「じゃあ、ま～、和解したってことで、進もうか。なんかミラーやルークが、ここに助手を送り込んでくるんだってさ。『王研』の。で、俺はその研究に参加する。リューラの研究を全部体系化して公開する。だからルシル、おまえもそれに加わってくれないか？」

　すると冷たい瞳ひとみでこちらを見つめてくる。

　だが、無視してライナは言う。

「あと、親おや父じがおまえに、『未来眼トーチ・カース』を喰くわせたろ。そのへんについての研究も、俺が引き継ぐ。悪いようにはしないから、手伝ってくれ」

「…………」

「あと、もしも、おまえがやってることが全部、妹を守るための戦いで。『未来眼トーチ・カース』でさ、未来を見ちゃって、それが、俺を殺さなきゃ、フェリスが大変なことになる～──なんてのが見えちゃってんなら、さきに相談してくれ。もしそうだとしても、俺はおまえの味方すっから。俺が死んで、フェリスが救われるとかなら──俺はそれでいいから」

　というのにフェリスが、

「おいライ……」

　そう、遮さえぎってこようとするが、やはり無視でライナは続ける。

「もう、こいつには何度も命を救われてるんだ。だからフェリスのために死ねるなら、俺は喜んで死ぬよ」

「…………」

「そしてもし、そこが、おまえと俺の間で利害が一いつ致ちするポイントになるんなら、そこは安心して、俺を信用してくれていい。大だい丈じよう夫ぶ。うまくやるから」

　それに、ルシルがこちらを見つめて、言ってくる。

「ねえ、ライナ・リュート君。一つ質問していいかな？」

「なに？」

「君は……妹のことが……」

　とそこで、一度言葉を止める。少し思案するような表情になってから、ルシルは、続けた。

「……君は、フェリスのことが、好きなのかい？」

　そう、言った。

「…………」

　それになぜか、フェリスが慌あわてていた。

「に、兄様！　いったい、なにを言っている！」

　などと、少し、顔を赤らめている。

　だが、ライナはその理由がわからない。彼女が慌てる理由がわからない。

　だって、好きに決まっているのだ。もちろんそれが、恋こいや、愛だに関係するものかは、わからない。やはり、そういう感情はいまいち、まだ、わからない。

　あまりにもそういうものとは、距きよ離りを置いて生きてきてしまったから。

　だが、少なくとも好きか嫌きらいかで聞かれたら、

「……ああ。うん。好きだよ。家族のように思ってる。フェリスが死ぬくらいなら、俺が死んだほうがいいと思ってる」

　というのに、フェリスがこちらを見て、口をぱくぱくと開く。顔が真っ赤で、あまりにうろたえているので、逆にこちらも少し、恥はずかしくなってきてしまうが、しかし、ライナは続けた。

「だからルシル。おまえとは利害は一致してる。もし、おまえがフェリスを守りたいという動機だけで動いてるなら、別に俺はそれでもいいよ。フェリスが救われるなら、世界なんてクソくらえだっていう展開でも、全然ついていける」

「…………」

「だから安心して、おまえの悩なやみや不安を、俺に話してくれ。全部対応する。やろう。俺が、おまえも、フェリスも守るから、一いつ緒しよに……」

　という、言葉の途と中ちゆうで、突とつ然ぜん、

「わ、わ、私は……」

　と、フェリスが言った。

「わ、私はちょっと、用事があるので、もういくぞ」

　と、部屋を飛びだしていってしまって、ライナは笑う。

　半眼で彼女の背中を見送り、それから、その、彼女の兄に目を向ける。

　そして、

「一緒にやろうぜ、ルシル」

　するとルシルがあきれたように微笑ほほえんで、言う。

「偉えらそうに」

「はは。育ちが悪いんでね」

「でも、そうだな。君がそういう気持ちなら、いいよ」
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「そういう気持ち？」

「フェリスを好きなら」

「うん」

「好きならきっと、綺き麗れいなフェリスに、バケモノは手を出さないだろう？」

　と、言われる。

　そしてそれは、前と同じ言葉だった。バケモノだから、綺麗なフェリスには手が届かない。いや、すべてのものに手が届かない。

　だから、安心している。

　だがそこはもう、リューラに怒おこられてしまっているのだ。『複写眼アルフア・ステイグマ』は遺伝しないから、逃にげ腰ごしになるな、とか、もう、父親に滅め茶ちや苦く茶ちや言われてしまっていて。

　まあ、だからといって、フェリスをどうこう、なんてことは、考えたこともないが。

　しかし、もしもいまこの状じよう況きようで、ルシルに、「お兄さんと呼ばせてください」とか言ったら、おもしろいかなぁという言葉が脳のう裏りをよぎる。きっと、これだけシスコンだと、あのいつも澄すました顔が、どれくらい歪ゆがむのか、なんてことを考えて、

「…………」

　にやにやしてしまった。

　するとルシルがこちらを見て、言う。

「なに？」

「いや、なんでも」

「やっぱりむかつく顔だな。殺そうかな」

「むかついただけで殺してたら、人生大変だぞ。全然家から出ないおまえは、知らないかもしれないけど、世の中むかつく奴やつばっかりだし」

　と、ライナは笑いながら、踵きびすを返して部屋を出る。

　ルシルが聞いてくる。

「どこへいく？」

「買い出し。研究のために魔導具がいる。助手たちも迎むかえ入れないといけないし」

「ふぅん。で、私にはどうして欲しい？」

「あ、俺に協力してくれる気に……」

「黙だまれよ。あまりうるさく余計なことを言うと、気が変わるよ」

　なんて言われて、やはり、さっきのからかいをしなくてよかった、と、ライナは思う。

　彼は肩かたをすくめて、言った。

「まあ、逃げないでくれりゃ、どこにいてくれてもいいよ。適当に連れん絡らくつく場所にいてくれる？　あと、たぶん、ここか『王研』で研究すると思うから、定期的にそっち顔出してよ」

　そしてルシルに背を向ける。

　ルシルはもう、襲おそってこない。協力する気になってくれたのかどうかはまだわからないが、しかし、するしかないだろう、とも、思う。

　なにせニンゲンには、力が足りないのだ。

　時間も足りないのだ。

　なら、いまは協力せざるを得ない。

「…………」

　ライナは廊ろう下かを、抜ぬける。

　階段を上がる。

　そして地上に出る。

　出入り口を出た、その横に、フェリスが座っていた。

　ライナはそれに振ふり返り、

「あれ、用事があったんじゃないの？」

　と聞くと、フェリスは答えた。

「う、うむ。さっき終わらせた」

　こんな短時間で、なにをどう終わらせたのかはわからないが、とりあえずは、

「そう。そりゃよかった」

　と、ライナは言った。

　フェリスはうなずく。

「ん」

「だんご関係の用事？」

「そ、そうだ」

「そか～」

　とだけ、ライナは言った。

　それから空を見上げた。

　そこにあるのは、ローランドの空だった。子供のころから毎日のように見ていた、あの空。

　昔は、空が綺麗だなんて、思わなかった。

　ここは暗い国で、汚きたない国で、振り返ってもあまり、いい思い出はないのだ。

　人が死ぬ。

　泣き叫さけんで人が死ぬ。

　裏切られたり、虐しいたげられたりして人が死ぬ。

　そんなことばかりが溢あふれていた国で。

　でも、それでも、全員が必死に生きていて。

「……ああ、なんか、空が、馬ば鹿かみたいに青いなぁ」

　と、ライナは言った。

　フェリスもそれを見上げた。

「そうだな」

　と、言った。こんなに青い空が、フェリスの青い瞳ひとみに映るとどんな色になるんだろう、なんてことを少し考える。

「…………」

　二人ともそのまま、しばらく黙っていた。

　雲が王城のほうへと流れていく。

　タイムリミットは七か月しかないのに、そんなことはどうでもよくなるほどその日は静かな、ゆったりした日で。

　フェリスがふいに、言った。

「なあ、ライナ」

「ん？」

「さっきの話なんだが」

「うん」

「……あれは、その、困るぞ。私のために、死ぬとか、そういうのはやめてほしい」

　というのに、ライナは笑った。

「そりゃこっちのセリフだよ。おまえのほうこそ、何度も俺のために死にかけてるじゃん」

　するとそれに、フェリスが答えた。

「あれは全部冗じよう談だんだ」

「ははは、冗談で死にかけんなよ」

　と、ライナは笑う。

　笑いながら、でも、思い出す。

　どれだけ彼女は、自分を救ってくれたかを。いつも一緒にいてくれたのを。

　いま、彼女がどんな顔をしてるのかは、空を見ているので、わからない。だが。どんな顔をしているかの想像は、つく。もう、彼女との付き合いは短くないのだ。

　いつも側そばにいて、一いつ緒しよに戦ってきた、相棒なのだから。

　とそこでまた、彼女が言った。

「……なあ、ライナ」

「うん」

「さっきの話なのだが」

「またぁ？　今度は、どれ？」

　すると一度、彼女は黙り込む。

　数秒。

　いや、数十秒。

　もしかしたら、一分くらい、黙っていたかもしれない。

　空は青いままだった。

　ずっと青いままだった。

　そしてその下で、

「あれは、私も同じ気持ちだ」

　と、彼女は言った。

「ん？　ってのは？」

「……私も」

「うん」

「……私も、たぶん」

「うん」

「おまえのことが……好きだと思う」

　という、その言葉に、ライナは振り返らないまま、答えた。

「うん。知ってるよ」

　そう答えても、やはり、空は青いままで、そして、昔よりも綺き麗れいに見える。

　それが、神からの干かん渉しようがなくなったせいなのか、違ちがうのか、それはわからない。

　だが、自分が好きだと思う奴らと一緒に過ごして、笑って、一生懸けん命めい頑がん張ばれるんなら、きっと。

「…………」

　きっと世界がどれだけ汚かったとしても、一いつ瞬しゆんくらいは世界が、もっと青く見えるんじゃないか、なんてことを、いまは思う。

　そして人生なんて、それだけで十分なんじゃないかって、いまは思う。

　残り七か月。

　必死に大切な仲間を守るためにあがいて、あがいて、あがいて、もし、だめだったとしても、別にそれはそれで、いいとすら、思った。

　もちろん、いままで以上に頑張りはするのだが、でも、いまのこの穏おだやかな気分が続くのなら、それはそれで、すでに完かん璧ぺきな世界なんじゃないか、なんて、そんなふうに思えてしまって。

　ライナは、フェリスのほうを振り返って、言った。

「さて、フェリス」

「……ん？」

　やはり少し、彼女は緊きん張ちようしたような顔をしている。

　その、彼女に、言う。彼女が喜びそうなことを言う。

「ちょっとこれから頑張るんだけど、でも頑張るのめんどくさいから、その前に一緒にだんご屋でもいくか？」

　すると彼女は、わかりやすいほどに嬉うれしそうに目を輝かがやかせる。あまりに嬉しすぎたせいか、頰ほおが少し赤い。

「おお、ついにおまえも、だんごに目覚めたか！」

「うーんと、まあ、そう言ったらおまえが喜ぶんなら、そうでもいいよ」

「つまり今晩はだんご尽づくしでいいということだな」

「まあ、うん」

「明日あしたの朝もだんごでいいということだな？」

「いや」

「いまから十日くらいはだんごだけでも問題ないと……」

「ちょっと待って。やっぱり撤てつ回かい……」

「もう遅おそい。手て遅おくれだ。だんご業界に待ったはないのだ」

「怖こえぇな、だんご業界！」

　とそこで、腕うでをつかまれる。

　強くつかまれる。

　いつも通り、このままだんご屋に連行されるのだ。

　ライナはそれに笑い、ため息をつく。

　とそこで、少し離はなれた場所から、馬車が走ってくるのが見える。

　ローランド帝てい国こくの紋もん章しようが刻まれた、軍の馬車だ。

「おっと、ちょっと待って、フェリス。助手がきた」

「ん？」

　と、彼女も、馬車のほうを見た。




　そして、次の瞬間だった。




　フェリスの背後に、黒い影かげが膨ふくれあがったのは。

　こんな晴れた日に、彼女の体が、大きな闇やみに覆おおわれてしまった。

「……あ？」

　と、ライナはその、闇のほうを、見た。

　闇は、獣けものの形をしていた。

　そしてそれを知っている。

　フロワードという、シオンのかつての部下が遣つかっていた、『忘却欠片ルール・フラグメ』だ。

《黒こく叡えい》の指輪──という名前の、勇者の遺物。

　その獣が、フェリスを襲おそって。

「フェリス！」

　と、ライナが叫んだところで、この、世界の青さは、終わった。
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　あとがき







　はい。

　今回はあとがき中に、ものすごい仕し掛かけがあるので（だから十四ページくらいあるんだぜ！　大量にイラストもあるんだぜ）、お楽しみに！




　しかし、その前に、今回の作品について──でも、なんか、どこ触さわってもネタバレになる感じで、ついに！　とか、えええ、とかが多い巻になった気がしますが、いかがでしたでしょうか。

　もう、伏ふく線せんが回収されまくっていて、で、それを書きながらちょっと思うことがありました。

　それはやはり、自分の中で、『伝勇伝』は特とく殊しゆな作品だなぁ、ということです。

　キャラクター全員が抱かかえているものが振ふり切って重いせいか、どんなに過か酷こくな状じよう況きようでも、どこか飄ひよう々ひようと受け止めているところがある、というか。

　ひどい状況でも、生きていくしかないじゃん、という強いメッセージを、書いている僕が逆に返されてしまうところがある気がします。

　それはとても書いていておもしろく、気持ちよく、そして、そんな僕にとって重要な作品なんですが、そんな作品がクライマックスへ向かっていることが少し、寂さびしくもあります。

　ちなみに外伝である『堕おちた黒い勇者の伝説』は、こないだ完結しました。『堕ち伝』が終わるってことは、『伝勇伝』が始まるきっかけでもあった、『とり伝』も終わるということで。

　そっちでも書いたのですが、僕にとっては、『伝勇伝』は自分の二十代のすべてのようなところがある作品なので、その一つが終わる、というのに、びっくりしてしまいました（短編連れん載さいは何年も前にやめてるので、終わるのはわかってたことだからびっくりするってのもおかしいんですが笑）。

　もちろん終わりのない物語はないし、人気を保ったまま終われるのは嬉うれしいことなのですが。

　やっぱり、たぶん、いまの流は行やり廃すたりが超ちよう早いラノベ業界ではもう現れないであろう（僕ももう作らないであろう）、長いシリーズの作品がクライマックスへ向かって行くのは寂しいなぁ、とか、そんなふうに思える作品に関かかわれていることが幸せだなぁとか、それについてきてくれて、支えてくれているみんなが大好きだなぁとか、そんなことを思いながらあとがきを書いてます。

　でもまあ、まだ長編は終わらないから、みんな、よろしくね────！

　ってか今回もとんでもないところで終わっててごめん！　次巻もすごいよ！（笑）




　さておき。

　現在例によって、鏡かがみ貴たか也や死ぬんじゃないか連続刊行中です。講談社、集英社を巻き込んだ『終わりのセラフ』とあわせると、七か月で八冊出ちゃうよあほかー中なのですが。

　でも、来月、僕にとっては死ぬほど超重要な作品が出るわけです。

　富士見では、五年ぶりの新作！

『堕ち伝』が終わり、『いつ天』も完結し、新たに始まる物語。

　タイトルは、




『黙もく示し録ろくアリス』




　と言います。

　もうね、ス────パ────力を入れて、書きました。執しつ筆ぴつに半年くらいかけちゃいました。

　学園が舞ぶ台たいなんですが、どっちかっていうと、すごく『伝勇伝』に近い物語になってると思います。そうなるように意識しました。

　ってか、それぞれの作品にはミッションがあって、たとえば、

『いつか天てん魔まの黒ウサギ』は、ファンタジーではない、『伝勇伝』と違ちがうものを書きたい！──と思ったんです。

『終わりのセラフ』は、ジャンプって名前ついてる雑誌にいくからには、すごい漫まん画が原作をやりたい放題書いてやる！──って思ったんです。

　ですが、今回は、とても大切な『伝勇伝』のカラーを色いろ濃こく引ひき継ついで、さらにちゃんと超こえる覚かく悟ごを持って、とんでもないものを書いてやる！　という気負いを持って作りました。まあ、それくらい僕にとっては『伝勇伝』は大切な作品だ、ということなのですが。

　主人公が、ライナの魅み力りよくを超えているだろうか？　というのを何度も検証して、そのたび、ライナの凄すごさに返り討ちにされて全部書き直す、というのを繰くり返かえす徹てつ底ていぶり。

　やってるうちに、至上最悪に性格が悪いけどちょっとかわいい、ダークヒーローになったんだけど（笑）。

　果たしてそれが、みんなに気に入ってもらえるかは心配なのですがー。でも、実は自分の中では会心の出来だったので（担当さんにも、編集長にもすっごい褒ほめられたのであった！）。だから、心配してないところもあるんですが、でも心配（どっちだよ笑）。

　でも、みんな、『黙示録アリス』を、『伝勇伝』とともに、よろしくねー！

　でーはー、その、宣伝がここに入ります。

　ってか、設定資料がイラスト付きで入っちゃうぜ！

　これだ！
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　いかがでしたでしょうかー？

　もう、来月！　十一月発売です！

　みなさん、『黙示録アリス』を、よろしくお願いします！




　ってなわけでー、宣伝も終えたところで。

　ページもなくなってきました。七月から続いている連続刊行も、折り返し地点！





　七月　　終わりのセラフ２　一いち瀬のせグレン、16歳の破滅カタストロフイ（小説）

　八月　　堕ち伝８（最終巻！）

　九月　　終わりのセラフ３（コミック）

　十月　　大伝説の勇者の伝説14（この本だよ！）



　十一月　黙示録アリス（さっきのやつ！　買ってね！）

　十二月　いつか天魔の黒ウサギ最終巻（まだ書いてねぇええええ）


　一月　終わりのセラフ４（コミック）＆終わりのセラフ３（小説）






　はい。なんかスケジュールがやばすぎますね。一番不ふ穏おんなのは、『いつ天』の刊行が決まってるのに、まだ書いてないことですね。あちらも最終巻ということで、とんでもなく盛り上がっているので、落とさないように頑がん張ばります！




　じゃあああ、みんな、連続刊行後半戦！　よろしくね！




　ライナ＆フェリス＆シオンを！

　あとあと、

『黙示録アリス』の真しん之の介すけ＆群ぐん青じよう＆キリ＆白しろを、よろしくです！

　感想もよろおおおおおおお！




　ではまた、来月のあとがきで！

　毎月あとがきがあるのに、もう、慣れつつある鏡貴也でした。
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